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　　　１




　七十年前、まだ五つの種族が大戦で争っていた頃の話だ。

　西から吹きつける風は、血と鉄の臭においを含んで乾いていた。

　広がる荒野を見回せば、遥はるか向こうにぶつかりあう二つの軍が見える。まるで黒い波のようにうねり、互いへと押し寄せるそれは、長く燻くすぶってきた種族間の遺恨を、今ここで全て吐はき出さんとしているかのようだ。絶ぜつ叫きようや怒声が混ざりあって生まれる轟とどろきが、魔法の爆音と重なって薄うす曇ぐもりの空を揺ゆらす。

　波打つ大軍の中にちらちらと見えているものはディアテの青い旗印だ。自国であるその旗の動きを気にしていた羽う人じん族の少女は、ふっと溜ため息いきをつくと隣りあう異形の巨きよ人じんを見上げる。

「まだかかりそうですね……。長引かずに退けたらいいのですが」

「向こうはそう思ってないだろうさ。戦い始めたら最後、血に酔ってなにもかも忘れちまう。なんたって獣じゆう人じん族の部隊が主戦力だからな」

「生きつ粋すいの戦闘狂たちですか……」

　呟つぶやきに疲労を滲にじませて、少女はあらためて自分たちの敵へと視線を戻す。

　──二十歩ほど離れた正面に立つ、二人の若い獣人族。

　赤味がかった三角の耳を頭上に持つ彼らは、少年と少女という性別の違いの他は、まったく同じ顔と空気を持っていた。

　動きやすさを重視した皮の軽装。鋭するどく伸びた爪つめは不吉を象徴してか黒く塗ぬられている。暗く沈んだ赤茶の双そう眸ぼうは凶きよう星せいを思わせるもので、口元はうっすらと笑えみを刻んで揺るがない。

　そして二人の周囲には百以上の兵たちが、無残に切り裂かれた死体となり積み重なっていた。

　絶命した兵士の腹から溢あふれ出した臓ぞう腑ふが、地面に零こぼれて乾きかけている。そのすぐ横には首を刎はねられた男の頭部が、目を見開いたままの表情で打ち捨てられていた。

　精せい鋭えいと名高かった部隊がここでどのような異様さに直面したのか。剣を抜こうとしたまま喉のどを食い破られている遺体を見ると、薄々察しもつく気がする。巨人は無残なその姿に嘆たん息そくした。

「まったく、ひどい有様だ……」

　凄せい惨さんであっただろう戦闘の気配は、けれど今は死の静寂の中に沈んで消えてしまっている。

　合流予定であったディアテの小隊──彼らを全滅させたのは、あろうことかたった二人の獣人族だ。異常事態の報を聞いて駆かけつけてきた羽人族の少女、テレシアは周囲の景色に先ほどから美しい顔を顰しかめたままだ。彼女は声を潜めて隣の巨人にささやく。

「獣人族は双ふた子ご・三つ子が普通だとは知っていましたが、実際にまみえると驚きますね。まるで、同じ人間二人と戦っているみたいです」

「見かけだけ同じだったらよかったんだけどな。ただでさえ集団戦闘が得意な種族だ。双子になると連携が異様な域にまで洗練される。ましてやあいつら──種族英雄だ」

　種族英雄──それは、一つの種族に一人か二人しか存在しない、抜きん出た実力を誇る強者たちのことだ。普通の人間であれば聞いただけで避よける称号に、テレシアは小さな唇くちびるを嚙かんだ。

「片方だけが種族英雄だったらまだよかったのですが。二人ともが英雄レベルというのはさすがに厳しいです。これを一人で相手どれるのはあなたくらいでしょう、クレト」

「さりげなく無茶ぶりすんな。お前がいなかったら正直厳しいぞ」

　今に至るまでの簡単な応おう酬しゆうでも、相手の実力のほどは肌身に伝わってきている。幸いと言っていいかどうか、双ふた子ごの彼らはまだ本気ではないようだ。様子を見ているか、遊んでいるか。おそらくはその両方だろう。愉ゆ悦えつに満ちた微笑がその証拠だ。

　対たい峙じする四人から遠く離れた場所、戦場からまた魔法の轟ごう音おんが聞こえてくる。

　──獣じゆう人じん族との戦闘は、終わりが見えないことで有名だ。

　血に酔いやすい彼らは、劣勢になろうともいつまでも食らいついてくる。大規模戦であるならなおさらだ。下へ手たをしたら、今日をもって大陸の地図が大きく書き換えられるかもしれない。

　そして、勝敗が大きな意味を持つかもしれないのは、この場の戦闘もまた同じだ。

　種族英雄も異形の巨きよ人じんも、その戦闘能力が一軍に匹敵するとも言われている屈指の存在だ。

　群むらがる兵を薙なぎ払い、鍛きたえられた武具を粉ふん砕さいし、地に深い亀き裂れつを生み出すほどの力。

　圧倒的な彼らの戦闘力は、一人でもたやすく戦況を動かしてしまう。だから、この四人がぶつかりあう状況もまた、人知れない一つの戦争なのだ。

　灰色に広がる雲の下、種族英雄である少年は、いびつに微ほほ笑えむ。

　その爪つま先さきが──ぴしゃん、と音を立てて血ち溜だまりを踏ふんだ。

　直後、少年の姿はかき消える。

「……っ！」

　今までの応酬とは違う、異様な速度での攻撃。

　目で捉とらえることもできないそれは、彼らが遊びをやめ本気になった証拠だ。

　クレトは咄とつ嗟さに右腕を上げる。音をさせず飛びかかってきた少年を、彼は半ば本能で正面から殴なぐり飛ばした。しかし、相手の腹を打ち抜くはずだった拳こぶしは、わずかに方向を逸そらされ威力を減じられる。──代わりにクレトの前腕にはもう一人の種族英雄、同じ顔の少女がしがみついていた。丸太のごとき巨人の腕に、がっちりと四し肢しを絡めて笑う少女は、鋭するどい牙きばを剝むく。

「クレト！」

　テレシアが青白い光を撃うち出す。その鋭い穂先が、獣人の少女目がけて宙を走った。

　だが光の槍やりは、なにもない空を貫く。常人の域を遥はるかに超えた反応速度でクレトの腕から逃れた少女は、着地と同時に地を蹴ける。

　──地を蹴った、と思った。

「ぐっ……」

　クレトは顔を歪ゆがめる。

　痛みは遅れてやってきた。見ると彼の左肩には、一いつ瞬しゆん前まで正面にいたはずの少女が取りついている。それだけでなく彼女の牙きばは、鋼鉄の肩当てをやすやすと割り砕くだき、その下の硬い肉へと深々突き刺さっていた。自みずからの体を嚙かみちぎろうとする嫌いやな音が、クレトのすぐ耳元で聞こえる。そしてそれは彼に別の戦せん慄りつをもたらした。

　──この少女から目を離した時間などなかったはずだ。

　なのに今、彼女はクレトの肩にむしゃぶりついている。ならばほんの数秒遠ざかった双ふた子ごのもう一人は、なにをしているのか。

　クレトは考えるより先に振り返ろうとする。食らいつかれた肩から、腱けんの切れる音が聞こえ──けれどそれもどうでもいい。

　獣じゆう人じん族の敏びん捷しよう性からは雲うん泥でいの差に思える鈍どん重じゆうな動きだ。今ほど己の巨きよ軀くを呪のろったことはなかったかもしれない。そんなことを刹せつ那な考えながら、クレトは自分の背後を見た。




　突剣を手にしたテレシアが、透すき通る双そう眸ぼうで彼を見上げている。

　その眼前に立っているのは、種族英雄である少年だ。

　クレトに背を向けている彼の表情は見えない。

　だがきっと、笑っているのだろうということはわかった。




　黒い爪つめが、テレシアの喉のど元もとへと向かう。

　小さな頭ごと突き破ってしまうであろう狂きよう爪そうに、彼女は愚ぐ直ちよくに下がろうとし、クレトはただひたすら二人へと腕を伸ばしていた。岩と変わらぬはずの肩骨が、鈍にぶい音を立てて割り砕かれる。テレシアの展開する魔法障壁が見え、それはほんのわずか、黒い爪の動きを鈍らせた。

　そして一瞬早く──少しも迷わなかったクレトの手が、少年の首をつかみ取る。

　少女を払っている余裕はない。左腕を犠牲にしてでも、今ここで一人を排除するしかない。

　そう思ってクレトが右手に力を込めた時──だがふっと、辺りの空気が変わった。

　今この場にいる人間のものではない。どこか遠くから、けれどやけにはっきりと、知らない女の声が届く。




「──踊りなさい」




　それを聞いた瞬しゆん間かん、クレトの全身に鳥肌が立った。

　なにもないはずの荒野で、途と轍てつもないなにかが彼らへと押し寄せてくる。

　不可視の圧力。ただ肌身に伝わるものが、その正体を訴えた。テレシアが警告の声を上げる。

「クレト！　秘術です！」

　直後、クレトは目を閉じ、感覚を遮しや断だんした。そうしている間に双ふた子ごに襲われるかもしれない、とも思ったが、きっと彼らも同じようにしているはずだ。この大陸で戦う者ならほとんどが知っている。羽う人じん族だけが使う、精神を支配するという「秘術」──一度、それに飲みこまれたが最後、現実を含めた全てが覆くつがえされることもあるのだということを。

　テレシアの詠えい唱しようの声が聞こえる。

　ぐるぐると回り始める暗くら闇やみの視界。なにもかもを塗ぬり潰つぶさんとする力に対抗してのものだろう。聞き慣れた少女の声だけが、クレトの意識を現実に繫つないだ。




　──永遠にも等しく思えた数秒の後、クレトはそっと目を開ける。

　彼の右手には、テレシアが青ざめた顔でしがみついていた。

　他には誰もいない。突然の秘術を放った者の姿もなく──そして、双子の姿も忽こつ然ぜんと消えてしまっていた。残されたのは夥おびただしい死体だけで、クレトは深く息をつくと辺りを見回す。

「……切り抜けた、のか？」

「どうやら、そのようですね……助かりました」

　戦闘の残ざん滓しを払い落とすようにかぶりを振るテレシアの額ひたいには、じっとりと緊張の汗が滲にじんでいる。確かに、あのまま続けていたらどうなっていたか分からない。あの双子相手では、よくて引き分けか、悪くて内臓をぶちまけられる終わりだ。肩を抉えぐられただけで済んだのは重畳だろう。──加えて、謎なぞの秘術の乱入もあったのだ。

　未だ緊張が抜けないクレトの腕を、テレシアはそっと引っ張る。

「座ってください。治療します」

「あ、悪い。けど、あの双子まだどっかにいたりしないか？」

「多分いません。傀儡使いを避けて退いたんでしょう。少しでも支配されれば動きが鈍にぶりますから。──支配されて、持ち去られてしまったという可能性もなくはないですが」

「傀かい儡らい使い？」

「羽人族にそういう異名を持つ者がいるんです。他の種族なら、やはり種族英雄と呼ばれるレベルでしょうが……正直、恐い女です。秘術で大勢を精神支配して、己の兵隊として操あやつります」

　──そんな話は初耳だ。おくればせながらクレトは、自分がどのような危地にいたかわかってぞっとした。一歩間違えれば彼も傀儡となっていたかもしれない。

「しっかし種族英雄か……本当厄やつ介かいだな」

　獣じゆう人じん族も羽人族もその能力は計り知れない。まだ彼の知らぬ強者がいくらでもいるのだ。

「……強くならないとな」

　静かな決意に、テレシアもまた小さく同意する。乾いた地面が続く先、遠い戦場に、ディアテの旗が揺ゆれているのが見えた。勝利の歓声が微かすかに届く。

　クレトはその声を聞きながら、己の大きな掌てのひらをじっと見つめていた。










　　　２




　──見つめた掌てのひらは、傷の一つもない綺き麗れいなものだ。

　彼本来のものとは違う、稀き代だいの魔法使いであるセーネ・ビエラが手掛けた人形の手に、クレトはじっと視線を注ぐ。そのまま彼は、寝ぐせのたっぷりついた髪をかき上げた。

「うー、眠い……」

　まとわりつく体のだるさに、このまま二度寝をしてしまいたくなるが、今日も仕事が待っている。しかたなくクレトは固い寝台の上に起き上がると、いつもと同じように身支度を始めた。顔を洗いぼろぼろの黒シャツに着替えたところで、職務日誌を手に取ってぱらぱらとめくる。

「色々あったな……ほんと色々あった……」

　引きこもりから脱し、監獄学校と悪名高いディアテルリア学園の門番になってから約三か月。

　毎日の開門閉門に加え、ことあるごとに降り注いでくる生徒の攻撃など、クレトの日々は問題の山積みだ。門前の穴埋めや物資の搬入作業もやればやった分だけ増え、ついでになんだかわからないまま死にかけたことも一度や二度ではない。つい三日前も派手な爆発に巻きこまれたばかりだ。

　さすがにその日の日誌は書けなかったので、一言欄はパートナーである少女が代わりに埋めてくれてある。あるのだが、返り血の範囲を記録してあるのは真剣に意味がわからない。今後似たような事態が起きた時のためかとも思うが、二度目の爆発は断固拒否したい所存だった。

「けどま、おおむねなんとかなってるか……」

　クレトは増えてきた日誌のページに満足感を味わうと、残りわずかな消化剤を口に含んだ。門の鍵かぎを首にかけ、ドアノブに飛びついて扉を開けると外に出る。

　よく晴れて広がる空は、青い染料を塗ぬりたくったかのようだ。

「いい天気だなー」

　まだ重い瞼まぶたをこすりながら、クレトは職場であるディアテルリア学園の寮門前に向かう。

　両開きの巨大な門もん扉ぴの周辺は、あいもかわらず穴だらけだ。特にここ数日埋める速度がまったく追いついていないので、そろそろ穴のない場所がなくなってきた。せめて魔法熊が通れる幅くらい確保しておかねば、と思うのだが、現実は無情だ。熊はとりわけ無情である。

　クレトは穴と穴の隙すき間まを抜けて、門前へとたどりつく。まず閂かんぬきに巻いてある鎖くさりを引こうとし──だが、その指は届かぬまま空を切った。彼は己の手をあらためて見つめる。

「……うん」

　気を取りなおしてクレトは手を伸ばしたが、やはり鎖には届かない。もう一度彼が背伸びをしようとした時、横からすっと白い手が伸びてきた。ほっそりと美しい指が鎖をつかむ。

　門番職務のパートナーとも言える制服姿の彼女を、クレトは見上げた。

「ジリア」

「おはようございます」

　涼やかな顔で挨あい拶さつしてくる美しい少女は、このディアテルリア学園の五回生だ。

　陽ひの光に透すける薄い水色の髪は肩にかかるほどの長さで、雪のように白い肌が目を引く。小さな顔は精巧な細工物を思わせる造りで、長い睫まつ毛げが青せい瞳どうに淡あわい影を落としていた。

　華きや奢しやな体つきに繊細な美び貌ぼうで知られる羽う人じん族の、まるで見本品であるような少女。けれどその容姿よりも、ちくちく痛い厳しさの方が特徴的なジリア・シィースは、優秀であるがゆえに、卒業を確約された三人の生徒──いわゆる「指輪生」のうちの一人だ。その証あかしとして、鳥の印章指輪を嵌はめている彼女は、細い指先で前髪をかき上げると、クレトの全身を見下ろした。

「クレト、体調はいかがですか」

「うん……おはよう。体調は悪くない」

「なら、体長はいかがですか」

「回りくどい言い方すんな。見りゃわかるだろ」

　クレトは、変わり果てた己の姿を見下ろす。

　門の鎖くさりに届きそうで届かない今の彼の体は、普段よりずっと小さい──おおよそ五歳児のものだ。詰所の扉を開けるのにさえ苦労する幼児大のクレトを見て、ジリアはぽつりと呟つぶやいた。

「仕事にならないですよね、それ。いつになったら戻れるんですか？」

「あと二、三日……だといいんだけどな。修理がどれくらいかかるかわからないんだよ」

「修理って、元の体の修理ですか？」

「そう。セーネのやつに頼んでるんだけど、あいつって結構むらっ気がひどいし……」

「──あら、誰のむらっ気がひどいのかしら？」

　誰もいないはずの頭上から声が聞こえた直後──何者かの手がクレトの頭を鷲わしづかんだ。

「ぐああああ、いてええええ！」

「大おお袈げ裟さね。少し頭部を縮小してあげようと思っただけなのに」

　元同居人の嘆たん息そくが聞こえ、鉄てつ鋏ばさみのごとき圧力が消える。クレトは解放された頭を抱かかえて地面を転がった。涙の滲にじむ視界に、足を組んで空中に座る魔女が見える。

「セーネ……」

　宙から二人を見下ろす昏くらい真しん紅くの双そう眸ぼう。同じ色の髪は腰の下まで広がっており、陽の光の下で鮮やかに浮き立って異質に見えた。可か憐れんな顔立ちは十二、三歳の年若い少女のもので、けれどその上に浮かぶ表情には、長い年月を呼吸して生まれる妖よう艶えんさがあった。

『人形遣い』とも呼ばれる魔女、セーネ・ビエラは、笑えみを湛たたえてクレトをねめつける。

「修理の間貸してあげた体の使い心地を聞きに来たのだけれど。ずいぶん不満があるみたいだわ。もっと別の体に変えてあげましょうか。魔法熊とか」

「わかった。俺が悪かった」

「遠えん慮りよしなくてもいいわ。魔法熊になれば荷物の搬入も楽になるでしょうし。あなた普段、『魔法熊が細い道を通ってくれない』って言っていたわね。もうこれは自分で熊になるしかないわ」

「悪かったっての！　ごめんなさい！」

　クレトが全力で謝ってようやく魔女は肩を竦すくめた。彼女は細い足を解くと、ふわりとスカートを広げて地面に降りたつ。真紅の目が自分より背の低いクレトを見つめなおした。

「それにしても、あなたの体は私の最高傑作だったのだけれど。──ああまで大破するなんて、どんな目にあったの？」

　──本来は青年の姿をしているクレトが、今は幼児の体を借りている理由。

　あらためてそれを問われた彼は、ジリアと顔を見あわせた。共通の答が暗あん黙もくのうちに浮かぶ。

「うん、よくわからん。気づいた時には吹き飛んでた」

「……怒っていいかしら」




　ほんの三日前のことだ。監獄学校の門前で、謎なぞの大爆発が起こった。

　ちょうど中休みの時で、クレトは搬入物の確認中だった。そうして木箱を開けていた彼は、なんの前触れもなく激しい炎と風に飲みこまれ、開いていた門もん扉ぴに叩たたきつけられたのだ。

　この大爆発により、一番ひどい怪け我がを負ったのはクレトで、生徒たちからも重傷人が数人出た。周辺は一時期騒そう然ぜんとなり、終日門が封鎖されていたほどだ。もっとも、クレトも体の換装で動けなかったので、開門していてもどのみち仕事はできなかったのだが。

「──調査結果としては生徒の悪戯いたずらか、その辺で使われてた魔法が変な反応起こしたかって話なんだけどな。えらい目にあった」

「生徒たちはあなたのこと死んだって思ったみたいですよ。黒焦こげでしたし。一昨日おとといには追つい悼とう式が開かれていて、私も遠くから見守りました」

「そこは訂正しとけよ、お前！」

　ちょっと大破したくらいで死人にされてはたまらない。このままでは元の体に戻っても即、アンデッド扱いされて退治される未来が見える。第一、彼は元から不死の呪のろい持ちだ。「死人が帰ってきた」と攻撃されても割と図星で心苦しい。

　しかしクレトのこだわりは、女二人には理解されがたいようだ。ジリアは小さな彼に代わって、門の鎖くさりをほどきながら言う。

「訂正してもしなくても変わらないでしょう。誰も本気で心配していないようでしたし」

「それもひどいだろ！」

「死んだと思われてるなら修理を急がなくてもいいわね。皮ひ膚ふを張りなおすのが面倒なの」

「そこは急いでくれたら嬉うれしいからな！　一人で門が開けられないし！」

　一応、クレトの元の体は自動修復機能がついており、放っておいてもある程度は自然治ち癒ゆが可能だ。だが今回は破損部分が大きいからということで、セーネ自みずからが彼の体を引き取って修理をしてくれている。その間の代わりの体が幼児のものであることには作為を感じるが、立場が立場であるためクレトもあまり強く言えない。

　子供の姿をした青年は、短い両手をせいいっぱい空に伸ばしてみる。鎖くさりをほどきおわったジリアと腕組をしているセーネが、まじまじとがんばる子供を見つめた。

「……なんか、妙みような可愛かわいさがありますね」

「やめろ。そんな路線は目指してない。生徒にだってこんな小さいのはいないだろ、って──」

　クレトはそこで気づいて、元同居人である魔女を見る。

「そういやセーネ、お前、その格かつ好こうで校内うろうろすんのやめろ。怪談にされるぞ」

「そう？」

　手袋を嵌はめた指を顎あごにかけ、首を傾かしげる魔女は、黒と赤の大胆なドレス姿だ。膨ふくらんだ裾すそや高いヒール一つ取っても、まったく生徒であるようには見えない。クレトの就職以来、この格好でどこにでも現れてしまうのだから、噂うわさになるのも時間の問題だろう。怪談の大元締めであるジリアが、真ま面じ目めな顔でメモ帳を取り出した。

「ひらめきました」

「作るな」

「怪奇・伸び縮ちぢみする門番」

「俺かよ！　殺すか縮めるかどっちかにしろ！」

　騒さわいでいる二人を、セーネは虫でも眺ながめるように見やる。まるで無関心にも見える魔女はだが、溜ため息いきをつくと不意に指を鳴らした。途端──着ていた服が一変する。

「これでいいかしら？」

　言いながらセーネが摘つまんでみせたのは、ジリアが着ているものと同じ制服だ。少しネクタイの赤が昏くらすぎる気もするが、これならば普通の一回生に見えなくもない。

「おおう……。割と似合わないけど、いいんじゃないか？」

「今突然、修理中のあなたの体に鱗うろこを貼りたくなったわ」

「わかった。悪かった。変じゃないし似合ってる」

「子供の制服が似合っていると言われるのも、それはそれで腹が立つわね」

「面倒くさいな、お前は！」

　こうなってはなにを言っても文句を言われる気がする。澄ました顔のセーネは、ジリアに「似合いますよ」と言われると、まんざらでもない顔で「そう？」と回ってみせた。

　赤い髪の魔女はヒールでこそなくなったものの、真しん紅くのままの制靴を鳴らす。

「なら、せっかくだから校内のあちこちを見て回ってくるわ」

「お？　え？　ちょ、セーネ、俺の修理は──」

　伸ばした手もむなしく、セーネはふわりと浮き上がった。そのまま彼女はついでのようにクレトの頭を踏ふみつけて宙に消える。踵かかとの一撃で再び頭を抱かかえたクレトを、ジリアの声が叩たたいた。

「クレト、いい加減開門しましょう。小さい子らしく、ちゃんとお手伝いしてください」

「…………」

　色々と言いたいこともあるが、それより仕事が先だ。黒い髪を癖でかきまわしたクレトは、地面の上に置かれた鎖くさりを拾い上げた。そのままずるずると巻き取って門番小屋へと歩き出す。

「筋力はそのままってのが、まだ救いか……」

　これで力も子供並であったなら、門番小屋でうずくまっているくらいしかやることがなかった。彼の後をついてきたジリアが、鎖の反対端を引き取る。

「いいじゃないですか。見た目面白いですし、新鮮です。可愛かわいいです」

「新鮮か？　ニアが発注してくれた服とか、子供サイズなのにまた全部の傷を再現してあんぞ。体より服の方が違和感覚えないっておかしいだろ」

　ジリアは小屋の裏につくと、地面の上にもたもた鎖を巻き始めた。

「馴な染じんでていいじゃないですか。あとの問題は無事物資を搬入できるかくらいですね。門が開けられず、物も運べないでは、ワニの餌えさやりくらいしか、あなたに存在価値はないですし」

「存在価値がないとか言うな！　不採用通知の山思い出しちゃうだろ！　あとワニに餌やりとかしたことない！」

「元気な子供ですね」

「聞き流すな！　あと手伝ってくれるのは嬉うれしいが、お前結構不器用だ！」

　完璧な優等生に思えるジリアだが、実のところ裁縫など手先を使う作業は死滅している。鎖を巻くのもその範はん疇ちゆうなのか、地面にだらーんと広がってまとまらないそれを、クレトは少女の手から引き取った。ジリアは頰ほほを膨ふくらませながらも一歩後ろに下がる。

「わかりました……。ではあなたの、鎖巻き職人としての腕前を存分に見せて頂きましょう！」

「訳の分からない挑発やめろ！」

　指輪生に叩たたきつけられた挑戦だが、小さい体で長すぎる鎖を扱うのは単純に難しい。背伸びして必死に手を上げても、ジリアの腰くらいの高さにしかならないのは重大なハンデだ。

　背中に棘とげのある視線を感じながら、クレトは苦労して鎖を巻いていく。そろそろジリアからなにか言われそうだ、と覚悟したところで──だがまったく別の声が、彼にかけられた。

「──そんな扱い方をしていると、体が傷むぞ」

「傷むって……あれ？」

　鎖から手を離し、クレトは慌あわてて振り返る。

　門はまだ開けられていない。当然、声をかけてきた人物も、校内の人物ではなかった。

　クレトと共に振り返ったジリアが、青い目を丸くしながらも腰の突剣に手をかける。

「え？　子供……、ですか？」

　閉ざされたままの門の前に、いつの間にか立っているその人物。

　彼女は、今のクレトより二、三歳上にしか見えない──小さな女の子だ。

　昏くらい金髪は、肩の上で一直線に切り揃そろえられている。目鼻を始め、少女の顔立ちは愛らしく整ってはいるが、漂っている雰ふん囲い気きは達観を感じさせる落ち着き払ったものだ。

　監獄学校の門前にいるにしては不自然な子供に、ジリアが誰何すいかの声を上げる。

「どなたです？　搬入業者にしては小さいですが」

「そこの門番も、門番にしては小さいだろう？」

「言われてみればそうですね……。ということは、あなたは新手の業者ですか」

「こら、ジリア納なつ得とくすんな！　あとそいつ、俺の知り合いだ」

「ええ？」

　怪け訝げんそうに首を傾かしげるジリアをおいて、クレトは旧知の人物に対し右手を上げた。

「よ、直じかに会うのは久しぶりだな。……ってか、ここにいるってことはひょっとして、お前も門番になったのか！　やった！」

「違う」

「…………」

「今はあちこち取材で歩き回っているのだ。私たちは不変を命じられているとはいえ、作風を広げなければ新たな連載も持てないからな」

「そ、そっか……」

　喜びかけた出鼻はくじかれたが、理由を聞けばそれはもっともなものだ。青いワンピース姿の少女は、閉まったままの寮門を見上げる。

　堅けん牢ろうな牢ろう獄ごく──否いな、その上に建てられた学校を見つめる目は、趣おもむきこそ違えどクレトとよく似通っていた。彼女は憧しよう憬けいに似た眼まな差ざしをゆっくりと閉じると、ふっと微ほほ笑えむ。

「そうか、ここが監獄学校か……」

　淡あわい述懐を零こぼした少女は、けれどすぐに微笑を収めると、生き真ま面じ目めな顔に戻って言った。

「クレト・ダラス、それくらいの子供の体は、いつもどおりに使うと負荷に耐えられなくなる。特に手首は柔軟に作られている分、弱いから気をつけろ。物の重みを利用して動かせばいい」

「お、おう」

「では、私はもう行く」

　重々しく頷うなずくと少女は二人に向かい歩いてくる。そのまま横を通り過ぎるのかと思いきや、すれ違いざま彼女は、クレトの手からひょいと鎖くさりを取り上げた。無造作に細い腕を撥はね上げる。

　──それだけの動作で、長い鎖は宙を舞い、綺き麗れいな螺ら旋せんを描えがいて地面へと積み重なっていった。就職して以来、もっとも整然と巻かれた鉄てつ鎖さにクレトは驚きよう嘆たんする。

「すげえ……なんだこれ。どうやったんだ」

「こつさえつかめば誰にでもできる」

「いや無理だろ。お前なんでもそう言うけど無理だろ」

　小さな少女はそれには答えない。足を止めぬまま、詰所とは反対方向に去っていこうとする。

　クレトは長いつきあいの知ち己きに叫さけんだ。

「あ、おい！　校内見ていかないのかよ！　なんかじーんとするぞ！」

　彼女はその言葉に、振り向かず片手だけを上げて返した。どこに行くつもりなのか、学校の外側を囲む通路の先に姿が消えると、ジリアが顔を寄せてそっと尋たずねてくる。

「お友達ですか？　同年代っぽいですけど」

「それは外見か中身かどっちの話だ。──どっちも正解だけど」

「どっちも？」

　輝かんばかりの鎖くさりから離れ、クレトは閉まったままの門へと向かった。かつて「災さい厄やくの巨人」と呼ばれ、今は地下に本体を封じられた彼は、七十年前の大戦時代を思い出し、苦笑する。

「あいつはさ、竜りゆう人じん族の種族英雄で、俺と同じ立場のやつだよ。──ヴェーテ・サイっていう」

　──それは、大戦最後の日に、呪のろいを受けた一人の名だ。

　自みずから選んで地下牢ろう獄ごくに入った竜人族の英雄は、クレトにとってかつての敵の一人であり、また人形の体を得てからの新たな戦い方を教えてくれた相手だ。独房が異なるため、教わったといっても手紙のやりとりを通してだが、こうして顔を合わせたこともないわけではない。

　察しのよいジリアは、ヴェーテ・サイの名を知らずとも、「種族英雄」と「同じ立場」で大体の事情を理解したのだろう。もはや姿の見えない小さな少女を追って、長い通路を振り返った。

「竜人族には見えませんでしたけど、あの人も人形の体ですか？」

「そそ。地下にいる実物は男だし、あの体はセーネの作った人形だよ。セーネの人形って、ほとんどは赤目だからわかりやすいんだけどな。俺やあいつのは特注だから目の色が違うわけ」

「特注であれって……ご本人の希望なんですか？」

「違う。セーネの趣味。本人は『もう戦わずに済む体を』って希望したらしいけどな。ヴェーテ・サイはああいう性格だから、特に不満もないらしい。ちゃんとあの体の中にも、俺と同じで精神を固着させる核球が埋めこまれてるよ。──あ、俺は今こっちの体に入ってるけどな」

　クレトは包帯の巻かれた自分の胸を軽く叩たたく。普通の人間であれば心臓にあたるその場所には、精神核である魔法球が埋めこまれているのだ。ジリアは感心したのか小さく頷うなずくと、一向に引き抜かれない閂かんぬきに手をかけた。門番の代わりに開門作業を行なう少女は、ぽつりと洩もらす。

「それにしてもあなたの大きさ、本当に仕事になりませんね……」

「先に言っとくが、ワニの餌えさやりはしない」

　そして監獄学校の寮門は、無事いつもより一時間遅れて開放された。







　監獄学校と通称されるディアテルリア学園は、門前に建つ寮の外観からしてまるきり監獄だ。

　全体は砦とりでを連想させる堅けん牢ろうな石造りで、全ての窓には黒い鉄てつ格ごう子しが嵌はまっている。石段の上にある玄関通路を挟はさんで左右対称になっているのは、男子寮と女子寮がわかれているためだ。

　今は一階部分の壁に、近くあるという一年に一度の行事、「監獄競技祭」のビラがところせましと貼られていた。

　そのうちの一枚、はがれて風に飛んできたビラをクレトは拾い上げる。

「なあ、これなにがあるんだ？　最近あちこちに貼ってあるの見るけど」

　クレトの質問に、門番小屋の前で書類を書いているジリアが顔を上げた。

「体育祭があるんですよ。二日間かけて行われまして、この学校では一、二を争う大きな行事です。正式名称は『監獄競技大会』っていうんですけどね」

「待て。それ本当に正式名なのか。公式行事で『監獄』って言っちゃまずいだろ」

「と言われても。ここは一般的なタブーに捕らわれない、新時代の教育機関ですからね……」

「かっこよさげに言いなおすな！　そこはタブーに配はい慮りよしろ！」

「わかりやすくていいじゃないですか。競技祭の一日目は大きな競技が開かれる慣例上、おそらく終日閉門になるでしょうから、あなたも門前からは解放されますよ」

「お、まじか！　結構うれしい！」

「よかったですね。あなたが喜んでいると私も嬉うれしいです」

　書類を書きながら白々しく返すジリアに、言いたいことはないでもないが、クレトは素直に休暇を喜んだ。一方ビラだらけの玄関には、休きゆう憩けい時間になったらしく一人の少女が現れる。

「わーい！　ちっちゃい門番まだいたー！」

「げ……、ミャーか！」

　高い歓声を上げる彼女を見て、クレトは思わず飛び上がった。

　ほどよく筋肉のついた健康的な四し肢し。明るい茶色の髪は後ろで一つにまとめ上げられている。潑はつ剌らつとした表情に似あう、白いシャツと制服のスカートだけの少女は、頭上にある三角の耳をぴんと立て、クレトを凝視していた。捕食者と獲物との間の空白が、その場に流れる。

　──先に動いたのは、クレトの方だ。

　門外を示す境界線までは子供の足でほんの二十歩ほど。クレトは外をめざしてダッシュする。

　だが、足の長さも敏びん捷しよう性も、身体能力に優れる彼女とは絶望的なまでの差があった。

「えーい！」

　たちまち追いつかれたクレトは、遠えん慮りよないタックルを背に受けて華か麗れいに撥はね飛ばされる。ざりざりと砂煙を上げ顔から地面に突っこむ彼に、ジリアが目頭を押さえて溜ため息いきをついた。土の味を堪能させられ、クレトはうつぶせのまま呻うめく。

「こうなると思ったよ……」

「追いかけっこ楽しい！　もっかいやる？」

「俺の顔面が擦すりきれてなくなるわ！　もうやらない！」

「はーい！」

　素直な返事をしてミャーは立ち上がると、潰つぶれたままのクレトを抱き上げた。

「門番かるーい！　ねね、ちっちゃくなる魔法って、ミャーにもできる？」

「一応言っとくけど、これは幼児化する魔法じゃないし、そんな魔法は存在しない。お前は今年いっぱい十五歳のままだ」

「ええー？　じゃあおっきい方の体はどこやっちゃったの？　埋葬した？」

「休ませてる！　死んでないからな！」

　泥だらけのクレトを、ミャーは猫の子を持つように掲げてくるくると回る。寮の玄関から次々現れる生徒たちが、「今日もミニチュア門番だー」「あれ弟か？　どうなってんだ」とうるさい。

　体を変えて以来、一応生徒たちからは子供扱いされているのだが、紛まぎれもなく生傷は以前より増えた。今の体には自己修復機能がないのと、純粋に身体能力が落ちて攻撃を避よけきれないのが原因だ。クレトはあらためて己の半生を振り返る。

「なんつか、俺の体、最初の頃から比べてどんどん縮ちぢんでるよな……次は赤ん坊か？」

「え？　赤ん坊の門番もいるの？　今度連れてきてよ！　見てみたい！」

「いないし、お前は絶対殺しちゃうから駄だ目め」

　クレトは顔の泥を拭ぬぐい、すりむけて痛む額ひたいを押さえた。だが、当のミャーはまったく聞いていない。彼女は小さなクレトを抱きかかえると、寮の玄関に駆かけ戻って石段に彼を座らせる。ミャーは自分も隣に座ると、どこからともなく巾きん着ちやく袋を取り出した。

「ちっちゃい門番、今日はミャー、調理実習してきたんだー！　門番におすそわけするね！」

「お、おう？」

　このミャーであるからして嫌いやな予感が九割だが、意外と料理上手ということもあるかもしれない。クレトは息を吞のんで、茶色の毛に覆われた手が巾着袋からなにかを取り出すのを待った。

　取り出されたものは、白い殻からつきの玉子だった。

「はい、門番、あーん」

「ちょっと待てお前！」

　だが制止の声もむなしく、開いた口に玉子が投入される。殺意なく喉のど元もとまで押しこまれた玉子に、クレトは一いつ瞬しゆん硬直すると、それを思いきり吐はき出した。

「せめて殻はむけ！　それとも生玉子なのか！」

「ゆでてあるよ」

　なぜそんなことを聞くのか、という顔で、ミャーは袋から次の茹ゆで玉子を取り出す。爪つめをしまっている手は意外にも器用で、するすると殻をむいていった。その手つきについ感心していたクレトは、再び避けきれない速度で茹で玉子を口に押しこまれる。

「はい、ちゃんと味わってよね。ミャーがんばった！」

「……ぐ…………ご」

　なんとか飲みこんだ直後、次の玉子が襲ってくる。喉を押さえて悶もん絶ぜつするクレトに気づいていないのか、ミャーは鼻歌交じりに玉子の殻をむいていった。

「なんかこういうの楽しい！　ミャーは双ふた子ごだし、ちっちゃい弟の面倒みてみたかったなー」

「──あなたが面倒を見たら、弟の命が危あやういです」

　嘆たん息そくと共に現れた少女の手が、クレトにねじこまれようとする四つ目の玉子を押しとどめる。

　見かねて助けにきてくれたジリアは、声も出せずに玉子と戦っているクレトを見て、「心底理解しがたい」という顔になった。

「何やってるんですか、あなたは……」

　反論したいが玉子が詰まっていて反論できない。そもそも内容的にも反論できない。

　ジリアは呆あきれながらもクレトよりも一段上に座ると、小さな体をうつぶせにして膝ひざ上うえに引き取った。白い手が、小刻みに震える背中をぽんぽんと叩たたき出す。

「もう……大体あなたは、もともと消化器弱い人の上に、今は内臓も小さいんですからね。玉子飲みチャレンジとかやめてください。本物の子供が真ま似ねしたらどうするんです」

「俺が……自分で……飲んだんじゃない……」

　なんとか全てを嚥えん下かし、クレトは胃をかばいながら仰あお向むけになる。できるだけ楽な態勢を取ろうと少女の膝上で反転した彼は、差しこむ光の眩まぶしさに目を細めた。

　その光が、覗のぞきこんでくる少女によって遮さえぎられる。
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「大丈夫ですか？」

「ん……」

　目を開けて、クレトは硬直する。

　額ひたいが触れあうほどの近距離。

　いつのまにか美しい水色の目が、至近からまっすぐに彼を覗のぞきこんでいた。

「クレト？」

　形のよい眉まゆが心配そうに寄せられる。

　段をつけた水色の髪が、クレトの顔に揺ゆれてかかった。

　日光が当たると白金に見えるその髪色は、ジリアの曾そう祖母であるテレシアを思い出させ──しかし今、目の前にいる彼女はなぜか誰にも似ていない、初めて出会う少女のように見えた。

　呆ぼう然ぜんと黙だまりこんでしまったクレトの前髪を、少女の白い手がかきあげる。

「どうしたんですか？　窒ちつ息そくしました？」

「…………」

「クレト？　おかしな顔してますよ。夜に徘はい徊かいする首なし騎士みたいです」

「…………え、お、おおおおお！」

　軽く額を指で弾はじかれ、クレトは正気に戻った。叫さけびながらジリアの膝上から石段へ、自みずから勢いをつけて転がり落ちる。奇声を上げて落下していく門番を、ジリアは啞あ然ぜんとして見送った。

　再び顔面から地面に突っこんだクレトは、土だらけのまま即座に立ち上がる。

「首なし騎士に顔はないだろ！　なんでも怪談に結びつけんな！」

「……それより、あなたの行動が意味不明なんですが」

「よし、いつもどおり」

　なんだか調子の狂うことがあった気がするが、既になにもかもいつもどおりだ。全身がずきずきと痛んで顔が血まみれになりつつあるのも、大体いつもどおりだ。

　ジリアからこれ以上追及されないよう、クレトはそそくさと生徒たちの中に混ざる。その隣に、石段上からミャーが飛び降りてきた。

「ねね、門番、なにして遊ぶー？　あ、ボール遊びやる？　ボールになる？」

「ミャー、ボール役が楽しいものだと思ってるなら、その考えは改めろ」

「えー？　ぴょんぴょんするの楽しそうなのに！」

　不満顔の少女と並んで、クレトは人の間を縫っていく。顔の泥と血を袖口で拭ぬぐった彼は、すぐに門の方から騒さわがしい声が聞こえてくることに気づいた。五歳児の背丈では跳とび上がっても見えないので、クレトは隣の少女に尋たずねる。

「なんの騒さわぎだ？」

「んー、なんか喧けん嘩かしてるっぽい。いつものことだよね」

「あー、そりゃいつものことだな。地面に穴があかないことを祈る」

　日課となっている穴埋め作業だが、さすがにこの大きさでは難しいことこの上ない。体が変わったこの二日で、門前の地形が変わりつつあることでもそれは明らかだ。

　あまり効果が見こめない祈りを口にするクレトに、ミャーはあっさりと返した。

「どうかなー。戦って、負けた方は今すぐ学校から出てけって言われてるよ」

「おー、そりゃ元気なこった……って、なに言ってんだ、駄だ目めだろ無理無理！」

　あわててクレトは門の方へと駆かけ出す。「出てけ」と言われて出ていけるようなところなら、ここは最初から監獄学校などと言われていない。一歩門外に出てしまえば、間違いなく隔離処分が待っているだろうし、下へ手たをしたら体力を吸われて倒れているところをワニに食われる。

　そういったことを防ぐためにも雇われているクレトは、小さな体で生徒たちにぶつかりそうになりながらも門前に走った。巨きよ人じん族の男子生徒の股また下したをくぐり抜けたところで、ようやく問題の小こ競ぜりあいへと行きつく。

　──にらみあいの中心になっているのは、種族も性別も混ざりあった二つのグループだ。

　友人同士なのか、三人ずつで対たい峙じしている彼らは、門の境界線まであと数歩というところで一触即発の空気を醸かもし出している。周囲にはそれぞれに加勢しようと血の気の多い生徒たちが集まりつつあった。

「……だから、戦って決着つけようって言ってるだろ」

「どうせすぐに競技祭でトーナメント戦があるじゃない」

「わざわざ大勢の前で恥はじをかこうって？」

「──って、こらこらお前ら、なにやってんだ、やめとけ！　喧けん嘩かは好きにすりゃいいけどな！　勝っても負けても外出んな！」

　幼い声を張り上げ、クレトは険悪な空気をぶつけあう六人の真ん中に入ろうとする。

　しかし人の隙すき間まをくぐり抜ける前に、彼の小さな体は野次馬たちに弾はじかれ、元の位置より外側に吐はき出されてしまった。のんびり歩いてきたミャーが、後ろからクレトを拾い上げる。

「プチ門番、無理しない方がいいよー。踏ふみ潰つぶされちゃう」

「さすがに潰されないけど、これはまずい」

　いつもなら、門外で構えていて喧嘩が終わったところを止めればいいが、今のこの体では両扉分の広さをカバーしきれない。できれば問題が大きくなる前に食い止めたいクレトは、もう一度突入しようと踏ふみ出しかけて、だがふと獣じゆう人じん族の少女を振り返った。

　騒そう動どうへの期待に耳をぴくぴくさせている彼女を、クレトは呼ぶ。

「ミャー、ちょっと手伝ってくれ」

「いいよー、なに？」

「俺がボールやるから、こいつらの真ん中に放り投げてくれ」

「りょーかい！」

　普段どおりなにも考えていないのか、二つ返事で引き受けたミャーは、クレトが膝ひざを抱かかえて丸くなるとその体を持ち上げた。

　そして宙に放り投げるのではなく──なぜか小さな体を頭上に抱え上げる。

「え？　おい、ミャー……」

「いっくよー！」

　そこからのミャーの動作はシンプルだった。クレトの体は彼女の腕から騒さわぎの中心地へと、真っ直線に叩たたきつけられる。砂さ礫れきをまきちらし鈍にぶい音を上げて、五歳児は地面にめりこんだ。

　周囲の生徒たちがぎょっとして飛び退のく。

「ちょっ、あぶねえ！」

「うわ、なんなんだよ、いきなり」

　突とつ如じよ発射された門番から身をかわしながらも、生徒たちは驚きの声を上げる。

　あまりのことに虚を突かれたのは、中心にいた六人も同様らしい。彼らはそろってぽかんとして、土に埋まりかけた子供を見ていた。びくびくと痙けい攣れんしたまま起き上がれないクレトに、揉もめていた六人のうちの一人、線の細い美しい少女が、おずおずと屈かがんで手を伸ばす。

「あの、大丈夫……？」

「………………なん、とか」

　クレトは意思の力だけで答えると、両手をついて土の中から顔面を引き起こした。ぼたぼたと彼の顔から滴したたる鼻血に、手を差し伸べてくれた少女も顔を引きつらせる。

　一方、突然の闖ちん入にゆう者しやに啞あ然ぜんとしていた少年が、身を屈めてクレトの肩をつかんだ。

「おい、ガキは別のところで遊んでろ」

「……言われなくても……。お前らが、門外に出す出さないって話をやめたらな……」

「は？　ちっちぇえ子供の分際で門番きどりか？」

　クレトをつかむ手に力が増す。いつもより薄い肩の下で、操あやつり糸がきりきりと緊張した。

　突然の少年の行動に眉まゆを顰しかめたのはクレト自身ではなく、彼に手を差し伸べた少女の方だ。彼女は品のよい顔立ちで少年をにらみつける。

「やめなさいよ、子供相手に。力で言うことを聞かせることしかできないわけ？」

「なにいってんだ？　この学校にいるやつなんて、みんな同じだろ。……ああ、そっか。お前ら羽う人じん族は違うってか。その顔ですり寄ってれば、男が守ってくれるもんな」

「なにを……！」

「あーもう、やめろって！」

　クレトは肩をつかまれたまま立ち上がる。

　巨きよ人じん族の少年は驚いたのか、反射的に握る力を強め──だがその手は、ぱんと上に払われた。

「あれ？」

　軽く、ごく自然にはずされた手に、少年はぽかんとする。

　それを見た他の生徒はおそらく「大して力が入ってなかった」と思っただろう。事実を知るのは本人とクレトだけだ。少年は不可解げな顔になると、再び門番へと腕を伸ばす。

　しかし今度のその手は、小さな体に触れることさえできなかった。

　クレトの手が、逆に少年の手を取る。

　それだけの動作で巨きよ人じん族の長身は宙に浮き上がり、くるりと回転した。

「え──」

　鍛きたえられた生徒の体は、体重がないようにあしらわれ、腰から地面に叩たたきつけられる。その姿を、周囲の生徒たちは意味不明なことでも起きたかのように眺ながめていた。

　自分の数倍もの体を投げ落としたクレトは、負荷のかかった手首を軽くさする。

「痛え……やっぱ一度見たくらいじゃうまくできないな。鎖くさりじゃないしよ」

「こいつ──」

　一部始終を見ていた数人の顔から、所しよ詮せん子供という侮あなどりが消える。間髪おかずいくつもの手が四方からクレトに向かい──だがそれらはまたたくまに一いつ蹴しゆうされた。

　二人の少年が軽く投げられ宙に舞う。その体に巻きこまれまいとのけぞりかけた三人は、次々小さな門番に足あし下もとを払われた。

「げ」

「待……っ」

　バランスを崩した彼らは、頭からお互い派手に衝突する。もつれあう生徒の下を、クレトは難なくくぐり抜けて外に出た。彼は積み重なる生徒たちを振り返ると溜ため息いきをつく。

「ほら、この辺でやめとけ。どうしてもっていうなら一人ずつ来い。それならなんとかできる」

「このチビ！」

　両腕を鋏はさみのように広げて、大柄な男子が飛びかかってくる。

　クレトはその手を飛び下がって避よけたが、既に周囲ではいつもの乱闘が始まっていた。ぶつかりあう生徒たちの間で罵ば言げんが飛び、そこに新たな者が面白がってどんどん加わっていく。

「ぎゃはは！　楽しー！」

「あ、てめ……！」

「行っくぞー」

　たちまち見慣れた喧けん噪そうが広がり始める。湧き起こる混乱に魔法の誘爆が加わり、当初の険悪だった六人も他の生徒たちに押され流さればらけていった。

　クレトは、手を差し伸べてくれていた少女が無事中央から弾はじき出されたのを見てほっとする。そうして場を離れようとした彼は──だがふと、軽い違和感を覚えて視線を巡らせた。

「あれは……」

　見ると寮の屋上、なんの手すりもない縁ふちに、一人の少女が立っている。

　風に煽あおられる長い銀色の髪。透すき通る肌の色はジリアと同じで、華きや奢しやな体つきもまたそうだ。

　少女は学園の制服に赤いネクタイを締め、細い足に紺色のニーソックスを履はいている。遠目にも端たん麗れいとわかる容姿の彼女は、青い空に溶けこんでさりげなく在ありながら、同時に周囲の空気を静かに、自分の存在と同じ色に変質せしめていた。

　自然であることが不自然であるような少女は、クレトと目が合うとにこやかに微ほほ笑えむ。今は子供の姿をしている青年は、半ば無意識のうちの軽く眉まゆを寄せた。

「なんだあれ」

　か細い体の少女は、クレトの見立てが間違っていなければ羽う人じん族だ。この学園で生徒たちと接する生活を送り出してから、彼にもそれくらいの見分けがつくようになった。

　ただ──普通の生徒にしては、あまりにも気配がつかめない。

　少女は、手て強ごわい生徒たちの多くがそうであるように、重い圧力を漂わせているわけでも油断ならない鋭するどさを持っているわけでもない。ただ霧きりがかったか幻影のように捉とらえられない空気を持っているだけだ。クレトは大きくなる違和感に意識を引かれて彼女を見上げた。

　少女は細い右手を上げると、彼に向かいひらひらと手を振ってくる。その手首には幅広の黒い腕輪が嵌はまっていた。鉄てつ枷かせめいて目立つ腕輪を見て、クレトはぽんと手を打ちあわせる。

「あ！　ひょっとしてあれが腕輪生ってやつか？」

　ディアテルリア学園に、ほんの少数存在しているという「腕輪生」。

　強すぎるがゆえに、力を制限する腕輪を嵌められている生徒がいるとは知っていたが、今まで彼は実物を見たことがなかったのだ。クレトはすっきりと納なつ得とくして、振りかかってくる生徒の体を避よけた。彼の上に落下するところだった巨きよ人じん族の少年は、土煙を上げて倒れこむものの、すぐに立ち上がっていく。

「本っ当、元気なやつらだな……」

　元気なだけならいいのだが、巻きこまれての大破はごめんだ。

　クレトが更に外へ退避しようとしたところで、茶色の毛に覆われた手が再び彼を抱き上げた。

「門番、次はどこに投げる？」

「ミャーか！　お前には二度と頼まない！」

「えー、まだまだいけるって！　いこうよ門番！　土の彼方かなたへ！」

「ふざけんなお前！　いいから下ろせ！」

　ばたばたと暴れて逃れようとするクレトを、ミャーは両りよう脇わきの下に手を入れて持ち上げた。そのままどこかに放りこむつもりなのか、少女は反動をつけて小さな門番を前後に振り出す。

　混乱の中を駆かけつけてきたジリアが、二人を見て制止の叫さけびを上げた。

「やめなさい！　乱暴に扱ったりして、壊れたら自然には直らないんですよ！」

「事実だけどもっと他に止め方ないか!?」

「えーい」

　まったくなにも聞いていないミャーの手から、クレトの体は再び宙へと投じられる。

　混戦の只ただ中なかに落下しかける小さな門番。

　──けれどその右手は、空中で別の手によりつかみとられた。

「ぐえ」

　なにもない宙に杭くい打たれたかのような衝撃。

　クレトの体は勢いのまま、右手を支点にぶんと大きく振られる。負荷のかかった手首が厭いやな軋きしみを上げ、五歳児の体は危あやうく一回転しかけた。

「っ、お、っぐ」

　そのまま彼は前後に何度か揺ゆられると、やがてだらんとぶら下がって止まる。

　まるで玩具の人形のような扱いで──実際人形ではあるのだが──視界が回りすぎて気持ち悪い。詰めこまれたばかりの玉子が、狭い胃の中でほどよくぶつかりあって自己主張してくる。

「う……うう……」

　結果としてなお一層死体に近づいたクレトは、ぼやけて歪ゆがむ視界の中で、自分をつかんでぶら下げている人物を見上げた。

　──そこにいたのは、年若い獣じゆう人じん族の少年だ。

　短く刈りこんだ茶色の髪と、日に焼けた肌を持つ男子生徒。頭の上にはミャーと同じ茶色の耳が生はえている。制服である長袖の白いシャツには、青いネクタイがゆるめに締められていた。読書家であるのか、クレトをつかんでいない左手には、数冊の分厚い本が抱かかえられている。

　ネクタイの色からして、ミャーやニアと同学年だろう。幼さの残る容姿は一見快活なもので、けれどその目には隠しきれない好戦的な光がちらついている。初めて会うにもかかわらず、どこかで見たような気もする獣人族の少年は、クレトの全身を眺ながめて、ぽつりと洩もらした。

「なんだ。門番って聞いてたけど、ずいぶんちっちぇーな」

「……う……うう」

「あ、ロドだ！　ひさしぶりー！」

「お、ミャーか」

　やってきたミャーに、ロドと呼ばれた少年は空いた手を上げて返す。

「おれがいない間、ちゃんと元気してたか？　もちろんしてただろうな。肉はちゃんと食ってたか？　食ってるだろうけど、骨もたまには嚙かめよ。あとは──」

「もー、ロドうるさいー。聞かれなくても気をつけてるってばー」

　怒ど涛とうの生活確認に、ミャーは面倒そうに唇くちびるをとがらせた。遅れて人をかきわけてきたジリアが、少年に気づいて瞠どう目もくする。

「ロド・ゼニス……ようやく出てきたんですか」

「ああ、やっとな。もうすぐ競技祭の季節だし、トーナメント戦には出ないとな」

「……ろ、ロド・ゼニス？」

　──どこかで聞いたような気もする姓だ。

　ぶら下がり状態のクレトはそう思いながら、目の前の獣人族二人をぼんやりと見比べる。

　そして、気づいた。

「……似てる」

　性別が違うだけで、獣じゆう人じん族の二人は髪や毛並みの色も、顔立ちもよく似ている。そういえばミャーの姓もゼニスというのだと、思い出したところでジリアが補足した。

「四回生、ロド・ゼニスは、ミャー・ゼニスの双ふた子ごの兄です」

「……あー……やっぱり……」

　獣人族はもともと、双子・三つ子で生まれることが普通だ。ミャーの場合、双子の片割れがこの少年なのだろう。ジリアは溜ため息いきをついてかぶりを振った。

「ちなみに彼は、今までずっと他生徒との乱闘騒さわぎが原因で隔離処分を受けていました」

「ロドは外にいる時間の方が少ないよねー。大体いっつも閉じこめられてるよね」

　次々駄だ目めな情報が付け加えられるが、少年本人は一切気にする様子がない。頭上の三角耳は彼女たちの会話をはなから素通ししているかのようだ。ロドは干し人形のようになっているクレトを軽く上下に振った。

「面白い門番が来たって、うちのミャーが言うから見に来てみたけどよ。なんだこれ、ちっこすぎんだろ。小こ人びと族とかいうのが新しく出現したのか？」

「出現してませんし、いい加減彼を下ろしてください」

　ぐったりしているクレトの反対側の手をジリアがつかむ。だが、ぐいぐいと彼女が引っ張っても、ロドはクレトを離さないままだ。上下に揺ゆられる視界に、消化されるはずもない茹ゆで玉子が込み上げてきて、クレトは虚うつろな目で無言を保つ。みるみるうちに土気色になっていく顔色に気づいたジリアが、あわてて手を離した。

　ロドは、干からびつつある門番を無視して妹へと向きなおる。

「ミャーは競技祭のトーナメント戦に出るだろ？　出るよな。そう思って出てきたから、もう心配ないぞ。よし、出場は三人組だし最後の一人は誰にする？　魔法系のやつがいいよな」

「ニアがいるよー。ニアも入賞単位足りてないし出る予定のはず。──あ、ほら、来た来た」

　寮の玄関から現れる少女を、ミャーはめざとく見つけて手を振る。

　ふわりと広がる淡あわ紫むらさき色の髪の魔法使い。愛らしい顔立ちと、危なっかしい挙動をあわせもつ彼女の真の姿は──毅き然ぜんとした本質を持つ、このディアテの第一王女だ。生まれながら強大な力を持っていたがために、一生監獄学校から出られないだろうと言われた彼女は、入学から四年、この檻おりの中で身分を隠し平凡な暮らしを送っている。

　今もニアは、前庭の乱闘に気づくとおどおどと不安げな様子を見せた。手を振る友人に気づいていないのか、彼女は制服のスカートを押さえながら、慎重に階段を下りてくる。魔法の流れ弾だまがぶつかりそうになって、ニアが石段に尻しりもちをつくと、見ていたミャーが飛び上がった。

「ニア！」

　獣耳の少女は一目散に玄関へと駆かけ出していく。残るロドとジリアは顔を見あわせると、足早にミャーの後をついていった。ようやく石段を下りたニアは、そこで堂々としているロドと、彼がぶら下げているクレトを交互に見て、「なにがなんだかわからない」という顔になる。

　ちらちらと干し人形のようなクレトに視線を送りつつ、ニアは少年に挨あい拶さつした。

「あの、ロド、久しぶり……」

「よう、ニア。おれがいない間、誰かにいじめられてなかったか？」

「う、うん。平気だったよ。で、でもあの、その手に持ってる──」

「んじゃ、おれが来たからには今年のトーナメントはきっちし優勝させてやるからな！　賞品は全部肉にするか。骨付き肉な。おれの妹がよく嚙かめるように」

「えー、ミャーは食堂のメニューリクエスト権が欲しいな。ニアはー？」

「わ、わたしは……あの、ええと」

「……野望は好きに語っていいですが、そろそろ門番を返してください」

[image: ]

　指輪生の少女は、死んだ目のクレトを指し示す。先ほどと違って彼の腕を引っ張ったりしないのは、揺ゆすったらまずいと察しているからだろう。

　妹と肉の話で盛り上がっていたロドは、きょとんとすると、あらためて自分が吊つり下げているものを見下ろした。そこで初めて気づいたかのように、まじまじとクレトの顔を覗のぞきこむ。

「あれ、死んだ？」

「死んでませんよ！　何言い出してるんですか！」

「そうか？　なんか呼吸してないし、死んでんじゃね？　あ、揺すれば蘇そ生せいするかな」

「それはやめ──」

　ジリアが止める間もなく、少年はクレトをつかんだ右手を上げる。

　──そして思いっきり振った。

「ちょっ……！」

　小さなクレトの体は、射出され空中を飛んでいく。

　三人の少女が見守る中、門番は遠く人ひと垣がきの向こうへ消えていった。直後、血相を変えたジリアが飛び上がる。

「な、何してるんです！　どうして手を離したんですか！　門番がどっか飛んでいっちゃったじゃないですか！」

「へ？　さっきまで離せって言ってただろ。ってか、おれ……離してねーし」

　そう言って差し出されたロドの手を三人の少女は見る。そこには──取れたクレトの手首から先だけが残っていた。ニアが真っ青になって、ふらりとよろめく。

「て、手が……」

「取れちゃってる！」

　倒れそうになって呻うめくニアと、爛らん々らんと目を輝かせるミャー。一方ロドは「すげー」と取れた手を見て感心していた。混迷の一途をたどる事態に、ジリアは片手で顔を覆うと溜ため息いきをつく。

「もう……本当にあなたたちは……」

「手が……手が…………」

「ねー、ロド、そのちっちゃい門番の手ちょうだい！　なんかに使えるかも！」

「しかたねーな。貸すだけだぞ。俺のだからな」

「ちょっとは反省しなさい！　そこの双ふた子ご！」

　指輪生の怒声は、けれどすぐに前庭で起きている乱闘にかき消されてしまう。

　以前なら、これくらいの騒さわぎになれば教師のセウルが現れて沈静化されたものだが、今はもう即座に無法地帯だ。抑止力たる「心の相談室」の存在は大きかったと思う人間もいるだろう。

　そんな中、手首がすっぽ抜けて地面に突き刺さったクレトは、足から腰までをまっすぐ土中に突き刺したまま、虚うつろな目で空を見上げていた。抜けた手首も痛いが、それ以上に玉子が胃の中で分裂増殖し、すぐには動けそうにない。とりあえずの吐はき気と痛みをじっとやり過ごそうとしていたところで──クレトは近づいてくる複数の足音に気づいた。




「──子供がいる」




　事実を読み上げるだけの、興味のない声。

　頭上に差す翳かげにクレトが薄く目を開けると、そこには初めて見る生徒が三人、どうでもいいような目で彼を囲んで見下ろしていた。

　少年二人と少女一人の彼らは、同じ赤茶色の髪と三角の耳を持っている。おそらく獣じゆう人じん族の三つ子なのだろう。顔が似ているという以上に、同質の空気がそこには感じられた。有名な生徒であるのか、三人に気づいた生徒たちが色めき立つ。

「げ……ノワイス兄妹じゃん。去年のトーナメント優勝者だよ」

「あれが？　すげー。おれ初めて見た」

　そんなざわめきは、だがまったく三人の耳には届いていないようだ。彼らは無言でぼろぼろのクレトをじっと検分する。伝わってくる圧力が、形にならぬ気分の悪さへと変わり、なぜかクレトの古い記憶を刺激した。けれどそれがなんであるのか、すぐには思い出せない。

　ただ、彼らの手には、それぞれ幅広の黒い腕輪が嵌はめられていた。

「──クレト！　……っ、あ」

　彼の名を呼んで現れたジリアは、三人の姿を見つけて緊張をあらわにする。

　だが、腕輪を嵌めた獣じゆう人じん族たちの方は、指輪生の彼女を一いつ顧こだにしなかった。代わりに彼らがにらんだのは、ジリアの後ろからやってきたロド・ゼニスの方だ。

　左手に本を抱かかえたまま、ぶらぶらと追いついてきたロドは、ノワイス兄妹と呼ばれた三つ子に気づくと、まだ持っているクレトの手首から先を上げてみせる。

「お前らか、久しぶり」

「…………」

　気安い挨あい拶さつに返されたものは、冷めきった蔑さげすみの目だ。無言の応酬で周囲の温度がいくぶん下がったように感じられる。三人のうち、一番前にいた少年がロドの姿を見て吐はき捨てた。

「相変わらずくだらないことに精を出してるみたいだな。飽きもせず一族の面つら汚しか」

「へ？　おれがなにしてようと、そっちには関係ないだろ？」

「関係ないとはよくも言えたものだな。分家の分際で。妹の能天気も相変わらずか」

「あ？　今なんつった？」

　ロドの空気が一変する。

　丸かった瞳どう孔こうが獣のように縦に細くなり、ぞっとするような威圧をもって少年を見つめた。隠そうともしない殺気に、周囲の気温までもが冷えて重くなる。

　けれど、三つ子の長兄であろう相手の少年も退く気は見せない。険のある視線が、ロドの上を撫なでていき──それは、ぶらさげられたままの子供の手首の上でぴたりと止まった。

「……え？」

　正体の知れぬアイテムを見て怪け訝げん顔になった少年は、あらためて足あし下もとに埋まっているクレトを見下ろす。子供の門番の、手首から先がないことを確認し──彼はぽかんとした顔になった。

　だがすぐに少年は気を取りなおしたらしく、あからさまな溜ため息いきをつく。

「……な、なんの遊びかは知らないが、悪ふざけがすぎるな。ここは子供の遊び場じゃない」

　言いながらクレトに向きなおる少年に、気づいたジリアが咄とつ嗟さに突剣を抜こうとした。

「やめ……！」

　──しかし、彼の動きは制止よりも速い。

「生きていたなら、数年後に出直せ」

　蹴けり出された爪つま先さきが、止める間もなくクレトの腹を打ち抜く。

　門番の小さな体は、衝撃で再び土を撒まき上げて宙へと舞い上がった。

　クレトはそのまま、人型のボールとなって開いたままの門の向こうへと飛んでいく。

　後からのんびりやってきたミャーが、放物線を描えがく軌き跡せきを目で追い、素朴な感想を述べた。

「わー、人間の体って、あんなふうに飛んでいけるんだね……」

「って、しみじみしている場合じゃないでしょう！」

　血管が切れそうなジリアの叫さけびが、中休みの庭に響き渡る。

　その声を遠く聞くクレトは、まもなく激突するであろう地面を目前にして──眠りに落ちるように、ようやく意識を手放した。







　七十年間を共有した元同居人の説教は、耳慣れているといえばそうなのだが、いつも程よく心に突き刺さる。とりわけ自分に非がある場合にはなおさらだ。

「──ねえ、元の体は今け朝さも言ったとおり修理中なのだけれど。そっちが直っていないのにどうしてこっちも壊すの？　何のつもりなの？　本当に魔法熊にでもして欲しいのかしら」

「やめろ、やめてください。俺が悪かった」

　人影のない寮前には、がらんとした平穏が満ちている。

　監獄学校寮門のすぐ外側、左側だけ閉じられた門の隣で、クレトは動けない体のまま赤い髪の魔女に懇こん願がんしていた。壁に背を預けて地面に座っている彼は相変わらず子供の姿のままで、その全身は血と泥に彩いろどられた無む秩ちつ序じよなものだ。少し離れたところにはジリアが日誌を抱かかえて立っており、心配そうに眉まゆを寄せて修理の様子をうかがっていた。

　クレトの前に立つ魔女は、腰に手を当てたまま薄い微笑で彼を見下ろしている。朝と同じ制服姿の彼女は、軽く指を鳴らすと、手元に小さな壺つぼを出現させた。謎なぞの液体が入っているらしい中に、彼女は右手に巻きつけた操あやつり糸を浸ひたす。

「あなたは人形の扱いが乱暴すぎるの。いつもの体と同じと思わないで。強度が違うのだから」

「わかってる。……つもりではあるんだけどな」

「今度壊したら、あなたの精神核を熊にねじこむわ」

「わかった。ちゃんと身に染みた」

　クレトは首だけで空の青い晴れ間を仰あおいだ。

　ほんの少し前までひどい喧けん騒そうに支配されていた前庭は、今は授業時間とあって作られたばかりの墓場のように静かだ。誰もいない辺りには、ところどころ穴や焦こげ痕あとだけが残っており──しかし一番ひどいのは、門外にぶちまけられた血ち飛沫しぶきの痕だ。

　初対面の生徒に蹴けり飛ばされ、見事内臓破裂を果たしたクレトは、人形遣いたる魔女に問う。

「なあ、手首取れても血は出ないのに、腹が破れると吐と血けつするってのは、どういうことなんだ？」

「手は元々別に作って組み立てたパーツだから。構造上、外せるようにしているのに、いちいちそれで血が出たら面倒でしょう」

「外れるようになってたのか!?」

「普通に使っていれば抜けないわ。手首引っ張り大会でも主催したの？」

「それを主催する俺の目的がなんなのか知りたい。単にぶん投げられたんだよ。ミャーの兄貴に……。なんなんだあいつ。馬ば鹿か力すぎるぞ。本当に獣じゆう人じん族か。耳つけた巨きよ人じん族じゃないのか」

　今回の致命傷になったのは、最後に腹を蹴り抜かれた衝撃だが、そもそもは手首が取れてしまったことが敗因なのだ。手首の脆ぜい弱じやく性についてはヴェーテ・サイから忠告を受けていたが、真しん摯しに受け止めて注意していたとしても、あれは防げなかっただろう。

　セーネは呆あきれ顔で、壺つぼに浸した糸を破けた腹へと向ける。百本近い黒糸は、まるで生きているかのように皮ひ膚ふの裂け目からするする中へと入りこんでいった。

「で、さっきの答だけれど、血はある程度入れておかないと不ま味ずいわ。体温を保つためのものだから。体が冷えると操あやつり糸のなめらかさにも障さわるの」

「あー、そうなのか。なるほど」

「あとは、やられた時の見た目も重視しているわ」

「狙ねらい通りになったよ！　よかったな！」

　全力での苦言に、糸を操るセーネは軽く肩を竦すくめただけだ。そうして人形遣いが破れてしまった腹を繕つくろい、取れた手首を繫つなげる間、クレトは漫然と壁しかない景色を眺ながめていた。時折、門番小屋の方にいるジリアを気にしてみると、彼女はじっと作業するセーネの姿を注視している。種族は違えど、同じ魔法使いとしてセーネの技術が気になるのかもしれない。

　のんびりと時間をかけて処置が終わると、魔女は頷うなずいた。

「これでとりあえずはいいわ。あまりおかしな動きをしないように」

「わかった。ありがとな」

「後ろのあなたも、何かおもしろかったかしら？」

「え」

　突然話を振られたジリアは青い双そう眼がんを見開いた。指輪生の少女は、けれどそれで尻しりごみしてしまうわけでもなく、逡しゆん巡じゆんの後、意を決した様子で返す。

「不ぶ躾しつけな質問をしてもいいですか、セーネ・ビエラ」

「構わないわ」

「では──あなたたち二人を始めとして、学園の地下にいる人間には不死の呪のろいがかかっているそうですが……その不死とは実際のところ、どのような性質のものなのですか？」

「……お？　へ？　どのような性質？」

　質問の意図がつかめず聞き返したのはクレトだ。セーネはすました顔でジリアを見ている。指輪生の少女は、気まずさを漂わせながら補足した。

「同じ不死にも色々あるでしょう。寿じゆ命みようがなくなる不老型とか、重傷を負っても死なないとか」

「あー、そういうことか！　それなら二つともそうだよ。まず俺たちは基本的に成長も老化もしない。っつっても、セーネは呪のろいを受ける前からこの姿だったからな。呪いがあってもなくても変わらない気がするけど」

「自分の魔法で体を維持しなくてもいいというのは楽だわ」

「雑な方向に前向きだな、お前は。……あとは、傷を負っても時間が経てば自然に回復する。どんな致命傷でも、極端な話、胴体を真っ二つにされても、くっつけておけばまた戻る。ただ痛いは痛いし、自然治ち癒ゆっていうか、呪いによる強制復元だからな。激しい復元中は『復ふく讐しゆうしろ』って声が頭の中でがんがん鳴るし、そのせいで頭の狂い具合が悪化するんだよ」

「それは……すごいですね」

　──実のところ、クレト自身、瀕ひん死し状態からの強制復元を味わったことはあるが、頭の中をぐちゃぐちゃにかき回されるような苦痛と体の激痛が凄すさまじかったことくらいしか覚えていない。城での惨さん劇げきを目まの当たりにした彼は、そこから周囲を巻きこみ狂乱して、復元速度に拮きつ抗こうする攻撃を受けながら、最終的にセーネたちの手で捕ほ縛ばくされたのだ。

　あちこち断絶し、狂気に塗ぬり潰つぶされた当時の記憶。

　そのほんの一端を聞いた少女は、驚きよう嘆たんの息をつきながらも、めまぐるしくなにかを考えているようだ。聞いた答を咀そ嚼しやくしているのだろう少女に、クレトは付け足す。

「でもな、呪いを受けたせいで色々自分が変わっちまったけど……不老とか不死とかよりずっと俺が嫌いやなのは『変わらないこと』だ」

「変わらないこと？　不老と何か違うんですか？」

「体の話じゃないさ」

　怪け訝げんそうな少女から視線を外し、クレトは赤い髪の魔女を見る。

　大戦時代には、どの勢力にも寄らない孤高の魔法使いであった彼女。今は人知れぬ地下牢ろう獄ごくの牢番であるセーネは、けれど人形を思わせる無表情のままだ。

　クレトはその様子に、彼女がなにも言う気がないと察すると、苦笑して簡単にまとめた。

「ま、不老不死って言っても所しよ詮せん呪いだからな。いいことなんかないさ。元凶状態の俺が言うのもなんだけど」

「あなたのせいではないでしょう……」

「俺のせいだよ。そうじゃないとしても、俺はそう思ってる。巻きこんじまった他のやつらに悪いことしたってな」

　──大戦最後のあの日。

　もしも友人である王おう太たい子しを守りきれていたならば、今頃ディアテはどうなっていたのだろう。

　そんな夢想をすることに、クレトは既に慣れてしまっていた。

　夢想して、望むような希望が得られないことにも──。

　だが少なくとも、呪のろいにかかっていなければ、クレトはとうに本来の寿じゆ命みようを終えていたはずだ。原種の血が濃い戦士だったとはいえ、そこはきっと変わらない。

「変わっていけるならその方がずっといいんだ。俺もここに来てから、そう実感するようになった。特に、お前たち生徒を見てるとな……」

　平和な時代に生まれた子供は、やはり同じ場所でとどまることなく先へ進んでほしいと思う。

　そんなことを思いながら、クレトは接つがれたばかりの手首をそっと回してみた。問題なく動くことを確かめ、感想を口にしようとしたところで──彼はセーネの様子に気づく。

　いつも飄ひよう々ひようとして捉とらえどころのない彼女は、今はなぜか、全てを遠くにおいて俯ふ瞰かんしているような目でクレトを見ていた。韜とう晦かいも嗜し虐ぎやくもない、ただなにかを問うてくる眼まな差ざし。逃げることを許さず、隠したものをも覗のぞきこんでくるその目に、クレトは息を吞のんだ。

　一体いつからセーネがそんな風に自分を見ていたのか、まったく気づいていなかった彼は、おそるおそる右手を上げる。

「……おい、セーネ」

「何かしら」

「右手、大丈夫みたいだ。ありがとな」

「次外したら別のものに付け替えるわ」

「……覚えとく」

　クレトを見下ろす魔女は、辛しん辣らつな軽口こそいつものものだが、やはりどこかいつもと違って見える。無表情のままのセーネは、なにも見せない双そう眸ぼうの中に一滴の不分明さを宿していた。

「セーネ？」

　どうかしたのかと、彼が問うより先に、魔女はふいと視線を外す。そうしてセーネは踵きびすを返し、ジリアの前に歩み寄った。反射的に身構えかけた指輪生へ、魔女は手を差し出す。

「あの怪談本、私も欲しいわ。まだある？」

「え？　ありますよ。第二版になりました」

　制服のブレザーからジリアはすんなりと手帳大の怪談本を取り出す。セーネは渡されたそれを、礼を言ってぱらぱらとめくった。当然のようなやりとりにクレトはげっそりする。

「なんでいつもそれ持ってんだよ……っていうか第二版って……」

「じゃあ、用は済んだから。またね」

　あっさりとクレトを無視して魔女は消え去った。

　門前に二人だけになると、ジリアはいつもの真ま面じ目めくさった顔で彼の前に戻ってくる。彼女の手を借りて、クレトはふさがれた腹を押さえつつ立ち上がった。見ると黒いシャツはすっかり血を吸いこんで重くなってしまっている。そのありさまにジリアが眉まゆを寄せた。

「シャツは洗わって繕つくろわないと駄だ目めですね。包帯と違って血の色が目立たないのが救いですが」

「包帯はセーネに色戻してもらえるからな。あとは適当にやっとくよ。お前は裁縫駄目だし」

「失礼なことを言わないでください。余裕でできます。ただ針に糸が通らないだけです」

「それ最初から進んでないからな!?」

　事実を指摘され、ジリアはむっと頰ほほを膨ふくらます。普段よりも愛らしいその様子に、クレトはつい噴き出したが、少女からにらまれてすぐに視線を逸そらした。

「ってか、さっきなんで急にあんなこと聞いたんだ？　不死性がどんなものかとか」

「ああ……。いえ、大したことではないんです。ただ彼女の髪が以前より伸びている気がしたので、不死であっても成長はあるのかと思いまして」

「髪？　セーネのか？」

　──そんなことには気づかなかった。

　絶大な力を持つ彼女は、出会った時からあれくらいの年の少女に見えたのだ。だから呪のろいを受けても、特に変わったようには見えなかった。彼女はずっと正気であったからなおさらだ。

「髪は伸びないだろ。……いや、でもな。今までそういう変化があるかとか気にしたことなかったからな。最初の頃は俺ずっと狂って見てなかったし。髪くらいなら伸びるのかも」

「そうなんですか……。あ、そういえば彼女にこの包みをもらいましたけど」

　そう言ってジリアが差し出したのは、見覚えのある赤い小さな布袋だ。

「お、それ消化剤だ。ちょうどよかった。一粒くれ」

　請こわれてジリアは包みを開ける。彼女は中から黒い粒を一つ摘つまみ上げ──なぜかそれを、直接クレトの口元に押しこもうとする。本来は青年である門番は、反射的に大きくのけぞった。

「ちょ、なんだ、いきなり」

「いえ。先ほどミャー・ゼニスがあなたに玉子を押しこんでいるのが、少し楽しそうでした」

「そんな理由か！」

　玉子を押しこまれるのではないだけましだが、突然の奇行に正気を疑いそうになった。

　クレトは彼女の手から消化剤を取り上げようと手を上げかけたが、ジリアはじっと彼の反応を待っている。素朴な期待を思わせる子供のような様子に青年はたじろいだ。そこに妙みような圧力を感じて、クレトは渋々ながらも頷うなずく。

「わかった。好きにしろよ。でも別に楽しいものじゃ──ぐえ」

　言い終わる前に、少女の細い指が消化剤を口の中に押しこんできた。身構える前の容よう赦しやない投薬は、殺意さえ感じさせる。激しくむせるクレトを前に、ジリアはぽつりと呟つぶやいた。

「あまり楽しくはないですね……」

「っ……ぐ……って、今、そう言いかけたからな！　最後まで聞け！」

「すみません」

　言いながらジリアは、ふっと恥はずかしそうにはにかんだ。なにを考えているのかわからない、ただ可か憐れんなその表情に、クレトは落ち着かなさを覚える。

「なんなんだ、一体……」

　どことなく歯車がずれているように居心地が悪い。

　今は小さい門番は、感情の消化不良を味わいながら、片側だけ開いた門の前に戻った。寮の窓を眺ながめて、クレトはそのうちの一つに、先ほど屋上にいた少女が立っているのに気づく。

　遠く窓の鉄てつ格ごう子しごしに小さく見える彼女は、室内を歩き回っているのかすぐに姿が見えなくなる。クレトは彼女が黒い腕輪を嵌はめていたこと、そして腹を蹴け破やぶってくれた三人もまたそうであったことを思い出した。

「そういや腕輪生って、結構普通にその辺にいるもんなんだな」

「それはいますよ。まさか何もしていないのに、ずっと隔離しておくわけにもいきませんし。あの三つ子なんかは私と同学年の腕輪生です」

「おー、三つ子で全員腕輪生なんて珍しいな。獣じゆう人じん族って、誰か一人が強いと他の兄弟はそうでもなくなるだろ」

「そうらしいですね。彼らはよい血統の出だというので、そのせいかもしれませんが。というか珍しい人間に会って早々いきなり腹を破られるなんて、あなたの引きのよさは異常です」

「腹を破られて、引きがいいって言われたのは初めてだからな！」

　大体、いつか腕輪生と出会うなら、いつもの体で手首が取れていない時がよかった。加えて、土に埋まっていない状態ならなおいい。

　離れた場所でなにやら書類を書きつけ始めたジリアは、顔を上げぬまま返した。

「セウル先生がいなくなりましたからね。あの暑苦しさを避けて引きこもっていた腕輪生も、少しずつ外に出てきたのかもしれません。くれぐれも注意しておいてください」

「一応注意はしてるんだ、いつも……」

　してはいても割とどうにもならない。現実はままならないが、監獄学校の門番は、既にそういった危険まで業務内容に含まれている気がする。

　クレトは銀髪の少女が見えたのと同じ部屋の窓に、今度は別の生徒が現れたことに気づいた。

　巨きよ人じん族であるのか長身の男子生徒は、遠くから見てもわかるほどに、ふらふらと左右に揺ゆれている。首元に嵌めた黒い首輪が振り子のように目立って見えた。頭の重さに耐えきれないかのような動きは、不気味とも異常ともつかないもので、できの悪い自動人形を思わせる。

「なんだありゃ……様子見に行った方がいいか？」

　クレトは寮内に立ち入ったことはないが、指輪生のジリアであれば男子寮への立ち入り権限も持っているはずだ。クレトは手を上げて彼女を呼んだ。

「ジリア、おーい」

「何ですか。また野生の腕輪生でも見つけましたか」

「いや、そうなんだけど、それだけじゃなくて──」

　自分の見たものを説明しようとしたクレトは、だがようやくある違和感に気づいた。

　再び同じ窓を確かめようとした彼は、しかしそれをする前に、寮の玄関から別の人間が出てくることに気づく。大きな紙袋を抱かかえて現れた制服姿の青年は、小さなクレトを見つけて一いつ瞬しゆん、心底不可解そうに顔を歪ゆがめたが、結局は足を止めぬまま門の境界線の前まで来た。

　融通のきかない竜りゆう人じん族の青年、ディサロス・シアンは、五歳児大のクレトを見下ろす。

「……なぜ、小さくなっている」

「色々あるんだ色々。ってか、お前には俺が人形の体だって教えただろ。んで、今はいつもの体が修理中だからこっちを使ってる。それだけだ」

「ずいぶん自由なのだな……」

　ディサロスの口ぶりからすると、共感は得られていないが理解は得られたようだ。それどころか、この青年はクレトが幼児姿であっても、最初から同一人物と断じているらしい。ただの「門番」ではなく、己自身を認めてもらった気がして、クレトはくすぐったい気分を味わった。

　ディサロス・シアンはしゃがみこんでクレトの目線に合わせると、真剣な顔で口を開く。

「実は、教えて欲しいことがある」

「ん。ものによるけどわかった。言ってみ」

「ヴェーテ・サイはまだ存命か？」

　七十年前の種族英雄についての質問に、クレトとジリアは顔を見あわせた。

「生きてるよ。今け朝さもここ通ってった」

「え」

「今朝、ここを」

「え」

「通っていった」

「──その会話、不毛ですよ」

　書類書きに戻ったジリアが指摘すると、ディサロスははっと我に返る。堅物の彼が怒り出す前に、クレトは順序立てて説明してやることにした。今朝方ジリアにした話と同じものを聞くと、ディサロス・シアンは腑ふに落ちたようで頷うなずく。

「なるほど。ならばいずれここに戻ってくるかもしれないのだな」

「かもしれない、ってか、戻ってくるしかないだろ。壁と壁の間に住むならともかく」

「それワニで困りそうですね……」

　書類作業が一段落したのか、クレトの隣へやってきたジリアが首を傾かしげる。

「ところで、あの人の言ってた取材って何の取材なんです？」

「あー、多分漫画。あいつ、俺への手紙で戦い方を図案で説明してるうちに絵が上達してきてな、今では漫画家やってるんだ」

　地下にいた頃、セーネが持ってきてくれる月報の中にも、時々ヴェーテ・サイの作品が掲載されていたのだ。クレトには漫画の良し悪あしはよくわからないが、ほのぼのした日常の中に人生の無情と達観した精神、そして自然の厳しさを描えがいた、まあいい作品であるとは思う。ちなみにセーネは「暗い」の一言で片づけていた。

　クレトは啞あ然ぜんとしている二人に軽く手を振る。

「ま、そんなんで運がよければ会えるだろ」

「そ、そうか……。ありがとう。──ああ、これは礼だ」

　ディサロスは抱かかえていた紙袋をクレトに渡す。ほんのり温かい袋の中をクレトは覗のぞきこんだ。

「…………塩パン」

「まだまだ練習段階ではあるが、なかなかうまく焼けたと思う。味見して欲しい」

「味見……」

　消化剤は飲んだが、しばらくなにも食べたくない。食べたくないのだが、ディサロス・シアンはしゃがんだままじっとクレトの試食を待っている。のしかかるようなその圧力に負けて、クレトは震える手で塩パンの一つを手に取った。よい香りのするそれを一口かじる。

「……よ、よく焼けてる……うまい」

「そうか……！　まだまだたくさんあるからな！」

　きりきりと痛み始めた胃を押さえ、クレトは苦労して塩パンを一つたいらげる。

　ディサロスはその様子を終始真剣な表情で見守ると、己の得た成果に満足して帰っていった。

　ずっと物言いたげだったジリアは、二人きりに戻るとようやく率直な言葉を口にする。

「あなた、お人よしにも程があります」

「言うな……胃が痛いんだ……」

　これは心労のせいではなく、純粋に消化機能のせいだと思いたい。たそがれるクレトの手から、ジリアはなおも残る塩パンの袋を取り上げた。

「とりあえず、門番業務が難しい旨むね、報告書を作成しました。新しいシフトにご期待ください」

「……了解。頼んだ」

　熊の体に変えられぬことを祈って、クレトはパートナーである少女に進退を託す。

　現状を憂うれいて溜ため息いきをつく子供に、ジリアはまた素朴な好奇心の目を向けると、そっと頭を撫なでてきた。猫の毛並みを整えるように何度も頭を撫でていく手を、クレトは目だけで見上げる。

「なあ、楽しいか？」

「はい。これは結構楽しいです」

「よかったな。でも小さいのは期間限定だからな」

「曜日で変えたりしてみませんか？」

「お前それ怪談にする気だろ。断る」

　ぼやいてクレトは一度かぶりを振ると、「消化剤、もう一粒くれ」とジリアに手を差し出した。
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　子供の体になって、まず不自由と感じるのは四し肢しの短さと目線の低さだ。

　特に後者は、用心が必須である監獄学校にあって致命的な要素である。見える範囲が狭いとそれだけで命に関かかわる。正確には熊が近づいてくる。

　──だからといって、常に人の頭より上を弾はずんでいるのも勘弁してほしい。

「門番、次こっちこっち！」

「いくよー！」

　快活な声に応えて、膝ひざを抱かかえたクレトの体は宙を舞う。しかしそれは彼の意思によるものではない。放課後やってきた生徒たちが、ボール代わりにクレトを打ち上げて遊んでいるのだ。

　うっかりと門内に入り生徒に捕まってしまった彼は、くるくる回る視界を味わいつつ、無力な叫さけびを上げた。

「お前らほんといい加減にしろ！　おろせ！　お・ろ・せ！」

「お、おろしてくださいー！」

　はしゃぐ生徒たちを止めようと必死で両手を上げているのは、たまたま居あわせたニアだ。だが、おろおろと要領の悪い彼女の制止は、まったく効果をあげていない。むしろ震えながら手を上げているニアに向かって、別の少女が明るい声を上げた。

「はーい、そっち行くよー！」

「え？　は、はい！」

　反射で返事をしたニアの上に、クレトでできたボールが飛んでくる。動きの鈍にぶい彼女は、周囲からの心配そうな視線を背負いつつ、より一層ぴんと両手を伸ばした。

「え、えーい！」

　突き出した手は、小さな門番を不安定ながらもなんとか宙に押し返す。周囲の女子生徒からニアに温かい声援が上がった。

「いいよー、その調子！」

「おっけー、次行こ！」

「あ、ありがとうございます！　がんばります！　──って、ああっ、違う！」

「ニアー、下ろしてくれー」

「も、門番さーん！」

　遠く弾んでいくクレトを、ニアはまた両手を上げてばたばたと追いかけていく。

　賑にぎやかな夕暮れ時の前庭に、やってきたジリアは深い溜ため息いきをついた。

「あなたたち、またですか……。そろそろ閉門時間なんですから！　門番使いますよ！」

「えー」

　不満の声を上げながらも夕飯の時間が迫っているとあって、生徒たちはばらばらと引き下がっていった。代わりにクレトを受け止めようとしたニアが、飛んできた体を支えそこなってぐしゃりと潰つぶれる。彼女とからまって転んだクレトを、やってきたジリアが引き起こした。

「ほら、大丈夫ですか。閉門しますよ」

「おー……ちょっと早いな。早上がりか」

　クレトがふらふらしながら壁の時計を見上げると、まだ本来の閉門時間より一時間以上早い。続いて倒れているニアを引き起こしたジリアは、一枚の書類を二人に見せた。そこには「門番縮小時の臨時勤務について」と書かれている。

「今日はこれからクレトに校内を案内しますので」

「門番縮小時……」

「縮小してますので。いいから閉門してください」

　有無を言わさぬジリアの鉄壁ぷりに、ニアが飛び上がった。

「わ、わかりました！　今すぐ閉門してきます！」

「待て待て待て！　ニアは外に出られないからな！　俺がちゃんと閉めるから！」

　クレトは駆かけ出しかけたニアを止めると、まず彼女を寮に帰らせた。その後で四苦八苦しながら一人で門を閉めてくる。中で待っていたジリアは、勤務日誌をクレトに差し出した。

「今日の分は書いておきました。加えて明日からのことも」

「お、ありがとな！」

　毎日ジリアからサインをもらっている業務日誌は、すっかりクレトの日々の楽しみになっている。彼は大分溜たまってきたページにじんわりとした感動を覚えて、めくる手を止めた。

「うん、いいな……。ワニについての記述が少し多いのと、サインが最近スタンプになってるのが気になるけど……ジリア、なんだこのスタンプ」

「ワニのスタンプを作ったんです。かわいいでしょう」

「そうかと思ったけどふざけんな！　ワニでない日がなくなるだろ！」

　怪談好きの優等生は、堂々と自分の嗜し好こうを日誌に進出させている。これは争っても分が悪い──クレトはそう判断すると、早々にスタンプを無視することに決めた。

「でもやっぱり、ページを何枚もめくるのって勤続の実感があっていいんだよ。毎朝見るとやる気が湧いてくるしな。よし、これ一冊溜まったら額に入れて飾るか！」

「一冊終わったら学校に提出してもらいます。それより、最後のページを見てください」

「……おう」

　そろそろ盛り上がった気分に水を差されるのにも慣れてきた。クレトは言われて書き続けた日誌の最後を見る。そこには今日の分のワニスタンプが捺おされており、それだけでなく次の日の欄には「臨時シフト、トーナメント監視要員」と書かれていた。

「トーナメント監視要員？　ってあれか、体育祭のやつか。ミャーたちが言ってたやつ」

「競技祭です。それのトーナメントであってます」

「お、あってた。そうかそうか。……で、お前、競技祭の時は門が閉まるから俺は休みになるって言わなかったか!?」

「言ってませんよ。『門前からは』解放されるって言っただけです」

「…………」

「どうしました、クレト。変な顔してますよ。で、納なつ得とくして頂けたなら仕事の話に戻りますが、トーナメント戦は三人一組で出場して、チーム戦闘で優勝を争う競技です。上位入賞者には専用の単位が与えられますし、いくつかの特典もあります。……ここまでいいですか？」

「お前の性格以外は問題ないな！」

　騙だまされてがっかりした気もするが、もともとそんなに期待もしていなかった。期待していたなら、危あやうくちょっと泣いてしまうところだったろう。

　ジリアは門番からの批難を無視して続ける。

「二日間で一番盛り上がるのがこの競技です。こういう学校ですからね。『トーナメント上位者』という名声は絶大なんですよ。万が一、新入生が入賞でもしたら一いち躍やく有名人の仲間入りです」

「……なるほど。あの三つ子はそれで騒さわがれてたのか」

　昨年の優勝者だというノワイス兄妹を見て、他の生徒は畏おそれと賞賛を含んだささやきを交しあっていたのだ。明日のトーナメント戦後には、同様の羨せん望ぼうを別のチームが浴びるのだろう。

　ジリアは頷うなずいて、だがなにかを思い出したらしく、少し複雑そうに眉まゆを寄せた。

「名が知れるのも良し悪しです。私が他の生徒と組んで入賞したのは三回生の時ですが、半年くらいは周囲がざわついて落ち着きませんでした。どこへ行ってもひそひそ噂うわさされたり、知らない生徒からやたら馴なれ馴れしく話しかけられたり……。しばらくしたら収まりましたけど」

「三年目で入賞か。すごいな。ってか、お前みたいのが入賞したらそりゃざわつくだろ」

「え……？　何でですか」

　自みずからについて無知の少女は、きょとんとした顔で目を丸くする。その反応にクレトはつい笑ってしまったが、これだけの美しい容姿で、しかも魔法自体強いわけではない彼女が、練度と技術だけで勝ち上がっていく様は、さぞや観戦していた生徒たちを沸かせただろう。馴れ馴れしく話しかけてきた生徒というのも、可か憐れんな外見を持つジリアに、幻想と好意を抱いだいた男子生徒たちではないだろうか。そうだしたら、実際の彼女の堅物ぶりに落胆したのかもしれない。

　けれどクレトは、わざわざそんなことを説明してやるようなことはしなかった。彼は不可解げな少女を無視して続ける。

「で俺は、そのトーナメント戦で、別の仕事すればいいわけか。全然休みじゃない俺は！」

「なぜそんなに力を込めて確認するのかはわかりませんが、そのとおりです。今日のうちに会場を案内してしまいますから、ついてきてください」

　てきぱきとした態度で踵きびすを返すジリアは、気がつけば火のついていないランタンを提さげている。放課後は暗くなるのも早いからだろう。指輪生の少女はクレトをつれて、寮の建物の外側を大きく迂う回かいしていった。要よう塞さい同然の寮が背後の視界に消えると、新たな景色が見えてくる。

　広大な敷地は全てが夕暮れの中に沈み、遠く見える場所には小さな森や倉庫らしき建物、別の校舎の影が現れた。ジリアは真ま面じ目めな顔で、そのうちの一角を指し示す。

「クレト、あそこに斜めに生はえている大木が見えますか」

「あー、あるな」

「あれは別名『首つりの木』と呼ばれていまして、昔、成績の悪さを苦にした女子生徒が──」

「怪談やめろ！　案内はどうなった！」

「ついでに怪談も案内しようかと思っただけです。あ、遠くに見えるあの森の近くが昔、原種竜りゆうの目撃証言があったところで……」

「だから俺の話を聞けよ！」

　背が低すぎて視界に入らないから聞き入れてもらえていないのか。クレトが飛び上がって抗議すると、少女は頰ほほを膨ふくらませてぷいと視線を逸そらした。

「もう。聞くくらいいいじゃないですか。何も減りませんし」

「減らないけど精神が削られる気がするんだよ……」

「聞いてるふりして適当に相あい槌づち打ってればいいです」

「お前はそれで満足なのか……？」

　取っつきづらい性格の優等生とあって、他に怪談を話す相手もいないのかもしれないが、いい加減聞かされた怪談は百を越えているし、彼女が不ふ憫びんに思えてくる。

　これはもう諦あきらめて自分も怪談好きになった方がいいかもしれない──クレトが内心葛かつ藤とうしていると、一歩先を行くジリアが腕を上げて正面を指さした。

「そして、あそこがトーナメントの会場になる競技場です」

　暗くなりつつある敷地内に、高い壁が何枚もそびえ立っている。

　無骨な灰色の巨大壁を、大きな円状に配置して外と仕切っていると思おぼしきそこは、天井もなにもない、いわば野外競技場だ。今まで寮の建物に遮さえぎられて門前からは見えなかったのだろう。巨大な古代の遺跡と見まごうほど存在感のあるそれに、クレトは感かん嘆たんの声を上げる。

「すごいな。ひょっとしてあの壁も、攻撃吸収処置が施ほどこされてるのか」

「ええ。中はだだっ広い円形のフィールドになっています。それを当日、四つに区切って試合を行うんです。同時に複数の試合が行われてますから、隣の流れ弾だまが飛んでくることも多いんですが、そういう事態をふまえても戦えることが、出場者の最低条件ですね」

「相変わらず厳しいな。まあ、この学校なら当然か。お前の時もそうだったのか？」

「ですね。でもやはり相手チームとの戦闘の方が大変でしたよ。このトーナメント、スリーマンセルで行われることからもおわかりとは思いますが、異種族間でのチームワークを鍛きたえることが主目的なんです。チームメイトで弱いところをカバーしあったりとか、長所をアシストしたりとかですね。そういった前提で戦術を練るのが、醍だい醐ご味みとも言えます」

「……なるほど」

　七十年前、クレトが外にいた頃は、異種族同士で組んで戦うということ自体が稀まれだった。大戦において五種族はいくつかの国にわかれて争ったが、同じ国に複数種族が属することがあっても、戦闘となるとそれぞれの種族で固まって出撃していたのだ。

　例外と言えるのは、ディアテの王おう太たい子しに付き従っていたクレトやテレシアたちくらいで、彼が当時、何人かの強敵相手に勝利を収められたのも、テレシアの援護があったからだろう。あの時代、敵手たちの多くは複数種族を同時に相手どることに慣れていなかった。

　──それをふまえると、監獄学校のカリキュラムはやはり、戦後のものなのだと実感する。

　違う種族の者とのチームワークを求められるのは、彼らが新しい時代の子供たちだからだ。王女の影であるマリーユが言うように、今は五種族が当然のように混ざりあって生きる時代へと変わりつつある。その象徴の一つとも言えるのが監獄学校で、ここを卒業した子供たちは、ディアテの新時代を支える人材となっていくのだろう。

　クレトは時の流れを感じて、しみじみとした気分を味わう。

「なんかこう、やっぱ色々考えられてるんだな……」

「まだまだこれからですけどね」

　ジリアはふっと微笑すると、日の落ちた紫色の空を見上げた。まもなく地上まで降ってくるであろう夜の闇やみをしばらく仰あおいでいた彼女は、小さく息をつくと持ってきたランタンに火を入れる。うっすらと青い光がクレトの顔のすぐ横でまたたいた。

　水中を思わせる光に照らされ、少女は透すき通る目で彼を見つめる。

「……クレト、少し関係ない話をしてもいいですか」

「ん、いつものことだろ。言えよ」

「ありがとうございます」

　微苦笑してジリアはスカートの端を押さえた。彼女はしなやかな仕草で両りよう膝ひざを折ると、小さなクレトと目線の高さを揃そろえる。

「以前、私が『夢がある』と言ったことを覚えていますか？」

「……ああ。そりゃ覚えてるよ」

　普段は仕事人間の彼女が、珍しく自分のことを語ったのだ。「夢のために入学してきた」と、それ以上は聞かずとも印象には残っている。ジリアは小さく頷うなずくと青い瞳ひとみを伏せた。

「あれ、羽う人じん族に関してのことなんです。あなたは知っているでしょうけど、羽人族は女性比率が多い種族でしょう？」

「ああ、そうだな。男は五分の一くらいしかいないんだっけか」

「ええ。だからというのもあるでしょうが、他の種族から見て、羽人族は女性種族という印象が強いんです。それに加えて容姿の性質もありますし、魔法が使える種族といったら他に純人間がいます。──ですから、言葉は悪いですが羽う人じん族を『見かけだけの愛玩種族』と考える人も少なくないのが現状なんです」

「え……それまじか」

　考えたこともない羽人族への見方に、クレトは啞あ然ぜんとして口を開いた。

　もともと彼自身、大戦以前には人から離れて旅をし、大戦後は地下で引きこもっていたのだ。まったく世間ずれしていないクレトの反応に、ジリアは困ったようにはにかむ。

「羽人族は、ディアテが種族融和の政策を広く打ち出した今もなお、ほとんどの者が原集落で暮らしています。中には一生を原集落から出ないで過ごす人間も多く──それは、この種族蔑べつ視しが関係していると言われています」




　美しい薄うす羽はねを持つ女たちで構成された種族。

　痛みに弱い性質を持つ彼女たちは、大戦より更に昔、権力者たちの格かつ好こうの所有物として狙ねらわれていたという。今はその時より遥はるかに状況は改善されているが、未だに彼女たちに偏見を含んだ視線を送る者はいる。先日の喧けん嘩か騒さわぎでも、男子生徒が羽人族の女子に言っていたのだ。

　──『羽人族は、その顔ですり寄れば、男が守ってくれるのだろう』と。




　──胃の中は空のはずなのに、気分が悪い。

　不快感を面おもてに出すクレトに、ジリアは薄い肩を竦すくめてみせた。

「勿もち論ろん、他の種族だけが悪いなんて思ってませんよ。羽人族が閉鎖的すぎるのにも原因はあるんです。一部から悪意を向けられたことがあるというだけで、長老たちは原集落に閉じこもって何もしないんですから。それだけじゃなくあの人たち、子供たちに他種族への偏見を吹きこんだりしてますからね。お互い様にも程があります」

「ああ、そうなのか……」

　当然のように孤高を貫く竜りゆう人じん族とは違って、非力さも併あわせ持つ羽人族の事情は、なかなかに複雑らしい。この学校にいる生徒は、それでも大人たちの考えから切り離されている分、自由と言えばそうなのだろう。

　ジリアはクレトの思いを察したのか、澄んで見える双そう眸ぼうに真しん摯しを湛たたえる。彼女がランタンを頭上に掲げると、青白い光が同じように二人の上に降ってきた。

「ですから、私は今のこの現状を変えようと思っています。羽人族が、本当の意味でディアテの一員になるために」

「ジリア」

「偏見を打ち砕くだこうなんて大それた夢ですけどね。やれないことではないでしょう。……私の幼おさな馴な染じみのルルゥも、よくそう言っていました」

　己の夢について語ったジリアは、少し恥はずかしそうに笑う。幾いく許ばくかの郷きよう愁しゆうを含んだその表情は切なくもあったが、それ以上に健けな気げでいじらしかった。

　華きや奢しやな身体からだに自分の種族全てを背負って立とうとする少女は、深く息をつくといつもの生き真ま面じ目めな表情に戻る。ジリアはランタンを下ろし立ち上がると、考えこんだままのクレトの頭に気づき、嬉うれしそうにそっと撫なでた。

「これ、感触が和なごみます」

「……別にいいけどな」

　いつも気を張って努力している彼女の息抜きになるなら、子供の体にも利点はある。

　大人しく撫でられていたクレトは──ふと、視界の隅に白いものが通った気がして顔を上げた。

「あれは……？」

「え？」

　ジリアの右後方、敷地内にある小さな森に、長い銀髪の少女が入っていく。白いワンピース姿の彼女は、今までにも二度見かけたことがある腕輪の少女だ。

　ほとんどの生徒が夕飯を食べに行っている時間、一人で森になんの用事があるのか、クレトは怪け訝げんに思ったが、白く目立つはずのその姿は木々の合間に消え、すぐに見えなくなった。彼の視線を追って振り返ったジリアが首を傾かしげる。

「どうしました？　何かあったんですか？」

「いや……今、森に入っていく女子がいたんだけど、大丈夫かと思って」

「大丈夫かって、あなたの視力がですか？　誰もいませんよ」

「さっきまでいたんだよ！」

　いきなり見間違いと断じられるのは心外だが、確かに不思議な状況ではある。クレトは、問題の少女のネクタイが、ジリアと同色だったことを思い出した。

「あー、ほら、多分お前と同期の子だぞ。羽う人じん族で銀髪ロングの女子。いるだろ？」

「いませんよ」

「…………」

　即座に否定され、クレトは沈ちん黙もくする。彼はもう一度誰の姿もない森を確認した。

「え、いや、いるだろ」

「いません。他の学年でも羽人族に銀髪の女子はいませんよ」

「……じゃあ純人間とか。あ、腕輪生だ、腕輪生。これならわかるだろ！」

「だからいませんって。強情な人ですね。純人間にも腕輪生にもそんな女子はいません。見間違いじゃないですか？」

「…………」

「というか、幽霊とかじゃないんですか？　それなら真剣に聞きますし捜しますけど……そうか……きっとそうですよね！」

「違う！　絶対違う！」

　本当に幽霊であるかの真偽はおいておいて、ここで幽霊の可能性を追及するとジリアが喜びすぎてしまう。そうなれば余計事態が混乱するだけだ。下へ手たをしたらこのまま森に踏ふみこみかねない。

　出鼻を挫くじかれ不満げな少女を宥なだめるべく、クレトはジリアに別の話題を振った。

「それより、あの競技場には怪談とかないのか？　あるなら聞くぞ。今なら聞く」

「…………競技場じゃないですが、あの向こうの倉庫の裏に、地下へと続く穴があいているのを見たという話があります。四年くらい前の話で、それ以来聞きませんが」

「いいな、その話！　気になるな！　もっと聞かせてくれ！」

「……見かけたのは獣じゆう人じん族の女子生徒で、夜のジョギング中に不思議な音が聞こえた気がして、音をたどったところその穴を見つけたそうです。あわてて友人を呼びに行って戻った時には、もう穴はなかったとか」

「それでそれで？　どうなったんだ？」

「その夜はもう穴は見つからなかったそうですが、三日後彼女がまた同じ場所に行ったところ、やはり石がこすれるような音が聞こえましてね……！　それがなんと……！」

　気分が乗ってきたのか、目を輝かせて語り出すジリアを横目に、クレトはもう一度夜の森に視線を投げる。

　だが、すっかり闇やみの中に埋没した景色には誰の姿も見えない。

　クレトは仕方なく不思議な少女については棚上げすることにし、その後たっぷり一時間、ジリアの怪談披ひ露ろうにつきあった。










　　　４




「起きなさい、クレト。外はいい天気よ」

　聞き慣れた声の、耳馴な染じみの薄い言葉。浅い夢の中をたゆたうクレトは、降ってきた呼びかけから逃れるように寝返りを打った。固い枕に顔をうずめたところで、また同じ声が言う。

「起きなさい、朝だから。──起きないと、爪つま先さきから皮ひ膚ふをはがしていくわよ」

「っ、怖えよ、お前は！」

　物ぶつ騒そうな朝の挨あい拶さつに、クレトは飛び起きる。

　だが、寝台の上に靴のまま彼をまたいで立っている魔女は、抗議の声にも素知らぬ顔だ。共に暮らしていた頃には朝も夜も関係ない地下であったため、彼女に起こされることなどなかったのだが、もしあったなら七十年の間に何度生皮をはがれていたかわからない。

　そういうことを平然とやりかねないセーネは、ようやく寝台から飛び下りると扉を指さした。

「ほら、早く支度をするといいわ」

「支度はするけど……なんなんだよ。まだ早いだろ……」

　詰所には大体の時間がわかる仕掛け時計しかないが、まだいつもの起床時間まで大分ある。

　大欠伸あくびをするクレトに、セーネは形のよい眉まゆを顰しかめた。

「何を言っているの？　生徒はもうみんな起きているわよ」

「え。まじで。なんで？」

　普段は、クレトが開門した後に生徒たちはのんびり起きてくるのだ。それが彼より早く起きているとはどういうことなのか。それとも時計が壊れたのかと彼が覚めきらない頭で考えていると、セーネはあっさりと答を口にした。

「忘れたの？　早くしなさい。今日はお祭りでしょう」

「…………へ？」

　なにを言われているのか、寝ぼけたままのクレトは目を丸くする。

　その時、外から賑にぎやかな花火の音が聞こえてきた。







「競技祭」とは言われたものの、ここまで開きなおってお祭りだとは思っていなかった。

　大会一日目の朝、澄んだ空気の中派手な音の花火が鳴り響いている。それは遅れて起き出した生徒たちの目を覚まさせ、否いやが応にも高揚を煽あおる力を持っていた。競技場の周囲には既に、普段の昼以上の出店が設営され、客引きの声が通りかかる生徒たちにかけられている。

「今日の試合、賭かけ主募集中！」

「焼き串ぐしおいしいよー」

「二日目の穴掘り競技、まだ出場受けつけてますー！　希望者はこちら！」

「……なんつか、ここの生徒って本当お祭り好きだよな」

　臨時シフトということで、門を開けずに通用口から中に入ったクレトは、昨晩とは一変して賑にぎやかな競技場周囲を見回す。空から薄うす紅べにの花びらが降ってくるのは、高い壁の上にいる少女たちの仕業だろう。

　競技祭ではトーナメント戦を始めとして十近い競技が行われるそうだが、参加希望制のため、はなから参加しない生徒も多いという。そんな彼らにとって競技祭は、自由にあちこちを観戦してまわれる格かつ好こうのイベントだ。

　透すき通る大きな鳥が、日光を反射しつつ旋せん回かいしている様を、クレトは目を細めて仰あおぐ。隣では赤い髪の魔女が、買った焼き串ぐしをもぐもぐしていた。

「結構おいしいわ」

「よかったな……。あとなんで俺を起こした。お前一人でもその辺うろうろしてるだろ」

「特に意味はないわ。あなたがまた腹を突き破られていないか見に行ったら、よく寝ていたから腹が立っただけ」

「理り不ふ尽じんすぎるだろ！」

　とはいえ、セーネなりに心配して様子を見にきてくれたのかもしれない。隙すきあらば腹に穴があいてしまうクレトは、自分がトーナメント戦の審判を無事に務め上げられることを祈った。

　そんな彼の祈りを打ち砕くだくように、遠くからはしゃぐ声が上がる。

「もんばん！　もんばーん！」

　弾はずむ声を背後に聞いたクレトは、咄とつ嗟さに右へ跳とぼうとする。

　だがミャーの腕は、それよりも早く小さな門番の体を捕らえていた。激しいタックルを受けたクレトは、雑ざつ踏とうの中、顔から地面に突っこむ。周囲の生徒が呆あきれた顔で、うつ伏せで埋まっている小さな門番とそれを押し潰つぶしている少女を避よけていった。そのままクレトが倒れていると、軽い足音が聞こえ、心配する少女の声が降ってくる。

「も、門番さん、大丈夫ですか！　あの、そのやり方だといい鼻血になりませんよ……」

「……よーし、じゃあまずミャーをはがしてくれ」

　そばにいるのであろうニアに頼むと、すぐにクレトを捕まえていた腕が離れる。

　顔の泥を払いながら起き上がった彼は、顔見知りの生徒三人を見上げた。彼らが体操着姿であるのは、トーナメント戦に出るからなのだろう。まだ眠そうな顔のロドが感動に咳つぶやく。

「すげー、小さい門番。手ぇ繫つながってるじゃん。どうやって再生させたんだよ」

「……そこの同居人に文句言われながら接ついでもらったんだよ」

　クレトが泥のついた手で指さした先には、だが既に誰の姿もない。

　彼は啞あ然ぜんとしたが、セーネの人づきあいの悪さは今に始まったことではない。あの魔女が人と関かかわるのはほんの気まぐれで、先日ジリアにしたように自分から話しかけることも稀まれだ。

　ミャーが後ろから小さな門番を抱き上げる。

「誰もいないよー？　それより門番、なに食べる？　お店見ようー」

「いや俺、仕事なんだけど」

「あ、蛙かえるのつかみ取りがある！　門番、何色の蛙が欲しい？」

「蛙とか要らない！　要らないから下ろせ！」

　ミャーが指さしているのは、長方形の大きな箱に、透すき通る蛙型の飴あめがつめこまれている露ろ店てんだ。きらきらと陽ひの光を反射して見える飴山の前には、少女たちの人だかりができ始めている。ミャーによって顔ごと箱に突っこまれる未来を予想したクレトは、毅き然ぜんと異を唱えた。

「甘いものは食べない！　わかったら俺を出勤させろ！」

「えー、じゃあ甘くないのにしよう。──あ、塩パン屋がある。塩パン食べよう」

「塩パン……」

　日常的な食べ物であるはずのその名に、クレトは嫌いやな予感を喚かん起きされる。自分一人なら回れ右してさりげなく遠ざかることもできるが、あいにく今はミャーの腕の中だ。少しもじっとしていない少女は、持ち前の身体能力で生徒たちの間をすり抜けると、当の露店の前に立った。

「ほら、門番、塩パンー」

「……客か」

　他の露店と違い、まったく生徒たちが寄りついていない塩パンの店。

　そこで塩パンを売っている青年を見て、クレトは小さく呻うめく。

「ディサロス・シアン……なにやってんだ……」

「見ての通りパンを売っている。新作もある。試食していってくれ、門番」

　制服のシャツに白いエプロンをかけた青年はもっともらしく頷うなずく。客入りがないせいか、借り出した長机の上には綺き麗れいに焼き上がった塩パンが山のように積み重なっていた。その眺ながめに切なさを感じてしまったのがまずかったのかもしれない。クレトは目の前に差し出された試食の紙皿に、うっと硬直する。ミャーが生いけ贄にえを捧ささげるようにクレトの体を皿へ掲げた。

「はい、門番、お食べー」

「こら、ミャー！　給きゆう餌じしようとすんな！」

　そう言ってもミャーの手は揺ゆるがない。仕事前からの胃炎を思わずクレトが覚悟したところで──しかし横から伸びてきたロドの手が、欠片かけらの一つを摘つまんだ。

「お、これうまいじゃん」

「えー、ミャーも食べるー」

　兄にならって、獣じゆう人じん族の少女はクレトを放り出すと、試食のパンを食べ始める。その勢いは皿の上を空にするほどだが、今まで客に恵まれなかったディサロス・シアンは十分に満足そうだった。彼は新たなパンを切りわけて追加する。

「気に入ったならこっちも味見してくれ。歯ごたえを重視してみた」

「もらうもらうー」

「か、買いますから！」

　後からよたよたと走ってきたニアが、友人の暴挙にあわてて財布を取り出した。けれど、硬貨を取り出そうとする彼女より、はるかに機敏に試食パンは消費されていく。三つめの欠片かけらを食べ終わったロドが、ようやくエプロン姿の青年を遠えん慮りよない視線で見上げた。

「んで、お前、あのディサロス・シアンだろ？　なんでパン屋やってんの？　卒業できないからそのまま校内就職ってやつ？」

「ロ、ロド……！」
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　率直すぎる疑問にニアが飛び上がる。悪気はないのだろうが、失礼極まる質問だ。しかしディサロス・シアンはそれを真顔で受け止めた。

「卒業を諦あきらめたわけではない。ただこの学校の中であってもできることはあるだろうと、今は思っているだけだ。そのためには少しずつだが、色々やってみることにした」

「へえ……。ま、いいんじゃね？」

　言いながらロドは、並べられている塩パンをつかむ。彼らのやりとりを下から傍ぼう観かんしていたクレトはほっと胸を撫なで下ろした。正直な暴言であわや喧けん嘩かになるかとも危あやぶんだが、ディサロスは天然にも思える鷹おう揚ようさで双ふた子ごの無礼を受け止めている。パン職人になりかけていることはともかく、あの日の一件以来、彼の内心にはなにかしら変化が訪れたのかもしれない。

　当然のように塩パンを食べ続けるロドに、ディサロスは嫌いやみのない声で返した。

「そういうお前は謹きん慎しんを繰り返しているそうだが。卒業する気はないのか？　ロド・ゼニス」

「あー、おれ別に卒業急いでないから。まだ読んでない本、図書室にいっぱいあるし。この学校出て自分で暮らすようになったら、ぜってー本の置場に困るだろ？」

「すごい理由だな、お前……」

　納なつ得とくできるようなできないような理由にクレトは呆あきれたが、ロド自身はどこ吹く風だ。一方ディサロス・シアンも「そうか」と頷うなずいただけで、それ以上話は続かない。塩パン露ろ店てんに客がよりつかないのは、まず間違いなくこの店主の発する空気が問題だろう。だがその塩パンも今、二人の獣じゆう人じん族によって半減しつつある。

　クレトは、財布から無心で硬貨を払い続けているニアにささやいた。

「そろそろ双ふた子ごを移動させるぞ。パン全部食われちまうからな。適当な理由つけて引きはがせ」

「わ、わかりました。さりげなく誘導してみます！」

「うん、頼んだぞ」

「ロ、ロド、ミャー、門番さんが、全部食べつくしちゃう前に移動しようって！」

「全然さりげなくない！　けどよく言った！」

　財布を握りしめたニアの提案に、獣人族の双子はきょとんとした顔になる。クレトは彼らに、競技場の壁に嵌はめこまれた時計を指してみせた。

「ほら、お前らトーナメント出るんだろ。そろそろ行かないと遅刻すんぞ。あと俺もジリアに減給される」

「えー、門番の減給はどうでもいいよー」

「どうでもいいとか言うな！　俺にとっては大事な問題なんだよ！」

「うっせー門番。うちのミャーが食べたいって言ってんだから、まだまだ食べんぞ」

「真顔で言っても内容が駄だ目めすぎる！」

　マイペースな双子は、時計を見ても動く気配がない。漫然とパンに伸ばされる彼らの手を止めたのは、パンの発生源である青年だ。

「焦あせらずとも塩パンはなくならない。今日は一日ここで露店をひらいている」

「お、まじで？」

「ああ」

　後ろに置いた石いし窯がまを、ディサロス・シアンは屈かがみこみながら素手で開ける。そんなことが可能であるのは、強い熱耐性を持つ竜りゆう人じん族の硬こう肌きがゆえだ。ディサロスは熱された鉄板を引き出しながら、落ち着いた声音で言った。

「行ってくればいい。妹の力になれるのは、ここにいる時くらいだろうからな」

「なに言ってんだ。おれはいつもミャーの味方だっての！　……ま、それはそーかもだけど」

　軽い受け答えではあったが、露店に背を向けたロドの横顔は真ま面じ目めなものだった。捉とらえどころのない少年の初めて見る一面に、クレトは意外さを覚える。その一いつ瞬しゆんの隙すきを突かれて、彼の目の前には紙皿が差し出された。焼きたての塩パンの断面からは白い湯気が上がっている。

「では、試食をしてくれ」

「……お、おう」

　双ふた子ごのおかげでまぬがれたかと思いきや、試食の手からは逃れられなかったようだ。

　クレトは観念してまだ熱い一欠片かけらを手に取る。

　──ディサロス・シアン渾こん身しんの塩パンは、実に美お味いしかった。







「うう……胃が痛い……」

「時間ぎりぎりですね、クレト」

　競技場前で待っていたジリアは、よろめきながらも現れた彼に、遠えん慮りよない冷視線を向けてきた。付き添ってきたニアが、胸の前でぐるぐるとパンをこねるジェスチャーをする。

「あ、あの、ディサロス・シアンさんが塩パン屋さんで、ミャーとロドがパン大好きで、門番さんが試食で……」

「大体わかりました。ニア・ディラは試合受付があるでしょうから、行って構いません」

　要領を得ない説明を、ジリアは即座に打ち切る。ニアは恐縮して小さくなったが、先に行ってしまったチームメイトの双子のことも心配なのだろう。振り返りながらも小走りで競技場の中へと駆かけていった。

　一人になったクレトに、ジリアは「審判」と書かれた腕章を手渡す。

「どうせ誰かに捕まっているのだろうとは思っていましたが、その押しの弱さは何とかならないんですか。いつか塩パンに殺されますよ」

「いやだって、全然客がいなかったんだよ……せっかくあいつがやる気になったってのに、一個も売れなかったら凹へこむだろ」

「……あなたのそういうところは、美点ではありますけどね」

　少しだけ眉まゆ根ねを緩めるジリアは、溜ため息いきをつきたそうにも見える。クレトは腕章を左腕に嵌はめながら居心地の悪さを覚えて話題を変えた。

「にしても、ディサロスのやつ、引きこもってた割に、他の生徒の名前とか知ってるのな。ロドのこととか知ってたぞ」

「ああ……ロド・ゼニスはこの学園では有名人ですから。それより、そろそろ時間です」

　ジリアは肩にかかる髪を払って踵きびすを返す。その左腕には「整理員」と書かれた腕章がつけられていた。いつもどおり制服姿なのも、彼女が試合自体には関かかわらないからだろう。ジリアはクレトを先導しつつ、臨時シフトの職務内容について説明した。

「あなたが今回やる審判ですが、実質難しい判定はないです。死人が出そうになったら止めてください。あとは自分が死なないでください。あなたなら小さくてもできるでしょう。多分」

「多分ってつけるな、多分できる。あ、場外からの攻撃は防いでやった方がいいのか？」

「自分が食らわなければ放っておいていいです。観客が意図的に攻撃するのは禁止されていますが、出場者には、外野からの攻撃を捌さばく力も求められています。門番の仕事と同じですよ」

「そう言われるとシビアさを感じる……」

　普段自分があれだけ苦労しているものを、生徒たちもまた負うのだと言われると「厳しい」と思うが、出場者は名にし負う監獄学校の中でも、戦うことを望んで出てきている生徒たちだ。余計な心配は不要ということだろう。

　二人は空に聳そびえる板状の壁の隙すき間まから、競技場の中へと入る。途端、沸き立つ熱気が顔に吹きつけてきて、クレトは軽く息を吞のんだ。

「うお……」

　巨大な円形の広場と、それを取り囲む外周の階段席。

　半分に割られた卵の殻からを思わせるその空間は、既にどこもかしこも生徒たちでごった返している。手に焼き菓子を持った女子たちが、はしゃぎながら最前列に席を取っており、その前を緊張の面おも持もちで出場生徒が通り過ぎていった。有名な生徒でもいるのか、見学席からは時折歓声が上がり、広い競技場には収まりきれない高揚が渦うず巻まいている。

　四つの試合場は、地面に杭くい打たれた白いロープによって区切られているようだ。その周囲には腕章をつけた教師や生徒、そして出場側の生徒たちがたむろしている。

　戦争前の緊張とは違う、だが確かに戦いを予感させる空気に、クレトは感かん嘆たんした。

「想像以上に大規模だな……」

「ここまで大きいのはトーナメント戦くらいですよ。競技によっては参加生徒の人員割れとかもあります。二日目の穴掘り競技とか」

「待て。その競技にはなんの意味がある」

「卒業後、土木系の職に就く時に有利になります。そんなことは常識ですよ、クレト」

「いやいや、穴掘りだけが土木じゃないだろ……？」

「さて本日のあなたの担当は、あそこの試合場です」

「当然のようにスルーすんな！　でも、ありがとな！」

　礼を言うと、ジリアは青い目を丸くする。だがすぐに彼女はふっとはにかんだ。

「では、健闘を祈ります。私は外で仕事がありますので。……ああ、この仕事が終わったら、明日までは自由に競技祭を見て回っていいです。生徒有志の企画もあちこちで行われていますし、結構面白いはずですよ」

「おー、そりゃ楽しみだな。俺、校舎内とか入ったことないし」

「くれぐれも迷子にならないように。呼び出されて引き取りに行くのは面倒ですから」

「お前は俺をなんだと思ってるんだ……」

　苦味をたっぷり含んだ問いに、ジリアは青せい眸ぼうを軽く瞠みはって首を傾かしげた。答の代わりに白い手が伸びてきて、クレトの頭をふかふかと撫なでる。そのまま満足するまで彼を撫でたジリアは、ふっと笑え顔がおになると会え釈しやくして自分の仕事へ行ってしまった。

「なんなんだ、あいつは……」

　撫でられた頭を押さえて、クレトはぼやく。一人になった彼は、もみくちゃにされてしまう前に、急いで担当である第二試合場の副審についた。

　すり鉢ばち状の階段席のうち、前半分は既に観客や出場する生徒たちで埋まっている。試合前で落ち着かないのか、一番上の外周をふらふらさまよっている巨きよ人じん族の生徒もおり、クレトは黒い首輪を嵌はめたその生徒を、同情をもって眺ながめた。

　やがてざわついた空気の中、四つの試合場を見渡す演台に、老齢の教師が上がる。

「みな、準備はいいかな。──では、七〇五年度監獄競技大会、一日目トーナメント戦を開催する。羽目を外したくなる生徒もいるだろうが、自己責任でやるように」

　あっさりとした挨あい拶さつの終わりにかぶって、わっと歓声が上がった。上空でまた花火が上がり、無数の紙吹雪ふぶきが降ってくる。声援を背負って、四つの試合場に参加生徒たちが入ってきた。

　クレトは自分の担当する試合とは別の場所に、先だっての喧けん嘩かで侮ぶ辱じよくを受けていた羽う人じん族の少女がいるのに気づく。彼女は意を決した表情で触媒の剣を握りしめており、それを見たクレトは昨晩のジリアの話を思い出した。

　──あの少女もきっとまた、種族蔑べつ視しの中でもがく羽人族の一人だ。

　だがこの学校においては、力をもって己の意志を示すしかない。それが、外からかき集められた強者たちの生きる世界だ。

　クレトは口の中で「がんばれよ」と呟つぶやく。

　そして──苛か烈れつ極まるトーナメント戦が開幕した。




　四つの試合場で絶え間なくぶつかりあう魔法の光と拳撃。

　普段、門番の彼に対し降り注ぐ攻撃を、外野から眺めればこう見えるのかもしれない。

　ただそれよりももっと真剣味の混ざった生徒同士の戦闘は、大戦をくぐり抜けてきたクレトからしても、目を瞠みはる部分が多々あった。前衛と後衛、攻撃と防御を巧みに分担してのスリーマンセル、他種族とのチームワークは、確かに多くの可能性を秘めているのだと、流れ魔法に追尾されながらクレトは実感する。

「これ、もう少数戦闘では、昔のやつらより今の生徒の方が強いかもな……」

　大軍でぶつかりあうような戦争ではどうだかわからないが、どのチームも敵に回せば一筋縄ではいかない実力を持っている。あるチームは、巨人族の生徒が前衛で相手を受け止めている間に、後衛の羽人族が攻撃強化の詠えい唱しようをしており、他のチームでは魔法攻撃を主体にして、その隙すきを獣じゆう人じん族の前衛がカバーしていた。──前衛と後衛、役割分担を柔軟にこなし、お互いを補う彼らの練度はかなりの鍛たん錬れんを思わせる。

　第七試合が終わって休きゆう憩けいのアナウンスが入ると、クレトはあちこち穴だらけになった競技場を見回した。

「埋めたくなるな、これ……」

　身に染みついた習慣が「スコップを持て」とクレトにささやいてくるが、今の小さな体では門前領域さえも埋めきることができていない。彼は気になる数々の穴からかぶりを振って視線を逸そらし、その代わりに見慣れた三人組を見つけた。

　見学席の一番前で、ミャーが膝ひざを抱かかえてじたばたと転がっている。

「ねー、おやつ買いに行こうよー、力が出ないよー」

「だ、だめだってば！　もう休憩時間終わるんだから！　ロドも出かけようとしないで……！」

「いやだって、腹減ってちゃミャーが可哀かわい想そうだろ？」

「い、今は遅れると失格になっちゃうから！」

　力のないニアが双ふた子ごを引きずっていく様を見て、クレトは温かい気持ちになった。

「いやー……殿でん下か、がんばってるな……」

　これまでに三人の試合を何度か見ているが、彼らは今回の出場チームの中では五指に入る安定した戦いぶりだ。かなりの身体能力を見せるロドに、双子の連携でミャーが合わせる。そしてそんな二人の援護をそつなくこなしていくのがニアだ。

　魔法使いである彼女の戦い方は全般的に地味なものではあるが、見る者が見れば相当の地力と練度があるとわかる。ニアも本来の身分を隠しているため、あまり表立って全力は振るえないのだろう。だが実際のところ彼女は、教師のセウルを退かせることもできる実力者なのだ。

「大体、セーネと同程度の潜在能力っつーなら、少なく見積もっても腕輪生相当だろ……」

　それが現状、腕輪による制限を受けていないのだから、ニアにとって今の状態は数少ない特権に違いない。クレトはそんなことを考えながら、試合の準備をする生徒たちを眺ながめた。甲か斐い甲が斐いしく双子の支度を手伝うニアを横目に見て──だがクレトは、その数列後ろに、おかしな動きの生徒がいることに気づく。

「なんだありゃ」

　ふらふらと、左右に揺ゆれている男子生徒。

　灰色の耳から獣じゆう人じん族であることがわかる彼は、まるで壊れた玩具のように立ったまま上半身を揺らしている。これから試合があるのか、チームメイトらしき少女が心配そうにその肩を支えようとしているのが見えた。けれど、他の人間が異常に気づいている様子はない。クレトはちょうど近くを通りがかった整理員の女子生徒に声をかける。

「なあ、あそこの生徒、具合おかしいんじゃないか？　あの前から七列目の、黒い首輪つけた獣人族のやつ」

　たとえ体調が悪くても基本的には「全て自己責任」なのだろうが、あまりに様子がおかしいようなら試合に出るのも難しいはずだ。五種族混合の試合では、精神に作用する秘術を使う生徒もいる。術の影響が残っているなら無理をしない方がいい。

　整理員の生徒も、男子生徒の様子を一いち瞥べつして納なつ得とくしたらしく、「ありがとう、ぼく」とクレトの頭を撫なでた。そのまま彼女は足早に少年の方へと歩いていく。

　──そこで、試合再開を知らせる鐘かねが鳴った。

　周囲でぶらついていた生徒たちをかきわけ、ロドたち三人が彼の担当する試合場に入ってくる。先ほどまで駄だ々だをこねていたミャーは、小さな門番を見つけて嬉うれしそうに手を振った。その隣のロドは欠伸あくびを嚙かみ殺しており、彼らをまとめていたニアだけがぐったりとしている。ここまで快勝を続けている彼らチームの登場に、観客席からいくつも応援の声がかかった。

　主審である教師が、二つのチームを確認して手を上げる。

「揃そろっているな。──よし、はじめ！」

　あっさりとした開始の号令と共に、無言でロドが飛び出す。

　放たれた矢のごとき俊しゆん敏びんな動き。

　前衛である相手チームの少年は、その速さに反応できぬまま立ちつくしていた。

　巨きよ人じん族らしい少年の肩に、ロドの鋭するどい爪つめが振りかかる。獣人族の主武器である爪は、そうして開始早々、無防備な肩を切り裂くのだろうと思われた。

　しかしクレトはそこで──ふっと本能的な違和感を覚える。




　相手の少年は、反応できないのではなく、反応しないのではないか。




　なぜそんなことを思ったのか。おそらくそれは、歴戦が生んだ勘だ。

　そしてその勘の理由をクレトは遅れて自覚する。

「──首輪だ」

　少年の襟えり元もとから、黒い首輪が見えている。

　それはたった今、観客席で揺ゆれていた生徒がつけていたものと同じだ。もっと振り返れば、朝方石段の外側をふらついていた生徒も同じ首輪をしていた。──それだけでなく、他にもどこかで同じものを見た気がして、クレトはぞっとする。

「なんだあれ……ひょっとして普通の首輪じゃないのか？」

　ふらふらと不審な様子の生徒たち。もし彼らが揃ってつけている首輪が、魔法仕掛けのなにかなのだとしたら。もしかしてそれが生徒たちの様子をおかしくしている原因ではないのか。

　クレトは息を吞のんで目の前の試合を注視する。

　振りかかる攻撃を避よけようともしなかった少年の肩に、ロドの爪が食いこんだ。それは固い筋肉に当たって止まり──だがそれよりもロドは、泥人形のような反応に顔を顰しかめていた。

　首輪の少年は、まったく表情を変えぬまま、ゆらりと彼の頭に手を伸ばす。つかまれれば頭ず蓋がいをひねり潰つぶすのだろうその手を、ロドは身をひねってかわした。彼は相手の少年を蹴けりつけて強引に自分の爪つめを引き抜くと、距離を取って構えなおす。

「なんだ？　こいつ……」

「ロ、ロド！」

　ニアの警告の声は、相手チームのもう一人の少年が動いたがためのものだ。二人目の巨きよ人じん族である少年は、ロドには見向きもせずミャーへと向かっていく。その動きは獣じゆう人じん族の双ふた子ごに比べて鈍どん重じゆうすぎるものだが、無表情の少年は牽けん制せいの攻撃にも魔法にもまったく怯ひるまない。そして彼の首には──一人目と同じ首輪が見えた。

　二人目の少年は、顎あご先さきを蹴り上げてくるミャーの足をつかむと、彼女の体を軽々と振り上げる。

　──そのまま、微み塵じんの手加減もなく地面へと叩たたきつけた。

　クレトとロドが、同時に少女の名を叫さけぶ。

「ミャー！」

　地面にぶつかる直前、咄とつ嗟さに彼女が頭を抱かかえるのは見えたが、無事でいるのかはわからない。その上、巨人族の少年は彼女の足を離さないままだ。ミャーをつかんだ腕をもう一度上げようとする彼の肩に、炎の槍やりが突き刺さる。

「か、彼女を放しなさい！」

　ニアの放った魔法は、だがそれ以上燃え上がる前に、相手チームの最後の一人、純人間の少女によってかき消された。他の二人と同じく黒い首輪を嵌はめている少女は、しかしチームメイトの少年たちとは違い、苦痛を堪こらえるように顔を顰しかめている。その間にも、二人の巨人族は執しつ拗ようにミャーを狙ねらってきており、ロドは妹を取り返そうと鋭するどい攻撃を繰り返していた。

「ざけんな、てめえら！　ミャー離せっつってんだろ！　気持ち悪ぃ！」

　ロドの罵ば声せいに、主審の教師も顔を険しくする。観客席からいくつものブーイングが飛んだ。

「なにやってんだよー」

「早くやっちゃえ！」

　盛り上がった気分のまま野次を飛ばす生徒と、雰ふん囲い気きのおかしさに眉まゆを寄せる生徒。

　──一見、ただの試合のようだが、この場に漂う空気は異常だ。

　相手チームの少年からして、いくら巨人族が痛みに鈍感だといっても、肉を抉えぐり取るほどの攻撃にまったく反応しないのは常じよう軌きを逸いつしている。今はロドとニアが致命的な事態を防ぎ続けているが、標的になっているミャーが、いつ頭を砕くだかれてしまわないともわからない。

　ロドの攻撃に血を撒まき散らせながらも、ミャーに固こ執しつする少年たちを見て、クレトは呟つぶやいた。

「これ、止めた方がいいんじゃないか……？」

　今まで凄せい惨さんな試合がなかったわけではないが、今回は明らかに生徒たちの様子が異常だ。主審と相談するかクレトが逡しゆん巡じゆんしていると──不意に、背後から涼やかな少女の声がかかった。

「大丈夫、普通の戦術だよ。だってあの三人の中では、獣人族の彼女が一番弱いでしょ。チーム戦なら穴をねらうのは当然だから」

「……へ？」

　初めて聞く声。

　だが、どこかで聞いたことがある気もする声だ。

　一体いつ後ろに立たれたのか、クレトは緊張しつつも声の主を振り返る。

　そして、ある意味予想していた相手に息を吞のんだ。




　──そこに立っていたのは、例の銀髪の少女だ。




　赤いネクタイにブレザー姿の制服。儚はかなげな美び貌ぼうは間近で見ると一層際立って凄せい艶えんだ。

　華きや奢しやな肢し体たいの持つ、消え去りそうな線の細さは、けれど彼女の纏まとう余裕に満ちた空気によって、少しの弱々しさも感じさせてこない。むしろ初めて屋上にいるところを見た時と同じ、得体の知れなさが肌にひしひしと伝わってくる。

　少女はクレトと目が合うと、愛らしく首を傾けた。その細い手首には黒い腕輪が嵌はめられており、表面には青く光る魔法の紋様がぎっしりと刻まれている。

「こんにちは、門番さん」

　彼女は柔らかく微笑する。

　声と同じく、どこかでその顔も見た気がした。屋上でではない。もっと前に、別のところでだ。だが、それがどこだったのかどうしても思い出せない。

　ただ、ジリアが期待していたのとは違って、少女は幽霊でもなんでもなかった。確かに実体があるとわかる彼女は、驚くクレトに人なつこい笑え顔がおを向ける。

「どうしたの、門番さん？　腕輪生相手なら、これくらいしないと勝負にならないよ」

「腕輪生？　誰のことだよ」

　少女はその問いに、微笑して彼の背後を指さす。

　振り返ったクレトの見たものは、巨きよ人じん族の少年の手からミャーを取り戻すロドの姿だ。

　ほんの数秒の間に、よほど激しい応おう酬しゆうをしたのだろう。着ていたジャージはずたずたになって、体毛の生えた手から右肩までがむき出しになっている。

　──そしてその手首には、無骨な黒と銀の腕輪が嵌められていた。

「あれ、あいつ……」

　今までクレトは、ロドが腕まくりしたところなど見たことがなかった。

　だから知らなかったのだ。──彼もまた、「腕輪生」と呼ばれる生徒なのだと。

　ディサロス・シアンがロドのことを知っていた理由、そしてジリアが彼を「有名人だ」と言っていた理由がわかって、クレトは呆あつ気けに取られる。銀髪の少女が明るく結論づけた。

「ロド・ゼニスはね、腕輪生の一人なの。大戦時の種族英雄の血を引く一人。獣じゆう人じん族の中では名門の分家出身なんだよ」

「種族英雄って……あ、あの双ふた子ごの子孫か！」

　七十年前、一いつ瞬しゆんだけ戦った獣じゆう人じん族の双子を、クレトは思い出す。ロドやミャーの屈くつ託たくのない様子から、あの不気味な種族英雄たちは連想しづらいが、言われてみればクレトの腹を蹴け破やぶった三つ子の方は、どことなく似た雰ふん囲い気きを持っていた。腑ふに落ちた気分を味わうクレトに、少女は笑って頷うなずく。

「そう、だからきっと大丈夫。なにも心配しなくていいよ、門番さん」

　少女の手が、クレトの頭を撫なでる。手首に嵌はめられた腕輪がわずかに重みを伝え、クレトは彼女を見上げようと首をひねった。

　だがその目が彼女を捉とらえる前に──奇声と共に、横から獣人族の少年が飛びかかってくる。

「なんだ!?」

　少女の体をかばって、クレトは咄とつ嗟さに右へと跳ぶ。目の前の地面に鋭い爪つめが突き刺さった。

　低いうなり声。四つ這ばいになって肩を揺ゆらしている少年は、ついさっきクレトが「具合が悪そうだから」と整理員に対処を任せた生徒だ。

　焦しよう点てんの合わない目が彼を捉える。一瞬の空白は、すぐに言葉にならない叫さけびに取って代わられた。灰色の耳の少年は、口から涎よだれを撒まき散らしつつクレトに爪を振るってくる。

　その攻撃を避よけて大きく飛び下がった門番は、近くに佇たたずんだままの少女に叫んだ。

「離れとけ！　こいつ、様子がおかしい！」

　少年の襟えり元もとからは黒い首輪が覗のぞいている。その表面にはうっすらと青い魔法の紋様が浮かんでおり、発光しているその様は、なんらかの効果が発揮されている最中であることを示していた。少女は困ったように微ほほ笑えむと、素直に頷いて観客席の前まで下がる。

　それを確認して、クレトは小さな体で構えなおした。五歳児大の門番に対し、獣人族の少年は牙きばをむき出しにして威い嚇かくする。周囲の喧けん噪そうはだが、隣の試合場を中心にして沸き立つばかりであり、誰も少年の異常には気づかないままだ。

　生徒たちの注目を浴びながら、ロドは相変わらずミャーをかばって戦っている。主審の教師は困惑顔で、止めに入る機を見いだせていないようだった。

　自身も間断ない攻撃を避よけ続けながら、クレトは周囲に向かい声を張り上げる。

「試合を止めろ！　あの首輪はおかしい！」

　だが、その忠告も子供の声とあってたちまち周囲の熱気に吸いこまれて消える。

「くそ……ジリアがいればな……」

　藁わらにも縋すがる気持ちでクレトは競技場を見回したが、指輪生の少女の姿は見当たらない。代わりに、厳しい表情のニアと目が合った。触媒の剣を構えた彼女は、クレトに向かってなにかを叫ぼうと口を開きかける。

　しかしそれよりも早く、どこからかよく通る声が謳うたった。




「──踊れ」




　空気が変わる。

　発された声を起点として、なにかが生まれ、波紋のように広がっていく。

　だがそれは、気圧の変化などという生易しいものではない。もっとどろりとおぞましく、圧倒的に厭いやらしい──ただの力だ。

「ちょ……っ、誰だこんな時に……！」

　クレトは全身が総毛だつのを感じながら、反射的に歯を食いしばり目を閉じた。体だけが、身に染みついた動きで少年の爪つめを避よけて跳とぶ。クレトは意識を閉じ、内へ内へと集中させた。

　──かつて味わったものと同種のこの力は、おそらく羽う人じん族の使う秘術だ。

　種族英雄の双ふた子ごと戦場でぶつかった際に、横合いから襲ってきたもの。あの時浸食してきた無色の波も、やはりぞっと背筋を凍らせるような、圧倒的な禍まが々まがしさに満ちていた。

　ただ、テレシアの助けを借りて逃れたあの時とは違い、今のクレトの精神はセーネの作った精神核の中だ。認識を変えられる程度の秘術であれば効くが、傀かい儡らいにされるような、精神の完全な変質までは効果が及ばない。

　視界を閉ざし、感覚を切り離して精神支配をやり過ごしたクレトは、しかし競技場の中で次々上がる咆ほう哮こうに舌打ちした。唐とう突とつに始まったいくつもの狂乱を、彼はぐるりと見回す。

「……おいおい、まじか」

　競技場の只ただ中なかに、重い音を立てて巨大な火柱が上がる。

　周囲では土つち埃ぼこりを上げて旋せん風ぷうが吹き荒れ、舞い上げられた石いし礫つぶてが、無差別に生徒たちの顔や手に傷を走らせた。次々と上がる炸さく裂れつ音に、いくつもの悲鳴と怒声が続く。

　あちこちで飛び散る鮮血。鈍にぶい音を立てて、競技場の壁に鋭するどい巨石が突き刺さった。ばらばらと砕くだけ散った破片が観客席に降り注ぐ。

　ほんの数十秒の間に一変した景色に、クレトは啞あ然ぜんとした。

「なんなんだよ、これは……」

　──異常な動きをしているのは、もはや彼に襲いかかってきた少年だけではない。

　外周の最上段では、黒い首輪を嵌はめた巨きよ人じん族が片端から他の生徒を薙なぎ払おうと暴れ狂っている。別の試合場では、純人間の少年が頭を抱かかえて絶ぜつ叫きようしながら、辺りに熱波を撒まき散らしていた。狂笑を上げる獣じゆう人じん族の少女の周りには、チームメイトらしき別の少女が倒れている。

「これは……」

　──あの首輪が支配の鍵かぎになっているとしたら、一体どれだけの生徒に嵌められているのか。

　呆ぼう然ぜんとしかけたクレトは、肩肉を抉えぐり取ろうとする爪つめに気づいてあわてて飛び退のいた。正気を失って見える相手から距離を取りつつ、拡大していく混乱に言葉を失なくす。

　だが彼はすぐに我に返ると、自分の担当していた試合場を振り返った。

「ミャー！　ニア！」

　彼女たち三人が対戦していたチームは、見間違いでなければ全員が首輪をつけていたのだ。

　今の変化が試合にどんな影響をもたらしたのか、クレトは青ざめて彼女たちの姿を探した。

　直後、間の抜けた叫さけび声が上がる。

「ぎゃー！」

　高く、空中に撥はね上げられた少女の影。

　長身の巨きよ人じん族よりもずっと高い空に投げ飛ばされたミャーは、だが悲鳴とは裏腹に、危なげない様子で膝ひざを抱かかえていた。そのままくるくると回転すると、体重を感じさせない身軽さで土煙の中、着地する。遊びに参加する子供のように、ミャーは再び嬉き々きとして対戦相手である少年の背へと向かっていった。

　ちょうど妹と相手を挟きよう撃げきする形になったロドが、鋭するどく叫ぶ。

「無理すんな、ミャー！　ニアもいいから逃げてろ！」

　ロドの後方で唇くちびるを嚙かむニアは、流れ弾だまがかすったのか体操着の左半分が焼け爛ただれている。普通の身体能力しかない彼女は、優秀な魔法使いであっても立ち回り自体は得意ではないのだ。みるみる広がる混戦の中にあって、力を抑えた魔法を使っているせいか、今にも埋もれて流されてしまいそうだった。

　クレトはほんの短い間に「双ふた子ごは大丈夫だ」と判断すると、素早く反転した。乱闘の隙すき間まを縫って、よろめきかけたニアに駆かけ寄る。

「ニア！　ちょいここから離れるぞ！」

「も、門番さん」

　場を収拾するにも、なにか問題が起きてからでは遅い。この場合、貴人である彼女の安全は最低限守るべき要素だ。そして強力な魔法使いである彼女の協力が得られれば、無作為な秘術を打ち破れるかもしれない。

　小さなクレトに手を引かれて、ニアはわたわたと混戦の中を駆け出す。

「も、門番さん、これって……」

「多分あの黒い首輪が原因だ。それに加えて誰かが秘術を使ったらしい。結構まずいぞ」

　巨大な競技場の中は、時を追うごとに混乱が増していっている。大イベントということで、集まっていた生徒たちも数百人近いのだ。その全員が混戦に参加することにでもなれば、普段の門前乱闘の規模を軽く凌りよう駕がする。死人が出てもおかしくないほどだ。

　吹き抜けの天井に、赤い雲が生み出されつつあるのに気づいて、クレトは戦せん慄りつした。同様に上を見たニアが、ふっと息を吐はくと触媒の剣を一いつ閃せんさせる。

「散れ──」

　ささやくような詠えい唱しようは、けれど鋭するどい光帯となって空へと駆け上った。形成されかけていた赤雲が核を貫かれ散り散りになる。その様子を確認したニアは息を緩め──だが彼女の背に、正気を失った獣じゆう人じん族の少年が追いついた。

「……っ！」

　ニア自身は反応できない角度からの攻撃。

　触れれば脆もろい体を切り裂いたであろう獣じゆう爪そうを、半歩前にいたクレトは一いち瞥べつし──

「邪じや魔まだっつの」

　軽く左手で逸そらした。

　同時に足を払われた少年は、半回転して顔から地面に落ちる。先ほどから自分を狙ねらってきていた少年を、クレトはついでのように蹴けりつけると気絶させた。

「こりゃきりがないな……」

　競技場の中も、正気の人間の方がずっと多いのだろうが、一度火のついた騒さわぎはたやすく収まりそうにはない。再びどこからか石いし礫つぶてを含んだ火柱が上がり、その炎が、空中に残っていた赤雲の欠片かけらとぶつかった。溶けた岩石が、重みに耐えきれず灼しやく熱ねつの滴しずくとなって、混戦の真上へ落ちかけようとする。

　ニアがはっと顔を上げ──だがその赤せき熱ねつは、空中で青い光条と衝突し、華はなやかな飛沫しぶきを上げた。耳馴な染じんだ声がクレトの背後でぼやく。

「これは何の騒ぎですか……！」

「ジリア！」

　現れたジリアは、ここまで駆かけてきたのか、抜いた突剣を手に軽く息を切らせている。

　広い競技場を飲みこみつつある混こん沌とんは、会場の外にまで洩もれ出したのだろう。あわてて見にきたらしい指輪生の少女は、クレトと、彼が手を引いているニアを見て、むすっとした。

　──だが不満げなその顔は、彼女が視線を上げた直後、驚きの硬直に取って代わられる。

「……え、あれ？」

「お、どうした？」

「…………今、のは」

　ぽつりと呟つぶやく彼女の目は、クレトを見てはいない。彼の頭上を越えてその先を注視している。

　クレトはつられて背後を振り返ったが、どこもかしこも錯さく綜そうする生徒たちしか見えない。

　そう口にしようとした時、けれど彼の脇わきをすり抜けて、突とつ如じよジリアが駆け出した。

「え？　ちょ、ジリア」

　クレトはあわてて少女の袖をつかもうとしたが、その時には既に、ジリアの青い髪は混戦の中に消えている。一体なにを見つけたのか──呆ぼう然ぜんとしかけるクレトの手をニアが引っ張った。

「行きましょう、門番さん！」

「って、でも……」

「ジリア・シィースが見つけたものが、この騒そう動どうの鍵かぎかもしれません。彼女は羽う人じん族ですから」

「……あ、なるほど」

　今この事態を引き起こしたものが羽う人じん族の操あやつる秘術であるなら、彼ら二人よりもずっとジリアの方が詳しいはずだ。納なつ得とくしながらも、だが生徒たちの混乱を見て迷うクレトに、ニアは再び短剣を振るう。

「大丈夫です──クレト・ダラス」

　落ち着いた王女の声。少女の剣先から肌を焼く熱気が生み出される。

　それは螺ら旋せんの突風とあって生徒たちを退かせながら、緩やかな進路を描えがいて競技場の入口に伸びた。そして──一人の青年にぶつかって消え去る。
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　熱や冷気をものともしない硬こう肌きを持つ竜りゆう人じん族。

　在校生の中でも「強すぎる」と言われる彼を示して、ニアはささやく。

「彼が来ました。あとは任せましょう」

　まるでその言葉が聞こえたかのように、ディサロス・シアンはひらけた道の先にクレトを見つけると、重々しく頷うなずいた。







　危あやうく見失ったかと思ったジリアの姿だが、彼女自身も混乱に阻はばまれて、そう速くは走れなかったようだ。別の出口から出ていく少女の背を、クレトは人混みの先に見つけることができた。子供の体を人波に飲まれかけながら、クレトは錯綜する生徒たちの間をすり抜けていく。

　そうしてニアをかばいながら観客席の切れ目を抜けた彼は、ようやく競技場の裏へと出た。こちら側はまだ中の混乱についてよくわかっていないらしく、焼き串ぐしを手にした数人の生徒が、不思議そうな顔で立ちつくしている。

　クレトはそのうちの一人に駆かけ寄った。

「な、おい。今、ジリアが出てこなかったか？　いつも俺と一いつ緒しよにいる指輪生のやつ！」

「あ、うん、来たけど……」

　焼き串を手にした女子生徒が、競技場よりも更に奥、北の方角を指さした。

「あっち走ってったよ。誰か追いかけてたみたい」

「まじか……。ありがとな！」

　普段は冷静だが、ジリアは熱くなると周りが見えなくなる節ふしがある。以前もそうして単身敵を追いかけていってしまったのだ。

　クレトは迷わず示された方角へと走り出した。ニアがあわててその後に続く。

「ミニ門番がんばれー」

「おう！　お前らも避難しとけ！　中やばいから！」

　言ってから逆効果かとも思ったが、今はそれを気にしている余裕はない。競技場も、秘術によって狂ってしまった生徒さえ鎮ちん圧あつできれば、あとはいつものバトルロイヤルだ。トーナメント試合という枠組みで戦うよりも、ロドやミャーはうまく動けるだろう。

　クレトは自分にそう言い聞かせて、短い足を必死に前へと進める。

　少なくとも、ジリアの走る速度は、今のクレトより遅くはないらしい。小さな門番と王女である生徒は、姿の見えない彼女を追って広い敷地を奥へと向かった。

　やがて競技場を離れた二人は、いくつかの倉庫が等間隔に並ぶ場所へとたどりつく。

　詰所の数倍はある大きな倉庫の一つ、錠じよう前まえのかかった扉の前に立ちつくしているジリアを見つけ、クレトは息を整えながら歩み寄った。

「よし、追いついたぞ……なに見つけたんだ、ジリア」

「…………」

　横からクレトが覗のぞきこむと、ジリアは呆ぼう然ぜんと目を見開いたまま、自分の足あし下もとを見つめている。

　まるで焦しよう点てんの合っていない瞳ひとみに、クレトは訝いぶかしさを覚えて彼女の正面で手を振った。

「おい、ジリア？」

　まさか彼女も正気ではなくなっているのか。クレトはひやりと背を伝うものを感じたが、ジリアは普段とはまったく異なる鈍どん重じゆうさで、視線を彼へと合わせた。かすれた声が絞しぼり出される。

「…………クレト」

「どうした」

　明らかに様子がおかしい。

　透すき通る双そう眸ぼうには正気の色が見えたが、普段冷徹な彼女の表情は、嵐の湖面のようにさざめいて揺ゆらいでいた。クレトはもう一度、背伸びして小さな手を彼女の前で振る。

「こら、ジリア。しっかりしろ。幽霊にでも会ったのか」

　そうだとしたらもっといきいきしているはずだと思ったが、他に言いようもない。

　ジリアは「幽霊」の言葉を聞いて、びくりと体を震わせた。彼女は一度、ゆっくりと瞼まぶたを下ろすと──深い息を吐はく。

「……え、ええ……私、どうやら幽霊を見たようです」

　そう言ってクレトを見やるジリアは、顔色こそ悪いものの普段の彼女と同じであるように見える。軽くかぶりを振る彼女に、クレトは自分でも不思議なほど安あん堵どした。

「なんだそりゃ、心配すんだろ。怪談好きもほどほどにしろ」

「すみません……。確かに見たと思ったのですが……」

　ジリアはそう言って倉庫の扉を一いち瞥べつしたが、扉にかけられた錠じよう前まえはがっちりと閉まっている。それは並んでいる他の倉庫も同様のようで、辺りを見回したニアがおずおずと切り出した。

「な、なにを見たんですか？　わたしも手分けして探しますから」

「それは……見間違いかもしれません。ここまで来て見失いましたから……」

「見失ったって？」

　いつになく歯切れが悪いジリアは、美しい顔を顰しかめる。そのまま沈ちん黙もくしてしまうかとも思えた彼女は、けれどすぐに口を開いた。

「女子生徒です。おそらく羽う人じん族の……でも、うちの生徒じゃありません」

「へ？　なんだそりゃ。女子生徒なのにうちの生徒じゃないって」

　言いながら、だがクレトは似たやりとりを、最近彼女としたのだと思い出していた。

　クレトが見かけた銀髪の少女──おそらく羽人族と思おぼしき彼女を、ジリアは「そんな生徒はこの学校にいない」と言いきったのだ。ならばジリアが追ってきたのも例の少女ではないのか。──そこまで考えたクレトの脳のう裏りに、ふっと別の記憶がよぎる。

「そういやここ……お前に聞いたあの怪談の場所か」

「あ……」

　いくら怪談に興味がなくとも、一時間も聞かされれば覚えてしまう。そして、問題であるのはその内容だ。ジリアも同じことに気づいたらしく二人は顔を見あわせる。

「なあ、例の怪談って確か、ここの倉庫の裏に……」

「地下に続く穴があいていた──です」

　はたしてそれが正答なのか。三人は半信半疑ながらも、誰からともなく倉庫の裏へと駆かけ出す。まもなく二つ目の倉庫のすぐ裏を調べていたニアが、両手を上げて二人を呼んだ。

「こ、ここ、なにかあります！」

「お！　ナイス、ニア！」

　言われて駆かけ寄ったクレトが見たものは、なんの変哲もないただの地面だ。軽く蹴けってみても硬い感触が返ってくるだけで、特に不審なところはない。

　だが、ニアが詠えい唱しようと共に剣を一振りすると、様子は一変した。

「これは……」

「石板？」

　今のクレトの身長よりも大きい、真四角の白い石板が、地面に埋めこまれている。

　よく磨かれた表面には、擬装用の魔法か複雑な紋様が刻まれており──その中には、ディアテの紋章も混ざっていた。

「ってことはこれ、国の設備かなんかか？」

　厳密に言えば、監獄学校の建築物全てがディアテの設備であるはずだが、それら全てに国の紋章が入っているわけではない。ならばこれは、ディアテにとって特別な意味を持つ石板ということだろう。ジリアが紋章の下に刻まれている数字を読み上げる。

「ディアテ暦七〇一年度……。四年前ですね。怪談で目撃情報があった時期と一致しています」

「じゃあその頃作られたってわけか。結構新しいな」

「こ、これ、あけられるみたいですよ！」

　ニアの言うとおり、石板の下にはよく見るとレールが敷いてある。三人は協力して、大きな石版を横へとずらした。出てきたものは予想通り、地下へと続く階段だ。

「……深いな」

　まっすぐに伸びている階段は、下に下りるほど闇やみに沈んで、先がよく見えない。まさか地下牢ろう獄ごくに続くほど伸びてはいないだろうが、なんの準備もせず踏ふみこんでいいかどうかは不明だ。クレトは闇の先を見み据すえて逡しゆん巡じゆんする。

「こりゃ……ジリアたちを置いてから来た方がいいか……？」

　なにがあるかわからない場所に、少女たちを連れていくのは危険な気がする。だがクレトがほんの数秒迷っている間に、剣先に明かりを灯ともしたジリアが迷いもせず階段を下り始めた。ほんの数段下ったところで、彼女は振り返って二人の驚いた顔を見上げる。

「すみません……行かせてください」

　焦しよう燥そうを含んだ決然。競技場を飛び出した時と同じ、なにかに突き動かされるように先へと進む彼女に、クレトは多くの言葉を飲みこんだ。

「……わかった。でも俺も行くからな」

　彼が隣を見ると、ニアも頷うなずく。クレトは埃ほこりの積もる階段を下ると、驚くジリアに並んだ。

「んじゃ、足あし下もとに気をつけて行くぞ……あ、危ないからお前たちは後ろにいろ」

「危ないからって。あなたこそ五歳児なんですから、気をつけてください」

「五歳児言うな。多分そろそろ体は直る」

「小さいの可愛かわいいと思うんですけどね……」

　少女の手がまたクレトの頭をふかふかと撫なでる。その仕草は、いくらか普段の彼女に戻ったようで、クレトを安心させた。彼は気を取りなおすと、少女たちの二段先を下り始める。

「なんかこれ、懐かしいな……」

　ジリアの灯ともす光を頼りに、地下へと進んでいく道行きは、否いやが応でもこの間の一件を思い出させる。

　ただあの時と決定的に違うのは、直線的に伸びる階段が、おおよそ二階分を下りたところで広い通路になったことだ。天井に余裕ができたことで、ジリアはランタン代わりの剣を高く掲げた。見える範囲が広がり、三人は落ち着いて辺りの様子を探さぐる。

「なんというか……ずいぶん放置されていた場所のようですね……」

　ジリアの言うとおり、通路の床には埃ほこりが積もり、壁の燭しよく台だいは錆さびついて蜘く蛛もの巣がかかっていた。長く手が入れられていなかったらしい通路は、だがある一点で彼らの目を引く。

　ニアの持つ剣先が、床の上を示した。

「足跡……は二人分ですか」

「そのようですね……。大きさが違います」

　──通路の埃の上に残っている二人分の足跡。

　どちらも奥へと続いているそれらは、片方は女子の制靴のようで、もう片方はその半分くらいの大きさの、小さな三角と丸い点でできた足跡だ。

　足跡を残した二人は同時に踏ふみ入っているわけではないらしく、制靴の足跡が真新しいのに対し、小さな足跡の上には更にうっすら埃がつもっていた。

　光の届かぬ通路の先を、クレトは見つめる。

「ジリアの見た幽霊生徒が、この大きい方の足跡の持ち主……か？」

「素直に考えればそうでしょうね……。小さな靴を履はいて中に踏み入った後、適当なところで大きな靴に履き替え後ろ向きに歩いてここを出ていった、という可能性もありますが」

「どんだけお前はひねくれてるんだ！」

　本当に幽霊がそんなことをしていたなら、理り不ふ尽じんにも程がある。クレトは二人分の足跡を目でたどって頷うなずいた。

「ま、とりあえず奥見に行ってみるか」

「ですね」

　地下にあるせいか、石の通路はひんやりと肌寒い。ジリアは、ニアが軽く身を縮ちぢこめたことに気づくと、自分のブレザーを脱いで彼女に羽織らせた。焼け爛ただれた体操着の下から肩が見えかけていたニアは、小さくなって礼を言う。

　白いシャツだけになったジリアの背は、光の加減か薄く光る羽が透すけて見える気がして、クレトは視線を逸そらすとさっさと歩き出した。







　分かれ道のない通路はまもなく、一つの扉に突き当たる。

「ここにもディアテの紋章か……」

　地下牢ろう獄ごくに続く扉よりも小さいそれは、だがやはり国の紋章が刻みこまれていた。

　クレトは思わずニアを振り返るが、彼女は張りつめた表情でかぶりを振る。王女も知らない国の設備に、クレトは嫌いやな予感を募つのらせた。

「開けるぞ」

　鍵かぎがかかっているかとも思ったが、クレトが力をこめると、扉はあっさり奥へと開く。

　──その先にあったものは、ホールのようにも見える円形のだだっ広い部屋だ。

　白い石床の上には、複雑な魔法の紋様が精密に彫りこまれている。部屋いっぱいに広がるそれは、クレトにはなんのためのものだかわからないが、これだけの大きさを有する魔法紋様自体、尋じん常じようなものではありえない。それは魔法使いである二人の少女も同意見のようで、ジリアとニアは、半分以上が暗くら闇やみに没している魔法陣を絶句して見つめていた。

　硬直からほんの少しだけ早く逃れ出たジリアが、光の灯ともった剣を下ろす。

「これは……何でしょう。クレト、知ってます？」

「安心しろ。俺も知らないしわからない」

「それでどうして安心しろと……」

　ジリアの言い分はもっともだが、わからないものはわからない。セーネであれば見ただけで効果を読みとれるのかもしれないが、クレトにはまず無理だ。

　彼は試しに紋様の一番外側をそっと踏ふんでみる。しばらく待って、なにも起こらないことを確認し、クレトは先へと踏み出した。

「とりあえず、この部屋一通り調べてみるか」

「──あれ、他の人も来ちゃったの？」

　屈託のない少女の声は、ジリアのものでもニアのものでもない。

　穏やかで、けれどどこか無む邪じや気きさを含んだ声は、幽霊のものにも聞こえなかった。

　正面の暗闇から投げかけられた言葉に、ジリアが息をつめて硬直する。ニアが素早く触媒の剣を構えた。彼女たちの一歩前で、クレトは足跡の続く先へと叫さけぶ。

「おい、そこでなにしてる！　お前誰だ！」

　このような地下に、一体誰がいるというのか。

　乱暴な誰何すいかに、少女は答えない。

　代わりに空間には、白い光が溢あふれた。







「うおっ、眩まぶしっ！」

　暗がりに慣れていた目に、痛いほど光が突き刺さる。

　魔法の仕掛けでもあったのか、突とつ如じよ煌こう々こうと辺りを照らし出され、クレトは顔を押さえてのけぞった。意表を突かれたのはニアも同じだったらしく、背後で小さな悲鳴が聞こえる。

　だがそれは攻撃の類たぐいでもなんでもない。クレトは片目を押さえ、残る目で部屋の奥を見た。

　壁に並ぶ燭しよく台だい全てに、魔法の白い光が灯ともっている。

　全ぜん貌ぼうを照らし出された室内には、数百歩に及ぶ直径の魔法陣が設置されており、その中心には儀式に使うような無骨な石の祭さい壇だんが置かれていた。

　灰色の祭壇には、銀髪の少女が足を揃そろえて座っている。今までにも何度か見た腕輪の少女、そしておそらくはジリアが追ってきたのであろう彼女は、一切の引け目を感じさせない笑え顔がおを三人に見せた。

「あらためまして、こんにちは。……それとも、久しぶりと言った方がいいかな」

「久しぶり？」

　久しぶりと言われても、さっき競技場で会ったばかりだ。だがそこで彼は、隣にいるはずのジリアが沈ちん黙もくしたままであることに気づいた。クレトは下から覗のぞきこむ形で少女を仰あおぐ。

　──彼女はその時、呆ぼう然ぜんと立ちつくして、祭壇に座る少女を見ていた。

「……おい、ジリア」

　そっとうかがうように、クレトは彼女の名を呼ぶ。

　だがジリアは微動だにしない。いつでも毅き然ぜんとして見える指輪生の少女は、今はなぜか作りかけの彫像のように、表情から凝り固まってしまっていた。

　銀髪の少女は、そんなジリアを見て嬉うれしそうに笑う。

「やっぱり驚くよね。でも、ちゃんと現実だよ、ジリア」

　少女はすらりと長い足を床に下ろし、立ち上がる。

　ジリアよりも少し高い身長。ブレザーを着たその背に、薄うす羽はねが広がる幻をクレトは見た。

　彼は指輪生の少女にささやく。

「あいつと知り合いか？」

　──同じ種族。同じ年頃。

　顔見知りでもおかしくない、と思う以上に、ジリアの反応が明らかに異常だ。

　当然の確認をする彼に、少女は数秒の後のち、小さく頷うなずく。かすれた溜ため息いきが淀よどむ空気に尾を引いた。

「ええ……彼女は羽う人じん族で……名をルルゥ・エンシズと言います」

　表情に困って、ジリアは告げる。

「私の死んだはずの、幼おさな馴な染じみです」







　ルルゥ・エンシズという名は、クレトも以前聞いたことがある。

　忘れてはいない。それは他でもない、ジリアが監獄学校に入学するきっかけとなった人物だからだ。幼おさな馴な染じみであり、優れた力によって羽う人じん族の選抜首席であった少女。

　だが彼女は死んだはずなのだ。入学直前に。だからジリアが繰り上げで入学した。

　──その事実をジリアはずっと負って、今まで努力してきた。







「あ……あー！　道理で！　見たことある気がすると思った！」

　無ぶ遠えん慮りよな納なつ得とくの声をクレトは上げる。今まで不思議な少女を見て、どことなく既視感を覚えていたのも当然だ。ルルゥの顔も声も、幼い頃のものではあるが、ジリアの記憶の中で見たことがあったのだから。だがそこでクレトは首をひねる。

「あれ……なんで生きてるんだ。まさか本当に幽霊なのか？」

　クレトも七十年以上生きているが、幽霊が実在するという話は聞いたことがない。

　間の抜けた疑問に、ルルゥ・エンシズはくすくすと可お笑かしそうに笑った。

「幽霊だったら喜んでくれそうだけど、残念ながら違うかな。わたしは生きて、ここにいるよ。安心して、ジリア」

　繰り返し言い聞かせるように、少女は謳うたう。その声と笑え顔がおは、クレトが見たものよりも幾分大人びて、だが芯は変わっていないようだ。困惑で寄せられていたジリアの眉まゆ根ねが緩む。

「本当に……ルルゥなんですか？」

「うん。触さわってみる？」

　屈託なく差し出された手に、クレトはかつての彼女の姿を重ね見た。

『おいで、ジリア』

「──大丈夫だよ、ジリア」

　あの日の子供と同じく、そう言われたジリアは、じっと少女の手を見つめる。

　感情を定めるまでに数秒。そして震える息がかすかに零こぼれた。

「ルルゥ…………また、会えるなんて」

　涙のにじむ目が、もはや会えないはずだった幼おさな馴な染じみを映す。美しい顔が泣き出すのをこらえてくしゃりと歪ゆがんだ。ジリアは急いで目をこすると、かすれた声で言う。

「お、教えてください、あなたのこと。何があったのか……どうしてここにいるのかも、全部」

　死んだはずの人間が生きていた──その意味することは一つだ。蘇そ生せい術などどんな魔法にも存在しない。つまり彼女は、本当は死んではいなかったのだろう。

　ならばなぜ、そのようなことになったのか。数年の空白を埋めようとする質問に、ジリアの後ろでクレトとニアは顔を見あわせた。

　ルルゥ・エンシズは、にっこり笑って頷うなずく。

「最初からそのつもりだよ、ジリア。そのために、あなたにここを見せたんだから」

　突とつ如じよ現れた羽う人じん族の少女は、広い円形の広間を指し示した。つられてクレトもまた謎なぞの空間を見回す。自分や、生徒も知らぬ学校の情報を、なぜこの少女が知っているというのか──。

　転がり出しそうな疑問に応えるように、ルルゥ・エンシズは堂々と言を紡つむぐ。

「わたしはルルゥ。羽人族のルルゥ・エンシズ。──わたしは、ディアテがこの学校に押しこめた欺ぎ瞞まんを暴きにきたんだよ」
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　学校に押しこめられた欺瞞、と言われて、ジリアとニアは同時にクレトを見る。

　その視線に彼はげっそりして顔の前で手を振った。

「俺を見るな……この部屋のこと全然知らないし……」

「いやだって、あなたのこと以外にまだ何かあるんですか、この学校……」

「俺も知りたいから黙だまって幼おさな馴な染じみの話を聞け」

　クレトもニアも心当たりがないのでは、正直言ってお手上げだ。間の抜けたやりとりが聞こえたらしく、祭さい壇だん前のルルゥは鈴を振る声で笑う。

「知らなくても無理ないよ。ディアテはこの学校の人間には全部隠してるんだから。だからわたしは、外から来たの。入学が決まっていたこの学校を捨てて」

「捨ててって……」

「ごめんね、ジリア。あなたはきっと泣いてくれたよね。でも他に方法はなかったんだよ。わたしはそうやって今日まで学校の外で動いてきた。ディアテの罪を暴あばくために」

　強い意思を感じさせる緑の瞳ひとみが、三人を見つめる。

　崩れない笑え顔がおの中、けれど彼女の双そう眸ぼうにあるものはひどく鋭するどい切っ先だ。

　そこに一いち抹まつの危あやうさを覚えながら──クレトはジリアに聞いていた話を思い出していた。

『急な病死であった』というルルゥは、家族で葬儀を済ませ、早々に埋葬されたのだという。聞く限りではジリアも遺体は見ていないはずだ。

　だが、死を偽った話が本当なのだとしたら、ルルゥ一人の力でできることではない。少なくとも家族は偽装に協力していたはずだ。クレトがそっとニアの顔をうかがうと、ディアテの第一王女は抑えた表情の中に、抑えきれない険しい空気を漂わせていた。

　何事もなければいいと願うクレトをよそに、ルルゥは続ける。

「ね、ジリア、この学校の地下に不死の狂人が封じられているって話は知ってる？」

「それは……はい」

「だから俺を見るなと」

「その封印に使われているのが、あなたたち生徒なの。──身勝手な話だよね。でも、この部屋に隠された秘密はそれだけじゃない」

　ルルゥ・エンシズは、背後の祭さい壇だんを振り返った。その表面に腕輪を嵌はめた手を置く。

「ディアテは──ここに力ある生徒を封じて、地下の封印を強化しようとしているんだよ」

　当然のようにさらりと呈ていされた言葉は、三人の前に転がって動きを止めた。

　名指しされていたジリアが、数秒の間の後、聞き返す。

「え……それはどういう……？」

「そのままの意味だよ。今までだって校内で処分を受けた生徒は、懲ちよう罰ばつ房に送られてたでしょ？　その懲罰房は、校内の普通の場所より力を吸い上げる効果が強いって知っているかな。……で、この部屋は更にそれを強化して作られてる。鍵かぎとなる生徒を半永久的に封じ込めて、その力を絶えず吸い上げ続けるの。彫りこまれた紋様を見ればわかるはずだよ」

　堂々と言ってのけるルルゥに、ジリアとニアは足あし下もとに広がる紋様を見た。けれど、大規模すぎる魔法機構は、軽く概観して読み解けるものではない。ルルゥがそれをできるというなら、彼女は二人よりも遥はるかに抜きんでた才能を持っているということになる。

　事実か間違いか、ただ困惑しているジリアの隣で、ニアが大きくかぶりを振った。

「──真偽の知れぬ情報で校内を混乱させるのは、やめて頂きましょう」

「ニア」

「失礼ですが、あなたの話を信じるには、あまりにもあなた自身が怪しすぎます。首席入学が決まっていた人間が、死亡偽装して逃れただけにとどまらず……校内に侵入してくるとは大問題です。学校の欺ぎ瞞まんを指摘する前に、まずご自分の釈明から始めるべきでしょう。──それができないのなら、こちらとしても話を聞き入れることはできません」

　王女の威が、周囲の空気を圧する。

　ジリアがはっとしてニアを振り返り、クレトも予想できた事態に苦にがい顔になった。

　そんな中、当のルルゥだけが余裕を感じさせる笑え顔がおのままだ。

「証拠がないとだめ、正式な手順を踏ふまないとだめ、って、それじゃいつまでも人に利用されるだけだよ。自分だけが人より多くを知っているって思っていない？　そんなのは幻想だよ」

「なにを……」

「この学校が平和のためにあるだなんて、そんなことも幻想。あなたたちは檻おりの中で与えられた餌えさに満足しているだけ。とっても可哀かわい想そう」

「ルルゥ！」

　制止の声はジリアから飛んだ。痛切な目で、彼女は幼おさな馴な染じみの少女を見つめる。

「やめてください、ルルゥ。自分の正しさを主張するのに、他を貶おとしめることはないでしょう。そんなことをしなくても、私はちゃんと話を聞きます。……それにこの学校は、外から言われるほどひどいところではないです。色んな種族を集めていることにも、意味はあります」

　未来のための教育機関であるこの学校の側面は、内側からでなければ見えない要素も多々ある。そのことを訴えようとするジリアに、ルルゥ・エンシズはほんのわずか、注意しなければわからない程度に眉まゆを寄せた。

　そのことに気づいたクレトは、少女の嵌はめている黒い腕輪に視線を移す。

　ルルゥはすぐに、にっこりと笑いなおした。

「ごめんね。言いすぎちゃったかな。ジリアは優しいから」

「私は別に……」

「でも、本当のことだよ。この学校は生徒のことなんて顧かえりみない。──ディアテが、羽う人じん族のことを顧みていないようにね」

　かつん、と音を立てて、少女の靴の踵かかとが冷たい石床を蹴ける。

　その音はまるで断罪を示すかのようで、クレトは彼女たちの子供時代の終わりが近づいてきていることを肌身に感じていた。ジリアが胸を突かれた顔で、奥歯を嚙かみしめる。

「そんなことはありません。少なくとも私たちは、この学校で平等に扱われています」

「建前はね。本当にそうなのか、全部の羽人族の生徒に聞いてみたらどうかな。それに──この学校の外は相変わらずだよ。原集落を出ていった羽人族の半分以上は、外の世界に失望して帰ってきてる。もっとひどい場合は、帰ってくることさえできない。どうしてかは言わなくてもわかるよね」

　かつん、と乾いた音がなる。

「ジリア、わたしの代わりに入学してどうだった？　もう十分すぎるくらい虫むし籠かごの蝶ちようの気分を味わったんじゃないかな。経験しないと、わからないことばかりだったでしょ？」

「虫むし籠かごだなんて……」

「あのね、わたしが死んだってことにしたのは、あなたのためもあったんだよ。あなたは監獄学校に入りたがっていたでしょう？　でもわたしがただ逃げたってことになれば、追手がかかるだけで補欠のあなたは入学できない。だから誰からもわかるように席を空けてみたの。そうすればあなたも喜ぶだろうし、現状を理解もしてくれるだろうから。そうでしょ？」

「…………ルルゥ」

「どうして悲しそうなの、ジリア」

　妹を宥なだめる姉のように、ルルゥ・エンシズは穏和な声をかける。

　──彼女がジリアに向けているものが優しさなのだとしたら、その裏にあるものはきっとただの無理解だ。

　お互いのことを思いながらも、明確に感情は通じていない。その切なさを目まの当たりにしたクレトは、ルルゥの踵かかとがかつ、かつ、と規則的に床を蹴けっているのを見ていた。

　ジリアはほんの一いつ瞬しゆん、泣き出しそうに唇くちびるをきつく嚙かむ。

　だが彼女はすぐに顔を上げなおすと、きっぱりとルルゥに言った。

「ルルゥ、ここを出て、門まで行きましょう。そうして校内を出てから正当に話しあえばいいです。これ以上不法を重ねるなら、あなたの言葉の正しさも損なわれてしまいます。だから、初めからやりなおしてください。……私も一いつ緒しよに責を負いますから」

　誠実でまっすぐな、ジリアらしい言葉。

　自みずからが傷つくことも厭いとわない綺き麗れいに伸びた背に、クレトは痛ましさを覚える。

　しかしルルゥ・エンシズは、彼女の言葉に不思議そうな顔で微ほほ笑えみなおした。

「どうしてそんなことを言うの、ジリア。わたしは、あなたを迎えに来てあげたのに」

「私はディアテルリア学園の指輪生です。校内の秩ちつ序じよを守る義務があります」

「──そう……」

　銀髪の少女は目を伏せる。

　その瞳ひとみには傷ついたような影がよぎり、小さな唇が、ぎり、と嚙みしめられた。

「ジリアはまたそう言うんだ……残念だな」

　悲しみとも苛いら立だちともつかない表情。だがそれは見間違いかと思うほどすぐに消え──ルルゥはあらためて微笑する。可か憐れんな唇が、造られた花のように綻ほころんだ。

「……じゃあ、しかたないか」

　そしてぱちんと、細い指が鳴らされた。







　白い光が頭上で輝く。

　ルルゥの軽い仕草に、ニアはすぐさま反応した。彼女は触媒の剣を天井に向け、叫さけぶ。

「砕くだけよ！」

　次の瞬しゆん間かん、閃せん光こうが三人の頭上で炸さく裂れつした。

　ニアの放つ光が、彼らに振りかかろうとする巨大な氷塊を割り砕くだく。粉々になった破片は四方に飛び散り、そのうちの大きないくつかを、クレトは咄とつ嗟さに飛び上がり手の甲こうで払った。彼は、ジリアの頭に飛んできた氷塊をも蹴けり砕く。

　──しかしそれでも、全ての破片を防ぐことはできなかった。

　細かな氷の粒の乱舞が、クレトの顔や手にいくつもの裂傷を作る。それは動かないままのジリアについても同様で──白いシャツの背が切り裂かれ、透すき通る薄うす羽はねの一枚が、押さえを失って隙すき間まから広がった。

　むき出しになった羽う人じん族の急所に、クレトは顔色を変える。

「おい！　ジリア！　下がれ！」

「…………あ、え？」

　クレトに腕を引っ張られたジリアは、糸の切られた人形のようによろめいた。驚きよう愕がくに凍りついた彼女の横顔に、クレトは叫さけぶ。

「こら！　動け！　自分を守れ！」

　相手の一挙一動に振り回されていれば、全てに先手を打たれてしまうだけだ。クレトは彼女の体を更に引っ張る。いつもの体であれば難なく動かせる彼女も、子供の体格では手に余って仕方ない。クレトは、バランスを崩しかけてもなお呆ぼう然ぜんとして動けないでいるジリアに、短く決断すると腕を伸ばした。むき出しになっている薄羽、その白い羽毛が生えた先端を、背伸びしてわしわしと撫なでる。

「っ、ひゃあああああ！」

　響き渡る間の抜けた悲鳴に、ルルゥがぽかんと口を開いた。

　その場で飛び上がったジリアは、真っ赤な顔でクレトを振り返る。

「も、もうやらないって言ったじゃないですか！　クレト！　ば、ばか！」

「非常事態だろ！　ほら、ちゃんと動け！　俺をつねるな！」

　ぷるぷると涙目で頰ほほをつねろうとしてくるジリアに対し、クレトは必死で前を指さした。彼女はぎゅっと唇くちびるを嚙かむと、クレトの耳元に顔を寄せる。

「……ありがとうございます。すみません」

「気にすんな。この学校にいりゃ流れ弾だまが飛んでくるなんて当たり前だろ」

　頰を伝う血の筋を、クレトは手の甲こうの包帯でぬぐう。

「……本当に気にすんな。それより、用心しろ」

　小さな門番は、生徒の姿を借りた少女を見み据すえた。

　突然三人を攻撃してきながら、なにも語らないまま微笑しているルルゥは、いつのまにか今までとはまったく異なる雰ふん囲い気きを宿してる。

　同種族であってもジリアとは根本からして違う。美しく、儚はかなく、繊細で──そして底知れぬ意志を秘めている。かつて羽う人じん族首席であったという彼女は、いまや隠す気もない己の刃やいばを羽のようにさらけ出していた。最初に屋上に立っていた時と同じく、異様な存在感が周囲の空気を変えていく。

「本当に、残念だよ」

　長い銀髪が、ふわりと広がる。

　すらりとした立ち姿のルルゥ・エンシズは、悲しそうにも嬉うれしそうにも見える、真意のわからぬ微ほほ笑えみを浮かべていた。

「そんな顔をしないで、ジリア」

　彼女の履はく制靴の踵かかとが──かつん、と背後にある祭さい壇だんの側面を蹴ける。

　先ほどからそうして鳴るかつかつという音は、やけにこの広間に響いていた。そのことを不思議に思ったクレトは、遅れてルルゥの真意に気づく。彼は背後の少女たちに警告を発した。

「聞くな！　詠えい唱しようだ！」

「え……？」

「──正解」

　ぴしりと、空間が凍る音がする。

　なにが変わったか、瞬しゆん時じにはわからない。広間は相変わらず明るく、クレトたちの周囲に目立った変化はない。ただ足あし下もとには先ほどの氷塊の破片が広がっており、それらはいつの間にか、一つ一つがうっすらと青白く発光していた。

　反射的に飛び退のこうとしたニアが声を上げる。

「あ、足が……！」

　同じ言葉をクレトは飲みこんだ。床についたまま、微み塵じんも動かない自身の足を見下ろす。

「ちょ、なんだこれ！」

　なにかをされるのだろうとは思ったが、いきなり動けないのは予想外だ。なんとか足を上げようと試みながら、少しの成果も出せないクレトを見て、ルルゥは苦笑した。

「初歩的な秘術だよ。あなたたちにね、『動きたくない』って思わせてるの。本当は詠唱が長いから、ばればれで使えない術なんだけどね。触媒を振り撒まけばこれくらいはできるみたい」

「ばればれで使えない」とは、逆に言えば「気づかれなければ強い」ということだ。

　クレトは今まで、セーネなどが指を鳴らすだけでちょっとした魔法を使う様を見てきている。詠唱の代わりに音だけ鳴らして術を使うのは、腕の立つ魔法使いの小技のようなものだが、ルルゥ・エンシズはその音を重ねることで、知らぬ間に彼らを拘束したのだろう。氷塊を降らせて砕くだかせたのも、最初から触媒として使うためだったのだ。

　動きかけた矢先に再びその場に縫い留められたジリアは、啞あ然ぜんとして幼おさな馴な染じみの少女を見る。

「ルルゥ……あなたは……」

「先に話を聞かなかったのはそっちだよ。でも、せっかくだから教えてあげる。同じ羽う人じん族同士、歩み寄らないとね」

　ルルゥはそう言うと、自みずからの言葉をなぞるように優美な足取りで三人の方へと歩いてくる。

「おいおい、まずいぞ……」

　いくら相手が非力な羽人族と言えど、動けない状態では抵抗しようがない。クレトは精神核に意識を集中し、自身の体を叱しつ咤たした。だが一向に足が動く気配はない。

　そうしている間に、ルルゥ・エンシズはにっこり笑ってジリアの前に立った。腕輪を嵌はめた白い手が動けない少女に伸びる。芸術品のような指、その掌てのひらが、ジリアの白はく皙せきの頰ほほに触れた。

「もう忘れちゃったかな、ジリア。小さい頃、何度も二人で話したよね。『羽人族が自由に外に出て、のびのび暮らせるようにしたい』って」

「……そ、それは」

「わたしは今でもそう思ってる。そのために動いてるよ。ディアテの好きなようにはさせない」

　ルルゥの緑の目が、意思を増して輝く。

「綺き麗れいごとなんか全然意味がないよ。本当はあなたたちもわかっているでしょう？　──五種族が混ざりあって生きる限り、羽人族は愛玩具扱いのままだって」

「っ……！」

「わたしたちは、孤高に生きる竜りゆう人じん族ほど強くはないし、数も多くない。他種族の理性に期待して生きているだけ。でもそんなものは、いつだって簡単に失われる。だから、自分で動かないといけない。──わたしたちだけの、武器を使って」

　右手に嵌めた黒い腕輪をルルゥは一いち瞥べつする。

　競技場ではうっすらと青く光っていたそれは、だが今は黒く沈ちん黙もくしていた。クレトは、突然暴れ出した生徒たちのつけていた首輪を思い出す。

　精神に作用する術。よく似た首輪と腕輪。そこから導かれる推測は単純なものだ。

　ロドの腕輪と彼女のものは違う。彼女はここの生徒ではない。──当然、腕輪生でもない。

　ならばそれは、なんであるのか。

　クレトは少女を見上げて、ぽつりと呟つぶやく。

「生徒たちを、お前が腕輪で操あやつってたのか」

「──それも正解」

　ルルゥはジリアから手を離すと、鮮やかな笑え顔がおで首しゆ肯こうした。







　──もっと早くに気づくべきだった。

　クレトは自身の鈍にぶさを心中で罵ののしる。

　競技場で目まの当たりにしたように、人に精神支配をかけてくるのは羽人族の秘術の特性だ。クレト自身そう断じた。七十年前の大戦中に味わった術と似たものだと。

　だが、そこから先は事態の性急さに追われて、よく考えてはいなかった。本当は、クレトこそが気づくべきだったのだ。二度目にルルゥを見た時、彼女は本来入れるはずのない男子寮で、首輪を嵌められた男子生徒と共にいたのだから。

「ってか、どんだけ前から準備してきてんだよ……」

　そもそも、生徒ではない人間が、当然のように制服を着て校内に入りこんでいるということ自体、異常なことなのだ。ニアが剣けん吞のんな態度になるのも無理はない。校内外を繫つなぐ唯ゆい一いつの出入り口を職場とする青年は、門外から誰かが入ってくる隙すきがあったか振り返って──すぐに大おお騒さわぎになった一件に気づく。

「そうだ……。あの爆発があったんだ。俺の体が大破したやつ……」

　彼が子供の体に入らざるを得なくなった門前の一件は、生徒の悪戯いたずらだろうということにはなったが、正確な原因は不明のままだ。おまけにあの時には、搬入するはずだった木箱のいくつかも吹き飛んでいる。もしその中にルルゥが隠れていて、騒ぎに乗じて生徒たちにまぎれこんだとしたら。そしてその爆発自体が、彼女の手によって引き起こされたのだとしたら。

　──ここでの決裂は、少女二人のことだけにとどまらない大きな岐き路ろとなるかもしれない。

　クレトは言葉を飲みこみ、ジリアが青ざめて薄うす羽はねを震わせた。

　そんな中──ただニアだけが、鋭するどく息を吐はく。

「……散れ」

　ぱん、となにかが割れる音がする。

　頭の中に伸ばされていた枷かせが外れる感覚。ルルゥ・エンシズが素早くジリアの前から飛び下がった。自由になった体をクレトが確かめる前に、触媒の剣を手にしたニアが前に進み出る。

　──紫色の双そう眸ぼうがルルゥを睥へい睨げいした。

「ルルゥ・エンシズ、なにが狙ねらいであるかはわかりませんが……今の話が本当であるなら、あなたの行いで羽う人じん族全てに咎とがが及びますよ」

　ディアテの、本当の第一王女である彼女の声は、聞いたこともないほど冷ややかで威圧的だ。

　だが彼女の怒いかりも当然のことだろう。戦後のディアテを作る重大な取り決めの一つ──「同年に生まれた子供たちのうち、強者一割を監獄学校に入学させる」という約定は、世間一般に知られているような危険物隔離だけが理由ではないのだ。この約定は、今なお生きる大戦遺物の封印や、他種族と共に暮らすことでの相互理解、また授業による平和教育など様々な意味を持っている。ディアテルリア学園とは、あくまで未来を作るための機関であり──その姿勢を体現するために、ニアは王女でありながら一生徒として入学してきているのだ。

　にもかかわらず、取り決めを故意に破った上、当の少女が自種族のためだけに校内で暗あん躍やくしているとなれば、場合によっては種族全体の問題になりかねない。

　──下へ手たをしたら、また種族間の戦争になる。

　怒気を孕はらんだニアの横顔に、クレトはそう直感した。

　彼は短い間に決意すると、ジリアだけに聞こえる声でささやく。

「とりあえず、お前の友だちを捕まえて、あの腕輪を奪うばう。話はそっからだ」

「クレト……」

「大丈夫だ。なんとかしてやる」

　それだけを言って、クレトは走り出す。

　普段よりも軽い体は、けれど普段の半分ほどの速度しか出ない。そのことに歯は嚙がみしかけた彼の背を、だが意思を持った風が押した。ジリアが魔法で速度強化をしてくれたのだ。同時に彼の動きに気づいたニアが、ルルゥに向かい炎の矢を撃うち出す。

　ルルゥ・エンシズは腕輪を嵌はめた右手を、襲いかかる炎に向けた。

「──拒絶する」

　透すき通る半球状の殻からが、ルルゥの前に現れる。

　薄い水晶に似た殻は、数十の矢を全て受け止め、しかし最後に高い音を立てて砕くだけ散った。

　その間にクレトは彼女まであと十数歩の距離にまで届く。

　ルルゥ・エンシズは、自みずからを捕らえようとする小さな門番を見て、くすりと笑った。

「残念。あなたとは、また別の機会にお話したいな」

　ルルゥの嵌はめた腕輪に青い紋様が浮かび上がる。次の瞬しゆん間かん、クレトの眼前、石床に広がる紋様にも光が走った。彼の行く手を遮さえぎるように、白熱の槍やりが数本、床の光から現出する。

「げ……まじか！」

　鉄てつ格ごう子しのごとく並ぶ槍は、そのまま突き当たれば、骨まで焼け溶ける熱気を放っていた。

　目前に迫る光こう槍そうに、けれどクレトは意を決して踏ふみこむ。左手を犠牲に、彼は槍の一本を押し退のけた。広げた隙すき間まに小さな体を横にして捻ねじこむ。

「痛っ……てえ！」

　槍を払った左手は、一いつ瞬しゆんで無残に焼け溶け、黒い操あやつり糸がむき出しになっている。すり抜ける際に槍にかすった左耳が、遅れて激痛を訴えてきた。ぼたぼたと肩口に血が滴したたる。

　ルルゥ・エンシズは、そんなクレトに目を丸くした。

「あなた、すごいね。でもここで捕まりたくはないかな」

　彼女は白い掌てのひらを天井へとかざした。競技場で聞いたものと同じ声が宣言する。

「──踊りなさい」

「クレト！」

　ジリアの警告の声。

　クレトは前に進む足を強引に止める。つんのめって転びそうになり、だが彼は最低限のバランスだけを意識して、目を閉じ感覚を切り離した。

　秘術に抗こうするためのジリアの詠えい唱しようが聞こえる。聞き慣れた少女のその声にクレトは意識を集中させた。彼の周囲を、なにかが激しい波のように通り過ぎていく。

　そうしてじっと耐えていた一いつ瞬しゆん、すぐ耳元で、少女の声が甘くささやいた。

「……今度は、あなたに会いにくるから」

　ぞっと背筋が粟あわ立だつ。

　全てが真っ白に染め上げられる数秒間。

　気がついた時、クレトの小さな体は、後ろからジリアにきつく抱きしめられていた。

　目を閉じていた彼女は、クレトが動く気配に気づいてか深い息を吐はき出す。心配そうな双そう眸ぼうが、真上から彼を覗のぞきこんだ。

「クレト、平気ですか？」

「おう。びっくりしたけどなんとか……。ありがとな」

　軽い耳鳴りが残っている気がするが、おおむね意識は明めい瞭りようだ。ジリアは彼の返事を聞いて、ほっと顔を綻ほころばせる。だがすぐに彼女は、焼け落ちた門番の左腕に気づいて眉まゆを曇くもらせた。

「クレト……」

「平気だ。痛いけど、そろそろ修理も終わるだろうしな」

「治ち癒ゆをかけます。……効きますよね？　いつもの体じゃないですし」

「多分……」

　ジリアは抜いた突剣を彼の腕に向け、詠えい唱しようを始める。その間にクレトは、誰の姿もない祭さい壇だん周辺を見回した。

「あいつは？」

「に、逃げました。あそこから──」

　ニアの指さす部屋の正面には、入ってきた時のものと同じ大きさの扉が開いている。秘術を放つと同時に、ルルゥは反転してあそこから出ていったのだろう。拍子抜けした気分で、クレトは肩の力を抜いた。隣で身を屈かがめたニアが問う。

「お、追いますか？」

「……一応見てみるか」

　逃げ出したのも罠わなの続きという可能性はあるが、それに乗るかは話が別だ。今頃競技場がどうなっているかもわからない。

　クレトは足あし下もとの紋様に注意しながら先頭を歩き出す。先ほど光の槍やりを生み出した紋様は、今は何事もなかったように沈ちん黙もくしたままだ。散らばっていた氷の破片も既にほとんど溶けている。

　すぐ後ろに続くジリアが、細く長い、消えるような溜ため息いきをついた。クレトは前を見たまま彼女に言う。

「大丈夫だ。気にすんな」

　そう言った彼の頭の上に、五秒遅れて「……はい」と小さな呟つぶやきが降ってきた。







　ルルゥ・エンシズの逃げていった扉の先は、網の目のように複雑に張り巡らされた通路になっていた。相変わらず暗い通路にはなにがあるのかよくわからず、あらかじめ拭ぬぐってあったのか、今度は足跡を残す埃ほこり自体が積もっていない。

「意図的に掃除してあったんだとしたら、今度は誘いこむつもりがないってことだろうな……」

　枝分かれした道の五本目を途中まで行ってまもなく、クレトはそう結論づける。少女二人も同意見で、三人は探索を断念すると円形の部屋まで戻ってきた。二人の少女は次に、部屋いっぱいに広がる床の魔法紋様を手分けして調べていく。

　ぐるりと一周して祭さい壇だんに戻ってきたニアが、困り顔で首をひねった。

「さ、さっきは光の槍やりみたいのが出ましたけど……やっぱりこれ、おかしいです。本当にあの人が言うように生徒を封じて力を吸い上げるものなのだとしたら、規模が大きすぎます」

「ですね。私も同意見です。ここまでの魔法陣になると、内容によっては校内全体に影響を及ぼすことができるでしょう。見たところ、確かに封印や制御の要素があちこちに組みこまれているみたいですが……」

「なら、基本の地下封印に使ってる設備なんだろ。別に珍しいもんじゃないさ」

　──入口の石版を信じるなら、ここが作られたのは四年前のことなのだ。

　旧来の設備の老ろう朽きゆう化かなにかで増築でもされたのだろう。クレトはいささか強引にそう結論づけると、祭壇に寄りかかり首を鳴らした。

「よし、じゃあ、ミャーたちのことも気になるし、とりあえず帰るか」

　ルルゥ・エンシズが狂乱の犯人であった以上、あれより被害は広がらないと思いたいが、なにしろ乱闘大好き監獄学校だ。騒そう動どうが一人歩きして大変なことになっていないとも言いきれない。あのままではさすがにディサロス一人の手にはあまるだろう。

　三人はおのおのの消化不良を抱かかえて、暗い通路を戻り始めた。

　先頭を行くクレトに、身を屈かがめたニアがそっと耳打ちする。

「あの部屋と彼女のことは、わたしの方で色々調べてみます」

「おー、それは助かるけど大丈夫か？」

「平気です。わたし、時間たっぷりありますから」

　卒業できない少女の笑え顔がおに、クレトは割りきれなさを感じたが、少なくともあの部屋については魔法がわからない彼が調べるより、優れた魔法使いで王族でもある彼女が動いた方が、得られるものは大きいだろう。入学候補者の死亡偽装などという政治的な問題が絡んでいるならなおさらだ。クレトは「頼むけど、一人でここに来るのはやめろよ」と釘くぎを刺した。

　特に罠わななどもなく地上に戻ると、ニアはさっそく「ちょっと用事があるので！　あとはお願いします！」と駆かけ去っていく。

　残されたクレトとジリアはまず競技場に寄ると、乱闘が過ぎ去った後の、荒れ果てたありさまを確認した。

　すっかり生徒の姿もなくなった競技場は、壁などは無傷なものの、地面は穴だらけであちこちに岩が突き刺さっている。空から撒まかれていた花弁は、黒焦こげの塵ちりとなって散らばっており、地面には泥に混ざって踏ふみつけられたプログラムが落ちていた。

「ひどいものですね……」

　ジリアはしゃがみこむと、そっと泥だらけのプログラムを拾い上げる。どの試合を応援するか、たくさんの書きこみがされている紙を、薄うす羽はねを広げたままの少女は膝ひざ上うえで畳んだ。

　箒ほうきを手にした女子生徒が、二人を見つけて駆かけ寄ってくる。

「あの、指輪生の人と門番さんですよね。今、ここは一般生徒の立ち入りを禁止してます」

「あ、そうなのか。結局さっきの騒さわぎはどうなったんだ？」

　整理員の腕章をつけた少女は、ジリアの薄羽が気になるらしくちらちらと視線を送る。

「えっと、なんかどたばたしてるうちに終わったみたいです。あの、ディサロス・シアンさんがどんどん暴れてる人を倒してって、で、しばらくしたら、変に暴れ回ってる人たちが全員、急に倒れちゃったんです」

「あー……」

「そんな感じで、重傷者は出なかったみたいですけど、トーナメント戦は中止です。みんな楽しみにしてたんですけどね」

　小さく肩を落とした彼女は、しゃがんだままのジリアに顔を寄せると、「着替えた方がいいですよ」と耳打ちした。仕事に戻るらしく、彼女は再び箒を手に走っていく。

　クレトはうつむくジリアに歩み寄ると、その頭をぽんぽんと撫なでた。

「あんま大事にならなかったみたいだな。よかったな」

「ええ……」

「とりあえず着替えるか」

　血に汚れた手を差し出すと、ジリアは頷うなずいて立ち上がった。

　二人は手を取って、荒れ果てた競技場の外へと向かう。立ち並ぶ壁を抜けた先は、朝とはまるきり違う光景になっていた。あれだけあった屋台は撤収され、地面にはいくらかの残ざん骸がいが散らばっているだけだ。辺りには片づけをする係員の生徒しか残っておらず、閑散とした空気は祭りの後のもの悲しさを思わせた。

　一旦校舎に戻り、着替えを済ませてきたジリアは後始末に加わると、他の整理員たちからてきぱきと状況を聞き取り、指示を出し始める。だが彼女らしい優等生然としたその姿は、クレトの目には、どこかぼんやりと消沈したものに映った。

「よし、ジリア、大体いいだろ」

　一段落したのを見計らって、彼はジリアを手招いた。クレトはそうして、所在なげな少女の手を引くと歩き出す。彼らは無言のままいつもの寮の玄関に戻ってきた。

「ま、座れよ」

　クレトが石段を示すとジリアは頷うなずく。彼女はスカートのプリーツを押さえて階段の隅に座った。彼は自分もジリアの隣に腰かけると、とりあえずの言葉をかける。

「なあ、気持ちはわかるなんて言わないけど、そう気を落とすなよ」

「……はい」

　支えにしてきた幼おさな馴な染じみに欺あざむかれていた彼女の心中は、クレトには計り知れない。彼自身にはそういった経験がないからだ。どちらかといえば、友人や仲間たちの期待に応えられないのは、いつも彼の方だった。

　だからこそ今、続く言葉を見つけられないでいるのかもしれない。無言の少女の隣で、クレトは膝ひざを抱かかえて空を見上げる。

「……天気いいな」

　薄青い空には雲一つ見えない。

　時間の流れもまるでゆっくりになっているようで、クレトは安あん寧ねいに似た思いを嚙かみしめた。

　隣のジリアがぼそりと呟つぶやく。

「クレト、抱っこしていいですか？」

「……いや、それは」

　この体になってから、人形のように持ち上げられたり抱きしめられたりしているが、中身は彼のままで変わりない。あらためて断られると、いいとは言えないなにかがある。つい口ごもる彼に、ジリアは淡たん々たんと重ねて聞いた。

「クレト、抱っこ」

「うん、よし、わかった。諦あきらめた」

　今は彼女も気弱になっているのだろう。あまり渋しぶっていると、おかしな方向に壊れかねない。

　クレトが言われたままに立ち上がると、ジリアは無言で彼を膝に抱き上げた。ぬいぐるみを抱くように、彼女はクレトの背中から両腕を回す。青い前髪のかかる額ひたいがクレトの肩に預けられ、何度目かもわからぬ溜ため息いきが聞こえた。

　少女の膝の上で、クレトはまた青い空を仰あおぐ。

「なあ、ジリア」

「はい」
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　言いかけて、だが言葉の先はやはり思い浮かばない。

　ただ彼女に声をかけたかった。それだけの思いでなにも決まらぬまま口に出してしまった自分を、クレトは不ふ甲が斐いなく思う。彼女の何倍もの時間生きていると言っても、それだけで彼が優れた人物になれるわけではないのだ。むしろ長年引きこもっていた分、普通の大人よりずっと頼りない。不採用通知の山を受け取った記憶がそれを物語っている。

　自省の海に浸ひたり始めたクレトをよそに、ジリアは顔を上げ口を開いた。

「クレト、あの子の言い分には、きっと正しい部分もあるんでしょう」

「……ああ」

　それはクレトも思ったことだ。人や種族、そして国のことは、一側面では語れない。だから時に、人は憎んでもいない相手と争うのだ。歴史につきまとう人の業を、クレトはよく知っている。そしておそらく、彼より聡そう明めいであるジリアも。

　指輪生の少女は、青い目で遠い壁の向こうを見み据すえる。

「でもクレト、私はこんな騒さわぎを引き起こしたあの子のやり方には賛同できない。してはいけないって思うんです」

「……そうだな」

　たとえ同じ志こころざしを持っていたとしても、譲れないものはある。譲ってしまってはいけない時が、きっとあるのだ。

「だから……ちゃんと話しあいます。今度はもっと、最初から」

　毅き然ぜんと言い切って、ジリアは肩越しにぎこちなく微ほほ笑えんでくる。涙を吸いこんだように見える青い瞳ひとみが、雨上がりの空に似て艶つややかだ。震えながらも綻ほころぶ口元が可か憐れんで儚はかない。

　自らを鼓こ舞ぶする彼女の姿は端然として、だがやはりどこかほろ苦にがかった。どんな状況にあっても、なにを折られようとも強く在あろうとする彼女を、クレトはただ「いじらしい」と思う。

　ジリアに見入っていた彼は、我に返ると手で視線を遮さえぎった。気まずさが後から襲ってきて顔が赤くなる。

　少女はそんな彼の様子に気づかず、五歳児を抱き上げたまま前後に揺ゆれた。まるで遊んでいるような動作だが、声だけは真剣だ。

「──ルルゥが次になにをしてくるかはわかりませんが、彼女は種族英雄クラスの術者の血を引いています。特に秘術に関しては並ぶ者がいませんでしたから。注意してください」

「種族英雄って……うわ、ひょっとして大戦の時のあれか」

　直接まみえたことはないが、獣じゆう人じん族の種族英雄と交戦している際に、それらしき女に干渉されたことはある。あの時はテレシアのおかげで難を逃れたが、「傀かい儡らい使い」という異名を持つ彼女は、その後も戦場にて猛威を振るっていた。ルルゥ・エンシズが種族首席になったのも、その血に流れる才能をいかんなく発揮した結果かもしれない。

「秘術っていうなら、まずあいつがつけてた腕輪をなんとかしないとな。いや、生徒から首輪を外すのが先か」

「いくらルルゥが優れた術者であっても、一人で監獄学校の生徒を複数操あやつるのは荷が重いのでしょう。腕輪と首輪はその補助ですね」

「でもって獣人族と巨きよ人じん族が特に狙ねらわれてるのは、もともと精神耐性が弱い種族だからか。相手に竜りゆう人じん族がいないだけマシか」

　精神操作のされやすさは、獣人族と巨人族が並んで一番であり、次いで純人間だ。逆に竜人族と、同族である羽う人じん族はかかりにくい。ルルゥ・エンシズもそれをふまえて操る相手を選んでいるのだろう。ジリアはクレトを抱きしめたまま、後ろに上体を大きく逸そらす。

「腕輪生の腕輪に似せてあるのは悪趣味ですけど、さすがに彼女が羽人族首席レベルでも、腕輪生の操作はできないでしょう。あとは生徒につけられた首輪に注意していけば、対策が打てるはずです」

「なるほど。とりあえずは地道にやってくか」

「二日目の競技祭も、何もなければいいんですけどね」

「なにもなかったら露ろ店てん見て回ればいいさ。ディサロスのところにも顔出したいし。あ、いい加減校舎の中見てみたいぞ。どんな催し物があるんだか」

「校舎はともかく、ディサロス・シアンに会いたがるとは、またあの試食ラッシュを受けたいんですか。あなた何気に胃炎大好きでしょう」

「風評被害やめろ。まったく好きじゃない。あと、そろそろ元の大きさに戻りたい」

「今のままが可愛かわいいです」

「…………いや」

「今のままが可愛いです」

「ずっと門開けられないだろ……それもう門番じゃないだろ」

　クレトはぼやいて少女を見上げ──ジリアがじっと、自分を見つめていることに気づいた。ここまで気丈に振舞ってきた、その表情がふっと頼りないものになる。笑おうとして、だがみるみる歪ゆがんでしまった顔を隠すように、ジリアは息を吐はき出すと彼の髪に顔を埋うずめた。

「……クレト」

「うん」

「少しだけでいいんです。少しだけ……」

　温かな滴しずくが、彼の髪にぽたりと落ちる。

「私……喜んでもいいですか？　あの子が生きていたことを……」

　か細い確認は、自分の感情をどう処理すべきか彼女が惑っている証拠だ。

　クレトは自分の肩にさらさらとかかる水色の髪を見やって、短い手を上げた。頭を撫なでようとして、だが手が届かない。仕方なくクレトは水色の髪の一房をそっと撫でた。

「当たり前だろ。喜べよ」

　たとえ心から笑える状況でなくとも。喜びたいと思うなら、喜べるなら、素直でいればいい。それを否定したくはないのだ。むしろクレトは、誰かが彼女の感情を殺そうとするなら、自分がその理り不ふ尽じんから守ってやりたいと思う。

　すぐ頭の上で、ジリアの小さな嗚お咽えつが聞こえる。

「……ありがとうございます、クレト」

「おう」

　少女は小さく幼おさな馴な染じみの名を呼ぶ。

　失われた過去を、今のものとして引き寄せる呟つぶやき。そこに込められた思いが、クレトの人形の体を束の間暖めた。

　ジリアはそうして泣きやむまで、小さな体をずっと抱いていた。
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「第二版、面白いわ」

　ルルゥ・エンシズとの衝突があった日の晩、本を開きながら詰所に入ってくるなり、魔女は怪談本の感想を述べた。

　就寝しようとしていたところの来客は、他の相手であれば気を使いもするだろうが、セーネであれば特になにも気にならない。クレトは寝台に胡坐あぐらをかきつつ包帯を巻いた左手を上げる。

「ちょうどよかった。ちょい左腕壊したんだけど見てくれ。一応ジリアとニアが直してくれたんだけどさ」

「あなたとは『壊すな』という言葉の意味について、一度じっくり話しあいたいわ」

「わかってる。ちゃんと理解してる。お前は『不可抗力』って言葉の意味を知ってくれ」

「知ってるわ。あなたにとっての私がそうでしょう？」

「いい性格すぎんだろ、お前！」

　思わずクレトは叫さけんだが、セーネは白々とした様子だ。彼女は怪談本をぱらぱらとめくる。

「つまらないわ。せっかく色々話をしようと思ったのだけれど」

「怪談か。怪談ならよそいけ。ジリアのところにでも行ってろ」

「随ずい分ぶんな言いようね。あ、忘れてたけど、あなたの体が直ったから持ってきたわ」

「俺が悪かった。いくらでも怪談話してくれ」

　あっさりと翻意するクレトに、セーネは呆あきれた視線を向けてくる。まだ監獄学校の制服を着ている魔女は、どこにも人形の体を持っているようには見えない。見えないが、彼女くらいの魔法使いになると見かけの装備は関係ない。必要なものはどこからでも召しよう喚かんすることができる。

　セーネは溜ため息いきをつくと、手元の本を閉じた。

「というわけだから、その腕の修理は必要ないでしょう。ほら、上を脱ぎなさい」

「お、おう」

　言われたとおりクレトが上着を脱ぎ始めると、セーネは隣の傾きかけた椅い子すに座った。赤い瞳ひとみが、じっと彼を注視する。

「そういえばクレト、あれから私、第二版に載っている場所を回ってみてるの。中には結構、生徒には隠してるはずのものもあって──」

「いや、いくらでも話してくれって言ったけど、ここでいきなり怪談か、お前」

「自分の言葉には責任を持ってほしいわ」

「……話したいのはわかったから、直しながら話してくれ」

　手を合わせて懇こん願がんすると、セーネは肩を竦すくめる。だが、クレトの要望は聞き入れてくれるらしい。彼女が軽く指を鳴らすと、寝台の上に元の体が出現した。

「うおっ、びっくりした！」

　仰あお向むけに寝かされている青年の体は、今は包帯を巻いていない。胸には精神核を入れるための穴が深くあいており、中に無数の黒糸が張り巡らされているのが見えた。

　客観的に見る自分の体にクレトが不思議な感慨を抱いだいていると、セーネが軽く踵かかとを鳴らす。

「並んで横になって。入れ替えるから」

「あ、了解」

　先日元の体が大破した時には、問答無用に精神核をつかみ出されたのだ。あれには不死であるはずの彼もぞっと戦せん慄りつしたし、次は大人しくして穏便に施術を受けたい。

　クレトは狭い寝台の上に大小並んで横になる。立ち上がったセーネは、小さい体の方を覗のぞきこむと、首から包帯を解いていった。しゅるしゅると布のこすれあう音が暗い部屋に響く。ところどころ薄汚れた包帯は、けれど魔女の手が触れた場所から綺き麗れいに白く変じていった。

「今、消化した怪談スポットは五十くらいね。ちょうど半分」

「百も載ってるのか……」

「でも、明日は寄り道して穴掘り競技に参加しようかと思ってるわ。参加者枠が余っていて、飛び入り自由なんですって」

「なに考えてんだ、お前」

　確かに競技祭で行われる競技はトーナメント戦だけではないが、セーネは生徒ではないし、魔法の威力は桁けた違いだ。

　そもそも監獄学校が、かつての大正門跡地を中心として作られたのも、彼女がクレトに向かって放った魔法が地中深くまで大穴をあけたからで、地下牢ろう獄ごくはその穴を基にして作られている。「もっと城都から離れた場所にあけて欲しかった」と思う人間はきっといただろうし、穴掘り競技などに参加されたら、地下牢獄が拡張されかねない。

　そんな周囲の恐れを、わかっていて無視しているのであろう魔女は、解いた包帯を一巻きにして椅い子すの上に置く。セーネはそのまま精神核のあるクレトの胸に手を伸ばしたが、自分の爪つめが伸びていることに気づくと、綺き麗れいに赤く塗ぬられたそれを惜しげもなくぱちぱちと切り出した。

　器用に鋏はさみを操あやつる彼女を横目に、クレトは逡しゆん巡じゆんしながらも口を開く。

「な、セーネ。俺、昼間、校内に侵入してきてる子供と出会った」

「そう。物好きな人間がいるのね」

「ん。なんかやらかそうとしてるみたいでな。色々言われたよ」

　クレトはルルゥ・エンシズについて、昼の話を切り出す。羽う人じん族の首席だった少女が、入学を免まぬがれて暗あん躍やくしていること、そし自族の現状に不満を持って改革を目指していることなどを。

　セーネはそれらの話を、大して興味もなさそうに聞いていた。もっとも、彼女のそのような反応は予想のうちだ。クレトは全て話し終わると、煤すすけた天井を見つめる。

「でもさ、俺は思うんだよ。そんなこと言い出すやつも、もし普通にこの学校に入学してたら、違うことを思うようになったんじゃないかって。だって、ここの生徒ってなんだかんだ言って違う種族同士うまくやってるだろ。それが当たり前だって思ってるやつが卒業して大人になれば、種族蔑べつ視しも少しずつ薄れていくんじゃないか？」

　確かに、生徒間の諍いさかいで自種族を揶や揄ゆされることもあるだろうが、それらは少しずつ皆でたしなめていけばいいのだ。種族混合のトーナメント戦に見られるように、この学校は生徒たちの協調を意識している。友人や仲間を作って、互いを知ることを奨しよう励れいしているのだ。

　──だからきっと、ルルゥ・エンシズも他を知ればよかった。

　けれどクレトのその主張を、人形遣いはあっさりと両断する。

「無理ね。仮にその子供が入学して丸く育ったとしても、どうせ外に残る他の子供たちから、似たような不穏分子が生まれるでしょう。それに、校内の生徒だって全員が平等主義者であるわけじゃないわ。あなたが見ていないだけで、差別主義者も十分いると思うけど？」

「……あいかわらず、お前は現実主義者だよな」

　現実に夢を見ない魔女は、「普通だと思うわ」と嘯うそぶいた。爪を切り終わったセーネは、寝台の端に座る。

「仮定の話をしても仕方がないわ。それとも、夢想家にでも転向するつもりなのかしら。大分この学校のぬるい空気に慣れてきたみたいだけど」

「夢想家っていうか……さりげなくお前ひどい」

　確かにこの学校は、大戦当時を生きてきた彼らからすれば、ぬるい空気も同然だ。

　だが七十年前のあの頃と今で、変わらないものもある。

　クレトは、かつての仲間たちと息抜き替わりに冒険に行ったこと、その途中で語った話、共に見た鮮やかな景色を思い出す。原種の竜りゆうを探して高い岩山を越えた先、美しい緑色の湖で、水浴びをする者と釣りをする者でわかれて遊んだ。しまいには激しい水浴びのせいで魚が逃げたと喧けん嘩かになって、大笑いする王おう太たい子しに仲裁されたのだ。どちらにも参加していなかったテレシアが、呆あきれ顔で皆の濡ぬれた装備を干していたことを覚えている。

　──そして、そんな当たり前の日常を、きっと今の生徒たちも得られるはずなのだ。

　クレトは仰ぎよう臥がしたまま、赤い髪の魔女を見上げる。

「ジリアとかニアとか……あいつらを見てると思うんだよ。外に出してやりたい、って」

　自種族への偏見を払ふつ拭しよくするために、自みずから入学を望み地道な努力を重ねる少女もいる。

　一生を校内で暮らすことを覚悟しながら、国のため人のために身をつくし続ける少女も。

　彼女たちはこの檻おりの中で、ひたすら懸けん命めいに前向きに生きている。そうして時に自分の痛みを飲みこんでしまう姿を見て、クレトは思うのだ。──もっと広い世界で生きさせてやりたいと。

「俺は、この学校の在あり方が、なんだかんだいって好きだよ。あ、封印機能じゃなくて生徒たちがごちゃまぜで暮らしてる方な。でも学校ってやっぱ、ずっといるところじゃないんだ。いつでもその時が来たら、出ていけるところじゃなきゃいけない」

　監獄学校にいることを、当然負うべき枷かせのように思わなくてもいいのだ。この学校は間違いなく、今を生きる子供たちのためにも存在している。課せられる時間を重みや罰などと思わなくていい。自由でいてほしいのだ。それをずっと、死した彼の友人は願っていたのだから。

「ま、こんなこと、生徒にはとっても言えないんだけどな」

　彼女たちにはきっと完全には理解されないだろう。余計なお世話だと自分でも思う。

　だがセーネであれば、きっといくらかはわかってくれるはずだ。




　じっと黙だまって聞いていた魔女は、沈みこむような赤い瞳ひとみで彼を見つめる。そこには嘲あざけりも呆れもない。ただなにかを待っているかのように、暗あん黙もくの静けさがあるだけだ。

「ずっといるところではないって──まるで、他ひ人と事ごとのように語るのね」

「俺にやれることがあればやるさ」

「そういう意味ではないのだけれど」

　セーネはつまらなそうに熱のない反応を返すと、「目を閉じて」と付け足した。

　精神核の入れ替えをするのだろう。クレトは大人しく言われたとおりにする。

　ひんやりとした指が胸に触れ──次の瞬しゆん間かん、ふっと意識が断絶した。

　なにもない。

　ただの虚うつろだ。感覚も思考も失われる。

　だがそうであるはずの闇やみに浮かぶものは、過去の記憶と未来の思い出で──

　クレトは束の間の淡あわい夢を通り過ぎ、更に深くへと落ちていく。




　深くへ。




「どうしてあなたは──」




　断絶する。
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「──クレト、起きてちょうだい」

　冷たい指が、彼の鼻をつねり上げる。

「…………」

「起きないと、鼻を捥もぐわよ」

「……ちょっと待て。捥ぐな」

　無から意識が起き上がる瞬しゆん間かんは、いつも泥を食らったかのように鈍どん重じゆうだ。

　反射で返事だけをして、クレトは少しずつ意識を広げる。操あやつり糸と、それが繫つなぐ器官を意思でなぞっていった。深く息をし、内部を動かし始める。やがてようやく動くようになった手で、熱を持つ瞼まぶたに触れた。

　セーネがどうでもいいように注意する。

「眼球を取り換えたから。馴な染じむまでに時間がかかるわ」

「おー……了解。って、なんで取り換えたんだ？」

「正確には精神核と一いつ緒しよに戻したの。精神に体を渡らせる時は、繫つながりが多い方がやりやすいから。元の体から眼球を取り出して、仮の体を使う間、媒介の一つとして移し替えていたの。それで今、元に戻したってわけ」

「なるほど」

　言われてクレトはゆっくりと瞼を上げた。目に見える室内は多少にじんではいたが、すぐに慣れることはわかっている。寝台の上にゆっくりと起き上がって横を見ると、そこには先ほどまでの自分の体が壁に寄りかかって座っていた。包帯の巻かれていない体。胸の部分にはぽっかりと穴があいており、両目にはセーネのものより鮮やかな、真紅の眼球が嵌はめこまれている。

　数日の間に慣れ親しんでしまった体をクレトがまじまじ見ていると、セーネが軽く指を鳴らした。──たちまち、子供の人形はその場から消え去る。

　クレトは指先まで包帯が巻かれた両手を確かめた。

「これで元通りか。ありがとな」

「もう壊さないように。あなたにも最高傑作をぼろぼろにされる気分を味わわせてやりたいわ」

「悪い悪い。気をつける」

　後片づけで糸を巻いているセーネは、鷹おう揚ように頷うなずくと、なにかを思い出したらしく首を傾かしげた。

「そういえば、今年の種族間会議で異種族婚について話しあわれたそうだけど」

「ああ、マリーユ殿でん下かが議題出されたんだっけな」

「そう。でも成立にはまだ時間がかかりそうよ。何しろ異種族婚が当たり前になれば、出生率が激減してしまうのだから」

「あー、ま、そうだよな」

　種族が違う者同士で結婚した場合、子に恵まれる可能性は極端に低くなる。会議でもその辺りが問題になったのだろう。クレトは違和感の残る目を軽くこすった。

「でも、実際異種族婚ってそんなに多くならないんじゃないか？　種族が違うと寿じゆ命みようや生活習慣も違うしさ。一いつ緒しよにやってくの大変だろ」

「相変わらず能天気ね。あらかじめそういうものとわかっていたら、気にならないかもしれないわよ」

「んー、そうか？　なかなかそこまで親しくなるのは難しいだろ」

「そうかしら。少なくともこの学校は、十分な相互理解に絶好の場所だと思うけれど。あなたがさっき主張していたようにね」

「…………」

　考えが浅いと、言外に言われてクレトは閉口する。セーネは巻き終わった糸を手元で消した。どこからともなく取り出した赤い手袋を両手に嵌はめる。

「出生率が落ちれば、この学校の維持も危あやうくなるわ。そうなれば封印機能も不十分になる。会議ではそこが問題視されたそうね」

「あー……そっか。難しいな」

　生徒たちの交流を重視すれば、結果として将来的に異種族婚も増えるだろう。だがそうなれば、更に未来の生徒数に影響してしまう。クレトはそこで、地下にある謎なぞの部屋のことを思い出した。

「あ、ひょっとしてあの魔法陣って、そのための封印強化設備とかかもな」

「あの魔法陣って？」

「地下にあったんだよ。その本貸してみ。地図に書いとくから今度見てくれ」

　クレトはセーネの手から『怪談百選（第二版）』を取り上げる。付録として巻末に挟はさみこまれている「ぐるり！　怪談マップ」を引き出し、地下への入り口があった倉庫裏に丸をつけた。

「なんかここに、使ってない魔法の部屋っぽいのがあるんだよ。今日会ったやつの話じゃ『生徒を封じて力を吸い上げる部屋だ』って言うんだけどな。そうじゃなくてもちょっと気になるから、なにに使うものか見てきてくれ」

「わかったわ。穴掘り競技の後でね」

「……よろしく」

　優先順位が腑ふに落ちないが、セーネが見てくれるというなら安心だ。

　クレトは寝台から立ち上がると、久しぶりの体を確かめるために屈くつ伸しんを始めた。

　そんな彼を見ていた魔女が、ふと何かに気づいたらしくふと口元に手を当てる。

「──誰かが外で騒さわいでいるわ」

「お？　って、お前耳いいな。全然聞こえないぞ」

「門のすぐ内側でかしら。元気ね」

「また『ごめんなさいおばけ』じゃないだろうな。腹に穴あけられんのはごめんだぞ」

「修理直後のこのタイミングであいたら、あいた穴に水槽でも嵌はめこんであげるわ」

「意図がわからないからやめろ」

　そうはいっても、昼のことがあっての今では放っておくわけにもいかない。クレトは上着を羽織ると詰所の外に出た。ひんやりとした空気の中、確かに門の方からは近づくにつれ人の声が聞こえてくる。決して怒鳴りあっているわけではないにもかかわらず門外に声が届くのは、その少女の声が、夜気によく通るからだ。

　クレトはそれが誰のものであるかわかると、夜の門外を駆かけ出した。穴だらけの門前を飛び越え、通用門へと向かう。その間にも門の内側からは二人の少女の声が聞こえてきた。

「──じゃあ聞くね、ジリア。わたしと一いつ緒しよにおいで。その方がずっといいよ。あなたにとっても、わたしにとっても」

「賛同はできないと、言ったばかりです。ルルゥ、昼のようなことはもうやめてください。本当に羽う人じん族の現状を変えたいのなら、他種族からの批難を受けないやり方でやるべきです」

「そういって、七十年もの間、なにも変わっていないわけだけど」

「…………」

「そんな顔しないで、ジリア。大丈夫。二人一緒なら、きっとなんでもできるよ」

「──こらこら、ちょっと待て、お前ら！」

　声を上げて通用扉を押し開けたクレトに、門前のジリアは驚いて顔を上げた。一方、そのすぐ前に立っていたルルゥは、にっこりと笑ってクレトを見る。

「こんばんは、門番さん」

「はい、こんばんは、って夜の挨あい拶さつまではしたくなかったけどな。ちょっとは休め。ジリアが疲れるだろうが」

「そうだね。ごめんね」

　小さく舌を出してみせる少女に悪気は見えない。微笑を貼りつけた顔は、悪意さえも感じさせないのだ。

　だがそうであることが、むしろ人に用心を抱いだかせる。実際、門もん扉ぴに背が触れるぎりぎりに立っていたジリアは、彼を見て切なげな安あん堵どの表情になった。けれど彼女はすぐに、はっと気づいた顔になると、不満げに唇くちびるを曲げる。

「大きさ、戻ったんですね……」

「戻った。戻らないと困るだろ」

「そうですね……」

「なんだその顔は。あからさまにがっかりすんな。傷つくだろ」

　クレトは慎しん重ちように歩を進めながら、ジリアを手招く。

「ほら、ジリア。こっち来い。話済ませたら、あとは俺がやるから」

「クレト……」

「ずいぶん甘やかされてるんだね。ジリアは昔からそうだったな」

「聞くな」

　つい言ってしまって、クレトは舌打ちしたくなる。幼おさな馴な染じみ同士の関係に出すぎたことを言ってしまったと思ったが、ルルゥの言葉をこれ以上聞かせていてはよくない気がしたのだ。

　ジリアは青ざめて逡しゆん巡じゆんする。その動きをとどめるように、ルルゥは軽く手を広げた。

　夜の学校を照らす月の光。腰までの銀髪を淡あわく輝かせながら少女は微ほほ笑えむ。

「連れていっちゃう前に、わたしの話を聞いてほしいな、門番さん。次はあなたに会いにくるって言ったよね。今ここで会えたのは好都合だし、ちょっといいかな」

「いいも悪いもないだろ。言え。ってか次からジリアの分も俺が聞く。直接詰所に訪ねてこい」

「あはは。さすがにわたしも、門外と校内を軽く行き来はできないんだ。それに、気持ちはありがたいけど、これはわたしたちの問題だし」

　言葉でできた鎖くさりに捕らわれたかのように、「わたしたち」と聞いて、ジリアは目を伏せる。

　ここでルルゥになにを言われたのか、容易には踏ふみ入れない少女たちの繫つながりに、クレトは危機感を覚えた。

　だが彼は用心を面に出さず問う。

「そこまでして俺にどういう用事だ。……ってかお前、俺の体が変わってても動じないって、俺がなんだかわかっているみたいだな」

「知ってるよ。あなたたちが知っているようなことは全て。──あなたたちの知らないことも」

「なら、俺のなにが狙ねらいだ」

　繕つくろわない険をもって、クレトは前に出る。

　二人の少女までは十歩ほど。だが、無む暗やみに踏ふみこんでジリアになにかあっては困る。いくら好戦的なルルゥでも、幼おさな馴な染じみを傷つけはしないだろうと思ったが、クレト自身今日会ったばかりの少女をそこまでわかっているわけでもない。

　ルルゥ・エンシズは足あし下もとに視線を落とす。その目は、月光に照らされる地面ではなく、更に下にあるのだろう不死人たちの牢ろう獄ごくを捉とらえていた。

　小さな唇くちびるの端が上がる。

「じゃあ、教えてあげる、地下から来た門番さん」

　少女の緑の双そう眸ぼうが、黒にも似てクレトを捉える。

「──わたしね、あなたたちの持つ『不死の秘密』がほしいの」




　己が死なない呪のろいを受けたと、クレトが理解したのはいつのことだったか。

　何重もの鎖くさりによって繫つながれ、それらを引きちぎろうと昼夜なく暴れ狂っていた頃だったか。

　クレトは、自分の体がどれほど傷つこうともすぐさま回復することに気づいた。

　肉が裂け、骨が見えてもたちまちそれらは新しい肉でふさがる。

　なにがあろうとも死ぬことはないのだ。

　それを知って狂気の只ただ中なかにあった彼は──ただ「好都合だ」と思った。




　ルルゥ・エンシズは自じ嘲ちよう気味に語る。

「リスクはあるだろうけれど、好都合な体だよね。老いることはなく、傷を負っても死なない。でも、わたしたち羽う人じん族はまるでその反対。短い寿じゆ命みようと脆ぜい弱じやくな体を持っている。これじゃ少しも届かない。今を改革して、新しい未来を作るためには──」

「っ、ルルゥ……！」

　幼おさな馴な染じみの弁舌を、ジリアは激発して遮さえぎろうとする。

　クレトの過去を、そして後悔を知っているがゆえの彼女の憤いきどおりに、門番の青年は、自分の意識が冷えてくるのを感じた。かつて狂ったまま同じことを思った己を思い出す。そして、新たな体を得て、「それはやはり違うのだ」と苦味を嚙かみしめたことも。

　クレトは夜の中に自みずからの咆ほう哮こうを聞いた気がして、羽う人じん族の少女を見つめた。

「……なあ、俺は、自分の不死性を誰かにわける方法なんて知らない」

「そうね。でも調べてみればわかるかもしれない。あなたの精神や、元の体や、他の囚しゆう人じんたちも含めて全て、ね」

「調べて、なにも出なかったらどうする？　生半可な気持ちで地下に触れると後悔するぞ」

「そうかな。最初から臆病でいたら、なにも得られないだけだよ」

　傲ごう然ぜんと引き下がらないルルゥに、クレトは溜ため息いきをついた。彼は唇くちびるを嚙かむジリアへと言う。

「大丈夫だ。気にしてない」

「クレト……」

　彼は自らの足あし下もとに視線を落とす。

　──この地上から、はたしてディアテの地下牢ろう獄ごくまでどれだけ距離があるのか。

　そんなことをクレトは考える。今の自分は、かつての自分からどれだけ離れているのかも。

　クレトは七十年の記憶をたどりかけた自分に気づくと、思考を中断し、ルルゥを見み据すえた。今の子供たちは知らないこと──できれば伝えずに済ませたかったことを、彼は口にする。

「お前な、色々言うわりに、肝心なところを知らないみたいだから教えてやる。……あのな、俺たちの持つ『不死』は、お前のやろうとしてる改革とやらに、一番不向きなものなんだ」

「不向き？　なぜ？」

「この呪のろいにとって、不死性ってのは単なるおまけで、目的のための手段だからだ。──本当は、呪いをかけた人が俺に望んでいたものは……『変わらない感情』、なんだ」




　クレトは人差し指で自分のこめかみを叩たたく。

　その小さな震動は彼に、忘れることのできない声を甦よみがえらせた。

　つまり──『復ふく讐しゆうしろ』と。

　懐かしいとさえ思えないその声を、クレトは目を閉じて反はん芻すうする。

　それこそが、彼に課せられた呪いだ。




「『復讐を忘れるな』……これが本来の呪いの目的だ。だから俺たちは、あの日の自分の感情を、そして埋めこまれた憎ぞう悪おを忘れることができない。あの瞬しゆん間かん、自分が怒いかり狂っていたなら怒りのまま、恐怖を抱いだいていたなら全てを恐がったまま、今までずっと在あり続けている。忘れることはできないし、変わることもできないんだ。嫌いやな赤い空を見上げてた、あの日のまま、みんな足あし踏ぶみさせられ続けてる」

　それが、隠された呪いの本質だ。

　だから地下の巨きよ人じんは憎ぞう悪おを吐はき出し続けるままで、ヴェーテ・サイはいつも似通った話を描えがく。彼らの精神は七十年もの間、死者の妄もう執しゆうによって変わらぬよう杭くい打うたれているのだ。

　クレトは地面ごしに遥はるか地下の牢ろう獄ごくを眺ながめる。

「どんなに凹へこんでいても、一晩寝ればすっきりすることがあるって言うだろ？　でも俺たちにはそれがない。ずっと同じだ。寝ても覚めてもあの最後の日のひどい気分のままだよ。──そんな呪いを何十人もにわたってかけるなんて、ありえない威力だと思うし、今でも夢だったらいいと思うけどな」

　包帯を巻いた指を、門番の青年は握りこむ。なんの傷もないはずの掌てのひらがちくりと痛んだ。

「なにしろ、当時の竜りゆう人じん族の姫が、自分の命を懸かけて生み出した呪のろいだ。それは何十人もの人間をいまだに狂わせたままで……俺みたいなのを除いて正気を保ててる人間は極少数しかいない。例外は、竜人族の種族英雄や、飛び抜けて強い純人間の魔女くらいだ。あいつらは、最初から呪いを自分の意志でねじ伏せられてた」

　それらはけれど、あくまで特異な例に過ぎない。

　クレトは腕を上げ、年若い少女を指さす。

「でもお前には無理だ、ルルゥ・エンシズ。──俺は、お前がセーネくらい強いとは思えない」




　夜の門前は、水を打ったように静まりかえった。

　ジリアの青い瞳ひとみは、深い湖のように澄んでクレトを見つめている。

　今の話を聞いて彼女がどう思ったか、彼は聞きたい気もしたし、知るのが恐いとも思った。

　一方、ルルゥ・エンシズは、先ほどまでの微笑がはげ落ちてしまったかのような無表情でクレトを見ている。長い沈ちん黙もくを自みずからの中に塗ぬりこめて、彼女はゆっくりと笑いなおした。

「おもしろい話ね。でもそれは、あくまであなたから見た話でしょ？」

「ま、そうだな。けど俺は、こういう訳でお前に協力はできない。あ、外に出てる他のやつらも多分同じ意見だと思うぞ」

「じゃあ地下にいる人は？　まだ他にもう一人種族英雄がいたと思うけど」

「あー、あいつはなあ……」

　地下の囚しゆう人じんのうち、ヴェーテ・サイの他に種族英雄と呼ばれていた人間は、獣じゆう人じん族の少年だ。

　クレトも戦ったことのあるその少年は双ふた子ごの片割れで、少女の方はたまたまあの日ディアテの城都にいなかった。それだけのことで、鏡写しのような彼らの命運は別れたのだ。もし二人ともが同じ場所にいたなら、精神支配に弱い獣人族のことだ。地下の種族英雄は三人になっていたに違いない。

「いやいや無理無理。地下にいるってこと差し引いても、あいつ完全に狂っちまってるからな。ってか、本当に呪いをわける方法なんて存在しないだろ」

「そっか……。なら、わたしはわたしなりに工夫してみるね」

　ルルゥは笑って、ジリアへと視線を移す。反射的に緊張をよぎらせる彼女の眼前に、嫣えん然ぜんと微わ笑らうルルゥの顔が近づいた。銀の睫まつ毛げの上を、月光が粒となって滑り落ちる。

「──本当に、あなたはまた、わたしと一いつ緒しよには来ないのね、ジリア」

　至近から覗のぞきこんでくる緑の双そう眸ぼう。

　精神に触れようとする、忌いままわしいほど美しいその目に、けれどジリアはきっぱりと頷うなずいた。

「ええ。あなたが今のやり方を変えるつもりがないなら」

　ジリアはそう言って、腰の短剣に手をかける。

　同時に地面を蹴けっていたクレトが、ルルゥの肩をつかもうと手を伸ばした。

　だが、包帯を巻いた指先が彼女に触れかけたその瞬しゆん間かん、ルルゥの体は──ぱしゃん、と音を立てて溶け落ちた。銀色に光る飛沫しぶきが辺りに弾はじけ、その後にはなにも残らない。水がかかった、と思われた指先も濡ぬれておらず、地面は黒く乾いたままだった。

　目に焼きついた光をこすり落として、クレトは呟つぶやく。

「なんだこりゃ……」

「幻影……だったみたいですね。秘術で私たちに『存在している』と思わせていたんでしょう」

「なんだそれ。本当なんだそれ。無敵か。秘術やばい」

「こんなことをできる人間、そうはいませんよ……」

　秘術によって見事に欺あざむかれた二人は、それぞれの表情で頭を抱かかえた。

　クレトはふと、先の少女たちのやりとりを思い出して問う。

「なあ、さっき、ルルゥが『また』一いつ緒しよには行かないんだな、って念押してたけど、あれどういう意味だ？」

　あの言い方からすると、以前にもジリアはルルゥの誘いを断ったことがあるように思える。不ぶ躾しつけかとも思ったが、クレトが一応それを確認してみると、ジリアは怪け訝げんそうな顔になった。

「そういえば、そんなことを言ってましたけど……昼の地下でのことじゃないですか？」

「あれ、そうなのか？　なんかもっと昔の話っぽかったけど……」

　思えば地下でジリアが誘いを拒否した時も、ルルゥはほんの一いつ瞬しゆん、ひどく傷ついた表情を見せたのだ。あれは、彼女たちが共有するなにかに繫つながっているのではないか──そうクレトは感じていたが、ジリアに心当たりはないらしい。

　首を傾かしげていた少女は別のことを思い出したらしく、クレトに躊躇ためらいながらもささやいた。

「あの、クレト……さっきの呪のろいの話ですが、感情が変わらないって……」

「ああ……本当だよ」

　返す答に偽りはない。不変の感情に囚とらわれているのは本当のことで──だが、それでも正気だけをセーネに掬すくい上げられた自分は、他の囚しゆう人じんよりずっと幸運だと思っている。

　クレトは癖のある黒髪を自分の手でかきまわした。

「だから、こんな呪いは他に及ぼすべきじゃない。俺も、きっとセーネも、そう思ってる」

　──いざという時には、完全に地下へ封じられる覚悟もあるのだ。

　そう言って笑うクレトの心を、年若い少女はきっと完全には理解できないのだろうが、それでも彼女は神しん妙みように頷うなずいた。

　青い月の下を、雲がゆっくりと流れていく。

　とかく自分よりも他を気にする少女に、クレトは年長者らしく聞き返した。

「それより、お前は大丈夫か。凹へこんでないか？」

「あなたは心配性ですね。……平気です。ちゃんと話しあって、決裂しましたから」

「それ平気なのか……」

「平気です。次は戦います。──監獄学校の生徒らしく」

　当然のように謳うたいながら、ジリアの青い目にはしかし、深い寂せき寥りようが溢あふれている。

　自みずからを作った子供時代を、遠いものとしてしまいこもうとする少女に、クレトはやるせない思いを抱いだいた。数日ぶりに身長が逆転した彼女の頭を、そっと撫なでる。

「よし、じゃあ送ってやるから、もう今日は休め。明日も色々あるからな。穴掘り競技とか」

「私は出ませんが」

「将来、土木事業がやりたくなったらどうする」

「そういうのは、あなたにお任せしますよ。好きでしょう。穴埋めとか」

　突き放した言葉で返すジリアの表情は、その中身とは裏腹にはにかんでいる。

　クレトは少女の微笑に残る影が減じることを願って──また数日の借りを返すように、彼女の頭を撫なでた。







　寮の中に消えるジリアを見送ってから、門の外に出たクレトは、暗い夜空を見上げる。

「まあ、あんな感じで、俺たちの不死性が欲しいんだと」

「──子供は落ち着きがないわね」

「お前が言うとなぜか怖い」

　細い足を組み、宙に浮いているセーネは、クレトの言葉を黙もく殺さつする。

　代わりに温度のないささやきが、頭上から降ってきた。

「クレト、一応言っておくけれど」

「おう」

「いつまでも何も変わらないなんてこと──本当にあるのかしらね」

「……へ？」

　クレトが顔を上げた時、魔女の姿は既にどこにもなかった。

　唐とう突とつに一人になった彼は、我に返ると頭をかく。セーネの言わんとするところ、すなわち変わらぬままであることを強いられた自分というものに、ふと思いを馳はせた。

「いつまでも同じままか、ってな……」

　地下で暮らしていた自分と、外に出ることを選んだ自分。

　生きる場所が変わっても、彼自身なにか変わったかといったらわからない。

　クレトは答の出ない問題を前に、にじむ視界で己が掌てのひらを見る。

　そこには、いつでも気づけば真白く戻っている包帯が巻かれていた。










　　　５




　自みずからの力で鎖くさりを解き、閂かんぬきを引けるというのはいいものだ。

　元の体に戻ったクレトは、定時に開門作業を行うと搬入作業を終わらせる。

　かつて異形の体でいた頃には、解こうと思っても微み塵じんも解けなかったセーネの鎖だが、監獄学校に払い下げられた今では、ただ長くて重いだけのものだ。門番小屋の脇わきに戻ったクレトは、何度やっても綺き麗れいに巻けない鎖に小さく唸うなった。

「ヴェーテ・サイのやつ、どうやってやったんだ……。今度手紙で聞いてみるか」

　鎖が一いつ瞬しゆんで巻けたからといって、なにが得られるわけでもないのだが、日々の作業に目に見える成果が加われば励みにもなる。

　クレトはしばらくの間、鎖の端を持って振り回していたが、上空で競技祭二日目を知らせる花火が鳴ると、あわてて鎖を放し門前に戻った。露ろ店てんが立ち並び、色とりどりの垂れ幕がはためく前庭を見回す。

「ほんっと、へこたれないやつらだよな……」

　突然の狂乱によってトーナメント戦が中断された翌日、競技祭の二日目の寮は、けれどいつも以上のお祭り騒さわぎだ。昨日の落胆の分まで取り戻そうとしてか、寮の前には隙すき間まなく生徒たちの出す店が並んでいる。規則的に並ぶ窓の鉄てつ格ごう子しには何十本もの透明な糸がたわんで結ばれ、その上を断続的に赤や青の光が走っていった。

　数人の少女たちが、なにかのビラを手に笑いさざめきながら歩いていく。競技に出る予定がないのか、焼き魚を手にぶらついていた生徒の一団が、大きくなったクレトに気づいて不満の声を上げた。

「えー、門番小さくねーのかよ」

「弟どこいった弟」

「つまんなくなった……空気読んでほしい……」

「お前ら本当言いたい放題だな！」

　監獄の中にあっても十分自由に生きているように見える彼らは、口では文句を言いながらも、喜色を隠しきれない顔でクレトの周囲に駆かけてくる。そしてそのまま、いつものように集中攻撃が始まった。突きこまれる拳こぶしを避よけ、クレトは慣れた体捌さばきで魔法から退避する。

「だからお前ら、俺で遊ぶのはやめろと！」

「ひゃーいひゃーい！」

　のらりくらりと逃げていく門番の青年を、数人の生徒たちがはしゃいで追い回す。

　まるでいつもと変わりない光景に、遅れてやってきたジリアは呆あきれ顔になった。クレトが門番日誌を差し出すと、彼女はそれを受け取って今日の分のワニスタンプを捺おす。

「昨日のトーナメント戦ですが、今年度の分は無期延期が決定しました。とりいそぎ学校側は、外部から入りこんだ犯人の確保と、生徒たちから首輪の回収を始めています」

「そうか……」

　──今回の一件の犯人がルルゥ・エンシズだということは、まだ学校には報告されていない。

　それはジリアが幼おさな馴な染じみをかばったというわけではなく、ニアが「まだ報告には早いんじゃないでしょうか」とやんわり決めたからだ。

　ルルゥ・エンシズのことを明らかにすれば、羽う人じん族全体の信用問題に関かかわる。そうなれば皮肉にも、なにも知らない羽人族たちの立場悪化に繫つながるだろう。

　だから三人は早朝から話しあった結果、「生徒ではない羽人族が入りこんでいて、精神支配を行なっている」とだけ報告している。ジリアなどは、できれば自みずからの手でルルゥを捕まえて決着をつけたいと思っているのかもしれないが、自分の力ではそれが難しいこともわかっているのだろう。彼女は普段よりも言葉少なに、けれど休むことなく調査に動いているようだった。

　あれからちゃんと眠れたのか、たった一晩で憂うれいの翳かげが濃い貌かおになってしまった気がして、クレトは少女が心配になる。

「夜寝られないなら昼寝とけ。お前が倒れたら困るしな」

「平気です。まだこれから見回りにも行きますし。トーナメント戦が中止になったせいか、穴掘り競技に参加者が殺到してるんです。いつもは五、六人しか参加者がいない競技なんですが」

「今までよくなくならなかったな。その競技」

「コアなマニアがいるんでしょう。五、六人くらい」

「そいつら影響力強すぎだろ」

「とはいえ、今年は駆かけ込みで数十人集まったらしいですから。きっと、昨日のどさくさで溜たまった鬱うつ憤ぷんを地面にぶつけようとしてるんでしょう。直前で会場の変更があったみたいですし、騒さわぎにならないか、一応見に行きませんと」

「その趣旨で騒ぎにならない方がおかしい……」

　むしろ乱闘は前提条件として、どこまでの規模でそれを食い止められるかを考えた方がいい気がする。

　だが、冗談はともかくとして生徒が多く集まる場所なら、ルルゥが現れないか注意は必要だ。向こうもそうこちらの動きを読んでいるかもしれないが、後手を恐れるにはまだ早い。

　クレトはなんとはなしに寮の屋上を見上げる。そこにまたルルゥがいると思ったわけではないが、一いつ瞬しゆん、空に気を取られたのは確かだ。ジリアが一歩横に避よける気配がする。

　そして代わりにその場所に、ミャーが両手を上げて飛びこんできた。

「もんばーん！　門番門番！　でっかくなっちゃった門番！」

「うおっ、またお前か！」

　小さい時には散々タックルを受けて顔で地面をこすり上げる羽目になったが、さすがに大きくなってまで倒れることはない。ミャーの体当たりを受けそうになったクレトは、軽くその体を避よけると、つんのめって転びそうになる彼女の襟えり首くびをつかんだ。

「ぐえ」

「だから突然突っこんでくるなと！」

　叱しかりつけられて三角の耳をぱたりと伏せたミャーは、体勢を立てなおすと、あらためてクレトに訴える。

「門番！　ロドがまた隔離処分になっちゃったよー！」

「ありゃ。なんでだ。昨日のトーナメント戦のせいか」

「そそ。なんか、喜んで殴なぐりすぎって。やりすぎだから反省って」

「おー……」

　なんだかよくわからない説明だが、大体は伝わってくる。

　クレトは少女を慰なぐさめようかと思ったが、双ふた子ごの兄が謹きん慎しん処分となったミャーは、意外にもけろりとした様子で手に持っていた巾きん着ちやく袋を開けた。茶色い手で中を探さぐり始める。

「でも今度の謹慎は三日なんだー。でね、せっかく借りた本の返却日が来ちゃうからね、わたしが代わりに返してくるの」

「そっか。あいつ、いっぱい本持ってたもんな。読書家なんだな」

「ロド、本読むのはすきなんだけど、中身をあんまり覚えてられないんだよね。だから、こうやって途中で本返すたびに忘れちゃって、また借りるの。同じ本、一年くらい読んでるの」

「……そりゃ楽しそうだな」

　終わりなき苦行に似たものを感じるが、本人が楽しんでいるならなにも言う必要はない。

　ミャーはしばらく袋の中をがさがさかき回していたが、やがて小さな紙袋を取り出した。てっきり本が出てくるのだろうと思っていたクレトは、よい匂いのする紙袋を渡され困惑する。

「なんだこりゃ……」

「ミャーも露ろ店てんやりたいと思って、作ったんだよ。食べてみて」

「まじか」

　ひたすら茹ゆで玉子を詰めこまれて死にそうになった記憶が甦よみがえるが、あの時と違って今は大人の体だ。クレトはおそるおそる袋を開けて──中にぎっしり入っている唐から揚あげを確認した。

「うん、よし……後でもらう」

「今たべて今。ほら。早く」

「その押しはなんなんだ！」

　ひょっとして消化器が弱点だとばれているのだろうか。クレトは助けを求めて横を見たが、いつの間にかジリアはそこにいない。彼女は近くで揉もめている生徒たちの仲裁に入っている。

　逃げ場のないクレトは、観念すると唐揚げの一つを口に入れた。べったりと油の風味が押しつけがましい作品を味わう。

「どう？　どうかなー？」

「うん……油の味がする。油の味しかしない」

「えー？　じゃあもう一個食べてみてよ！」

「全部同じ味だろ！　どう考えても！」

　クレトは袋を突き返そうとしたが、ミャーは反対にその袋を押しつけようと手を伸ばしてくる。強引に口内にねじこまれるよりはマシと、しかたなく彼は自みずから唐から揚あげを口に運んだ。ミャーにまとわりつかれ煽あおられながら九割方を消費したところで、ようやくジリアが戻ってくる。

「またやってるんですか……懲こりないですね」

「ぐ……」

　しつこく勧められたのも原因だが、ミャーがせっかく作ったものを無む駄だにしたくないと思ったのもちょっとはある。最後の一個を残してクレトは激しく脱力したが、既にミャー自身はほとんど消費された唐揚げに満足して、ぴょんぴょんと蛙かえる売りの露ろ店てんに流れてしまっていた。飲みこむのに苦労しているクレトを見て、ジリアは呆あきれ顔になる。

「もう……残りこっちに寄越してください。私が食べますから」

「……悪い」

　クレトは紙袋ごとジリアに唐揚げを手渡そうとしたが、彼女の両手は書類でふさがっている上に、唐揚げもあと一つだ。クレトは考えてその一つに串くしを刺すと、ジリアの口元に直接持っていった。けれど、目の前に差し出された唐揚げに少女はぎょっと固まる。白はく皙せきの頰ほほがみるみるうちに真っ赤になった。

「なんのつもりですか……」

「いや、食べてくれるっていうから。手、ふさがってるし」

「こんなことするの、おかしいです」

「お前も前、やってみたいからって俺に消化剤突っこんできただろ」

「それとこれとは……」

　ジリアは赤面したまま言いよどんでいたが、諦あきらめたのか遠えん慮りよがちに口を開いた。小さな唇くちびるの間にクレトは堂々と唐揚げを押しこむ。

　苦しそうに眉まゆを寄せながら少しずつ唐揚げを食べていく少女の姿は、見下ろしていると、気まずいような落ち着かないような不思議な気分になった。

「なんかこれ、変だな……」

「うー」

　涙目で見上げてくるジリアの顔は「今更気づかないでください」と言わんばかりだ。

　胸焼け必至の唐揚げと戦っている彼女の健闘をクレトが祈っていると──黒い首輪を嵌はめた純人間の少女が、ちょうど脇わきを通りすぎようとする。

「お、ちょ、待った。その首輪の生徒！」

「え？」

　呼び止められた少女は、首輪を外すよう求められて怪け訝げんそうな顔になった。不審者を見る目でクレトをじろじろと眺ながめる。

「外せって……なんでですか。これ、もらい物なんですけど」

「誰にもらったんだ？」

「誰にって……あれ？」

　少女は思い出せないらしく、「あれ？　なんで……」と言葉につまった。唐から揚あげを食べ終わったジリアがやってきて、少女の肩を無言でぽんと叩たたく。突然の指輪生の行動だが、少女は驚くこともなくふっと気が抜けたような無表情になった。

　ジリアはけれどその様子には構わず、はっきりとした口調で少女に告げる。

「その首輪は学校より回収命令が出ています。今ここで回収させてもらいますし、他にしている人を見かけたら教師か私か門番のところに出向くよう指示してください。いいですか？」

「あ、はい……」

　念を押されて、少女は我に返ったかのように頷うなずいた。あわてて首輪を外しジリアに預ける。そうして少女がしきりに首をひねりながら行ってしまうと、ジリアは息をついた。

「簡単な意識操作ですね。ああやって目をつけた生徒に首輪を渡していたんでしょう」

「ジリアは操作を外せるのか。すごいな」

「完全には無理です。でも、これを取り上げてしまえば、徐々に影響が薄れて、最終的には二、三日で抜けきってしまうでしょう。──私、秘術のこういう傲ごう慢まんなところ、好きじゃないです」

　少女は黒い首輪を腰の突剣の柄つかに通すと、青い瞳ひとみを曇くもらせる。苛いら立だちと消沈が混ざりあった眼まな差ざしは、まだ自分の感情をうまく消化しきれていないように見えた。クレトは慰なぐさめるように小さな頭に手を置く。

「俺の仲間も昔そんなこと言ってたけどさ、羽う人じん族にとっちゃそういう武器も必要なんだろ。ルルゥ・エンシズと血縁だっていう七十年前の『傀かい儡らい遣い』も、だから単独で動いてたのにすごく周りに恐れられてたよ。いわゆる一騎当千ってやつで、他の種族英雄も避けてたな。特に獣じゆう人じん族なんか相性悪いから、種族英雄の双ふた子ごが傀儡遣いに干渉されそうになって、さっさと逃げてったのを見たことがある」

　過去の記憶に、多少の色をつけてクレトが話すと、ジリアは興味に目をまたたかせる。

「獣人族の種族英雄ですか」

「そそ。すげー速度で襲いかかってくるやつらでな。双子のうちの一人は今でも地下にいるぞ。──多分、狂っちまったままだ」

　呪のろいに侵おかされた人間の多くは、今でもそうだ。

　広い地下牢ろう獄ごくは、吹き抜けになっている中央に異形の巨きよ人じんを封じ、その外周には螺ら旋せん状の独房が配されている。獣人族の種族英雄が繫つながれているのも、それら独房のうちの一つだが、時折獣そのものの咆ほう哮こうが聞こえてくることがあった。

　ジリアはいつもの真ま面じ目めな顔で頷うなずく。

「ああ……その種族英雄の捕まってないもう一人が、多分、ロドの曾そう祖母ですね」

「おお？　そうなのか？」

　確かに双ふた子ごの少女の方は、不死の呪のろいにはかからなかった。テレシアとジリアに血縁関係がある以上、世代的にも同じであるのだろうが、なんだか妙みような新鮮味がある。クレトは、ルルゥも確か同じことを言っていたのだと思い出した。

「種族英雄の血を引く腕輪生か……」

「獣じゆう人じん族には他にもいますよ。有名な血統ですから。ロドやミャーはその分家で、この学校には本家の人間も何人かいます」

「分家と本家ね……、あ、ひょっとして、こないだのノワイス兄妹か」

「ええ。あなたの内臓を破裂させた三人です」

　腕輪を嵌はめた三人の獣人族。小さいクレトの腹を遠えん慮りよなく蹴けり抜いた彼らとロドの間には、なにやら険悪な空気が漂っていた。が、どうやらそれは同じ血統を持つがゆえのものらしい。

　クレトは、かつての仲間の血を引く少女をじっと見つめた。ジリアは小さく首を傾ける。

「どうかしました？　クレト」

「いや……」

　──時代が変わり、人が変わり、だが変わらないものもある。

　それを誰かは遺い恨こんと言うだろうし、誰かは希望と呼ぶのだろう。

「種族英雄が、今の腕輪生か……」

　飛び抜けた強者への呼び名が変わっただけで、かつての時代からディアテは同じ火種を抱かかえたままでいるのかもしれない。そして、この火種が大火を生むか否いなかの分かれ目は、きっと監獄学校に委ゆだねられているのだ。

　考えこむクレトを、ジリアは不思議そうに見上げていたが、寮の時計に気づくと書類を持ちなおした。

「そろそろ穴掘り競技の開会時刻ですね。私、ちょっと見に行ってきます」

「あ、俺も行く、って無理か」

「二日目は門開いてますから。通常シフトです。ちゃんと仕事しててください」

「昨日の今日だし、門閉めたい……」

「そんなことを言っていると、また爆破されますよ」

「おい待て」

　ひどい忠告を吐はいて、ジリアは踵きびすを返す。その背にクレトが手を伸ばそうとすると、少女は踵かかとを鳴らし、ふわりとスカートを翻ひるがえして振り返った。彼女は柔らかく、慈いつくしむように微ほほ笑えむ。

「仕事しててください。穴掘り競技が終わったら、校舎の中を案内しますから。教えたい怪談がいっぱいあります」

「……おーう」

　怪談はともかく、校舎内に入れるのは楽しみだ。クレトは寮の玄関に視線を転じる。そこでは、三角耳の獣じゆう人じん族の少女と、薄うす羽はねを見せている羽う人じん族の少女が、メイド姿で手を繫つないでビラを配っていた。それとは別に、中から出てくる生徒たちが皆、魔法熊のぬいぐるみを頭に乗せて出てくることに、クレトは疑問の声を洩もらす。

「いやほんと、中でなにやってんだ……？」

　これは是ぜ非ひとも自みずからの目で確かめたい。

　そんなことをクレトが思っていたその時──寮の向こうからは地を揺ゆるがす鈍にぶい轟ごう音おんが聞こえてきた。







「え……っ？」

　地面が上下に鳴動する。

　重く伝わってくる地響きに、歩き出していたジリアは転びそうになってよろめいた。その背を、走ってきたクレトが手を伸ばして支える。

　周囲の生徒たちも突然の地震に目を丸くしており、揺れがやむと食べ物を手に首を傾かしげあった。その只ただ中なかで、クレトとジリアは顔を見あわせる。

「なんだ今の」

「競技場の方からみたいですが。いつもの悪ふざけにしては大きいですね……って、あ」

「あ？」

　心当たりに気づいたらしい少女は、クレトの胸に一枚のビラを押しつけた。

「私、先行きます！　一応門を閉めておいてください！」

「へ、ちょ、待て、ジリア！　お前、今閉めるなって言ったばっかだろ！」

　クレトが止めようとするものの、その時には既に、ジリアは競技場の方へと駆かけ出していた。残されたビラをクレトは見る。

「……穴掘り競技についてのお知らせ」

　開催場所は、ジリアの言うとおり「北広場から競技場前に変更された」と、赤字で大きく訂正されている。コアなマニア五、六人によって存続してきた競技は、よく見ると開始時刻の下に小さく「当日の参加人数によって前後することがございます」と書かれていた。おかしな丁寧さを無視して、クレトは呟つぶやく。

「え。まじでこれ？」

　敷地内に穴があくのはいつものことだが、それにしても音と震動が尋じん常じようではなかった。

　クレトは我に返ると、言われたとおり門に戻ってそれを閉める。突然の閉門に気づいた生徒たちは不満の声を上げたが、今は緊急事態だ。

　クレトは地図の書かれたビラを手に、生徒たちの間を縫って駆かけ出した。寮の外周を回った先、露ろ店てんがぽつぽつと出されている競技場近くの森の前に、数十人の人だかりができている。

　──彼らはそろって、地面にあいた巨大な穴を覗のぞきこんでいた。







　ぽっかりと地面にあいた穴は、遠目からでもかなりの大きさとわかる。おそらく小さな家なら五、六軒は入るだろう。

　どれだけの深さがあるのか、集まった生徒たちはざわめきながら穴の中を眺ながめている。

　クレトはその人垣に、指輪生である少女の姿と──隣に赤い髪の同居人を見つけて走る速度を上げた。穴の縁にたどりつくと、彼はセーネの肩をつかむ。

「なんだこの穴は！　またお前の仕業か！」

「あら、クレト。だって大会だし。不ま味ずかったかしら？」

「まずいに決まってんだろ！　なにやってんだ、牢ろう番ばん！」

　言いながらクレトは、セーネの頭越しに穴を覗きこんだ。

　そして絶句する。

「…………なんだあれ」

　すり鉢ばち状の穴は、クレトが予想していたよりも深くなかった。

　せいぜい三階分くらいの高さで──それはセーネがおそらく手加減したためもあるだろうが、地中であるものにぶつかったことが原因と思われた。

　そのあるものとは、分厚い石の天井だ。

　土中に埋まっていた地下室の天井。だが、昨日足を踏ふみ入れた場所とは違う。大きく崩落した天井の更に下に見えているものが違うのだ。どれくらいの広さがあるのか、薄暗くてよくわからないが、とにかく広い空間であるらしいそこからは──




　赤い鱗うろこの巨大竜りゆうが、鋭するどい目を光らせて生徒たちを見上げていた。




　竜の全ぜん貌ぼうはうかがえないが、体長はおおよそ七、八十歩分はあるだろう。

　硬い鱗は一枚一枚が大人の掌てのひらよりも大きく、宝石のような輝きを放っている。折りたたまれた翼つばさは小屋数軒分を覆いつくすほどであり、羽ばたけば突風が容易たやすく人を吹き飛ばしてしまうことは想像がついた。

　長く伸びた首の終わりには、冠かんむりのような角を持つ頭があり、王者の風格を湛たたえている。瞼まぶたを持たない金の瞳ひとみが見る者を萎い縮しゆくさせ、不ふ遜そんを嚙かみ砕くだく太い牙きばが大きな顎あごの中でぬらりと光った。
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　絵に描いたような竜の姿に、セーネが暢のん気きな声を上げる。

「あら、第二版の八十二番目に載ってる『目撃された原種竜りゆう』ね。まだ生き残ってるなんてすごいじゃない」

「……ご愛読ありがとうございます」

　答えるジリアの声も心なし放心気味だ。他の生徒たちも、まるで本の中の出来事のように、とうに滅びたはずの原種竜を見下ろしているだけで、大して危機感を抱いてはいないようだ。いつものように恐れを知らぬ好奇心だけが先に立っている。

　ゆっくりと暗い中から頭をもたげた竜は、生徒たちが集まる一画目がけて、口を開いた。

「っ、伏せろ！」

　クレトの叫さけびにほとんどの生徒が動いたのは、ここが監獄学校だったからだろう。

　縁ふちに立っていた生徒たちは、はっと顔を上げると、すばやく身を伏せる者と触媒の剣を抜く者にわかれた。透すき通る防壁が、ほぼ同時に何重にも彼らの前に展開される。

　──その直後、全てを焼きつくす焰ほのおが吐はき出された。

　竜の口から上がる白熱が、生徒たちの張った防壁に当たって激しい火柱を上げる。

　圧倒的な火力に耐えきれず、数十もの魔法防壁が次々音を立てて砕くだけ散った。火柱から押し寄せる熱が、居並ぶ生徒たちへと波のように押し寄せる。

「うわっ」

「きゃぁっ！」

　肌を焼く熱に、生徒たちがあわてて飛び退のく。羽う人じん族の少女が悲鳴を上げて頭を抱かかえ、その体をかばって竜りゆう人じん族の少年がすばやく前に立った。

　服の上からでもちりちりと焼きつく肌に、生徒たちは一気に騒そう然ぜんとなる。

「え、生きてる竜りゆう？　まじで!?」

「ちょ、造り物じゃねぇのかよ！」

　火柱からほとばしる飛沫しぶきが、穴の中へと雨のように降り注ぐ。そこから立ち昇る熱気が、非現実な光景を否いやが応にも現実へと押し上げた。混乱の只ただ中なかで純人間の少年がぽつりと零こぼす。

「原種竜って現存してたのか……」

　──原種竜とはそもそも、大戦より更に前の時代に、滅びたとされる生き物なのだ。

　それがまさか、自分たちの暮らす足あし下もとに眠っていたとは、怪談好きでも思わないはずだ。

　その通称が示すとおり、竜人族の祖でもある竜は、角を持つ頭を軽く振った。炎の飛沫が四方に散って暗い部屋を一いつ瞬しゆん照らす。壁の間を歩くワニほどの巨体に、太い鎖くさりが絡みついているのがちらりと見えた。その鎖は床に嵌はめこまれた鉄板へと繫つながれているようである。

　己の焰ほのおの飛沫を払った竜は、そうしてまた、ぞっとするような低い唸うなり声を上げて動き出した。じゃらじゃらと重い鎖の音が重なって聞こえる。

　ジリアは青ざめた顔でクレトを見上げると、黒いシャツの胸元をつかんだ。

「こ、これはまずいですよ……地下にはもう何もないって言ってたじゃないですか！　なのに原種竜って！　原種竜って！　私が怪談好きだから黙だまってたんですか！」

「怪談好きは関係ないし、俺も知らなかった！　ってか、なんなんだこの学校！　原種竜飼ってるとかアホか！　俺よりまずそっちが空気読めよ！」

　叫さけんで返したクレトは、自分の声を聞いていくらか冷静になった。一方、ジリア自身も彼との応酬で彼女らしい思考力を取り戻せたようだ。二度目に吐はかれた焰が空中で爆散するのを眺ながめつつ、指輪生の少女は状況を整理する。

「どうやら……穴掘り競技はとんでもないものを掘り当ててしまったようですね。まさか本当に、原種竜が封印されてる地下室があったとは思いませんでした……」

「すごく傍はた迷惑な話だけど、掘り当てたのがうちの魔女だからなにも言えない……。いや、後始末はさせるけどな。──おい、セーネ。なんとかしろ」

　言いながらクレトは、魔女の肩を叩たたこうとする。

　だがその手は無残にも空を切った。ぎょっとしてすぐ前を見下ろした彼は、そこに誰の姿もないことに気づいて愕がく然ぜんとする。

「……いつの間にかいない」

「いませんね……」

　ついさっきまで確かにいたはずの魔女は、なんの気配もないまま忽こつ然ぜんと消えている。どんな状況でもセーネがいるならなんとかなるだろうと、内心思っていたクレトは頭を抱えた。

「おいおい、竜りゆうを掘り起こしといて消えるのかよ……なんでそんなことができるんだ、あいつは！　大体いつもひどいやつではあるけど！」

「愚ぐ痴ちってる場合じゃないです、クレト。このままでは競技祭二日目も中止になりますし、穴掘り競技自体が存在を消されかねません」

「穴掘り競技は別に……」

「つべこべ言わないでください！　私たちでなんとか埋めなおしましょう！」

　鎖くさりで拘束されているらしい竜は、自みずからの寝床であった空間から出られないようになっている。だが、その分穴の底からは連続して火炎が吐はき出され続けていた。吹き上がる焰ほのおは都度、生徒たちの防壁とぶつかりあっているが、地下にいる竜も手応えのなさに気づいたらしい。頭を上げて崩落した瓦が礫れきの上を這はい登ろうとし始めていた。鋭するどい五本爪づめが差しこむ陽ひの光を反射する。

　空にまで届く咆ほう哮こう。原種竜の放つ怒気に気け圧おされたのか、生徒たちの間に沈ちん黙もくが広がりかけた。だが困惑が形になる前に、どこからかよく通る少女の声が叫さけぶ。

「──やっつけちゃおうよ！　竜退治だよ！」

「げ……」

　まずい、と思ったのはほんの一いつ瞬しゆんだ。

　止めようとした時にはもう遅い。周囲から次々に詠えい唱しようの声が上がった。大量の魔法が穴の中へと降り注ぎ始める。魔法同士ぶつかりあいながらも原種竜へと放たれていくそれらは、普段クレトに撃うちこまれているものが、監獄学校の生徒にとっては児じ戯ぎにすぎないのだと思い知らせる。これが地上の建物に向けて撃たれていたなら、十数秒で周囲の建造物まで全壊していたに違いない。

　だが、竜りゆう人じん族の硬こう肌きよりも高い魔法耐性を持つ原種竜は、降り注ぐ魔法に致命傷を与えられることはなさそうだ。むしろ生徒たちの攻撃に怒気を募つのらせると、瓦が礫れきを五本爪で撒まき散らす。

　きょろきょろと辺りを見回していたジリアが、周囲の生徒たちに叫さけんだ。

「攻撃をやめなさい！　って……、駄だ目めです！　止まりなさい！」

　彼女が制止の声を上げたのは、次々穴に飛びこんでいく獣じゆう人じん族たちを見たからだ。今まで魔法の濁だく流りゆうをうずうずと見守っていた彼らは、その効果が薄いとわかると一斉に穴の中へと飛びこんでいった。誰一人止まらない状況に、ジリアは肩を震わせる。

「も、もう……本当に……！」

「止めてくる！　お前はここにいろ！」

　それだけ言って、クレトは自らも穴の中へと飛びこむ。すり鉢ばち型になっている穴を、彼は転げ落ちるようにして駆かけていった。顔のすぐ横を通り過ぎていく魔法が、竜の額ひたいにぶつかって弾はじける。遠く穴の外からジリアの叫び声が聞こえた。

「攻撃魔法はやめなさい！　巻き添えを生みますよ！」

「ジリア、ナイス！」

　指輪生の叱しつ責せきを受け、降り注ぐ魔法がやむ。クレトは足を止めぬまま迫る竜りゆうの頭を見み据すえた。

　瓦が礫れきの山に手をかけ、天井にあいた穴から上半身だけを出している原種竜は、周囲に下りてきた生徒たちを見て顎あごを開く。クレトは彼らに向かって叫さけんだ。

「火を吐はかせるな！　焼け死ぬぞ！」

　こんな穴の中で竜の火を吐かれたら、直撃を食らわなくても肌が爛ただれ、息ができなくなる。

　クレトは半ば駄だ目め元で警告を発したが、生徒たちの動きは迅じん速そくだった。

　獣じゆう人じん族の少年たちが三人、竜の上顎に飛びかかっていく。それと同時に顎の下に巨きよ人じん族の生徒が滑りこんだ。突き上げられる下顎と、殴おう打だが降り注ぐ上顎に挟はさみこまれ、竜の火は未然に飲みこまれる。

　そこに数歩遅れてたどりついたクレトは、落ちてきた勢いをそのまま踏ふみこみに乗せた。握った拳こぶしをまっすぐに引き──竜の鼻先へと打ちこむ。

　ぱん、と空気の破裂する音を、苦痛の吼こう声せいがかき消す。

　硬こう鱗りんを越え骨肉へと響く衝撃に、竜は頭を振ってのたうった。

　そこに生徒たちの攻撃が集中する。

「うひゃー、たのしー！」

「竜と戦えるとかすげえ！」

　興奮の声を上げているのは、ほとんどが獣人族の生徒だ。巨きよ人じん族などは無言で淡たん々たんと拳を振るい続けている。それでも、獣人族の自由な動きを含んで戦う彼らの仕事ぶりは、暗あん黙もくの連携を基盤にしたもので、種族融和を目指す学校教育の成果を思わせた。

　クレトは感心しながら、元の場所へと押しこめられていく竜と、巻き添えで抉えぐられていく辺りの土を見やる。

「おいおい、ほんとに元気いいやつらだな……」

　生徒に死人を出してはまずいと飛びこんできたが、ディアテの未来を担になう強者一割は、予想以上の動きを見せてくれている。このままなら、なんとか竜を気絶させ元の場所に放りこむこともできるかもしれない。

　しかしそうクレトが思った時──竜の口から激しい咆ほう哮こうが上がった。

　一帯を揺ゆるがすほどの怒いかりの声。思わず生徒たちが耳をふさいだ直後、原種竜は大きな頭をぶん、と横に振る。止める間もない速度と力に、生徒たち三人が弾はじき飛ばされ、壁に叩たたきつけられた。

「げ……」

「ちょ、危ね」

　かろうじて避よけた生徒たちが緊張を面おもてに出す。だがそれも、すぐに本能的な危機感へと取って代わられた。突とつ如じよ起こされ攻撃された原種竜は、怒いかりに任せて狭い穴の中で暴れ始める。衝撃を通さない硬い鱗うろこ、そして暴力的な巨体が、逃げ場のない生徒たちを薙なぎ払った。

　クレトは壁と竜りゆうとの間ではさみ潰つぶされそうになった少年を、駆かけ抜けざま拾い上げる。

「お前ら！　上に戻れ！」

　──窮きゆう屈くつなこの場所で、暴れ狂う巨体を相手にするのは分が悪い。

　おまけに穴の中にいるのは、魔法を使えない近接種族の生徒ばかりだ。たとえ竜が魔法攻撃に強い存在でも、魔法が持つ意味はそれだけではない。防御や治ち癒ゆなどの援護が得られない状況で戦い続けなければならないのだ。今のままここに踏ふみとどまり続けては、少しずつ生徒が削られていくだけだ。

　そう判断したクレトは、気絶している少年の襟えり首くびをつかんで、別の少年へと投げた。

「動けないやつ回収して早く上がれ！　でないと──」

　彼の背後で、竜が顎あごを開く気配がする。空気の吸いこまれる細い音が鳴る。

　直後、止める間もなく、苛か烈れつな白はく焰えんが穴の中に放たれた。

　何人かの生徒とそれを振り返ったクレトは、一いつ瞬しゆん先の凄せい惨さんな未来を予想する。

　──だがそれは、現実にはならなかった。

「防ぎなさい！」

　澄んだ声が、クレトのすぐ後ろで聞こえる。

　その叫さけびを詠えい唱しようとして、彼らの眼前には厚い氷の壁が出現した。竜の白焰が、氷壁に阻はばまれ高い飛沫しぶきを上げる。一瞬にして溶け落ちた壁は大量の水となり、白い蒸気を上げながら生徒たちに降りかった。

　その中で、クレトは術者である少女をかばって、流されそうになる細い腕をつかむ。

「ジリア！　大丈夫か！」

「う……別の術にすればよかったです……」

「そう言うな。助かった！」

　自身の張った防壁で、頭から足先までずぶ濡ぬれになった少女は、クレトの言葉にはにかむ。

　だがその間にも、水を浴びる羽目になった竜はますます怒いかり狂い、穴の底で耳みみ障ざわりな咆ほう哮こうを上げていた。分が悪いと悟った生徒たちは、収まりきらない表情ながらも、仲間を助けて退いていく。竜は彼らを追って這はい出でようとまた暴れて──引っ張られた鎖くさりが、軋きしんで嫌いやな音を立てた。クレトとジリアは険しい顔になる。

「まずいですね」

「繫つながれてるのが救いだな。もう上に戻ってどんどん土を入れちまおう。穴を埋めよう、穴を」

「そんな熱をこめて言われても。埋めてどうにかなるんですか」

　前髪から滴したたり落ちる水を何度もぬぐいながら、ジリアは暴れ狂っている竜を見やる。

　その彼女の表情が──不意に、ぴくりと硬直した。

「どうした？」

「いえ、今、何か……」

　穴の中に残っている生徒はもうあと数人だ。血の気の多い彼らをクレトは叱しかりつけて撤退させようとする。

　だがその時、竜のいる穴の底から──カチャリ、という金属音がした。

　なんの音であるのか、間をおいて連続で聞こえてくるそれらに、クレトは不審を覚える。

「なんだ……？」

「クレト、竜りゆうが」

　先ほどまであれほど暴れ狂っていた竜が、ぴたりとその動きを止め、穴の底を振り返っている。なにが起きているのか、カチャリ、という音がついにやみ──その瞬しゆん間かん竜は、猛然と赤い巨体を撥はね上げた。地下の底へと繫つながっていた鎖くさりが頸くび木きを解かれて宙に舞う。先端につけられた鉄輪から、いくつもの大きなネジが撒まき散らされた。

　陽ひの光を反射して輝く鎖と、自由になった竜。

　受け入れがたい光景をクレトたちは一いつ瞬しゆん、呆ぼう然ぜんとして見上げる。

　一早く硬直から逃れたジリアが、声を張り上げた。

「逃げなさい！」

　彼女の声を聞いた生徒たちは、はっと顔色を変えると穴の縁ふちを駆かけ上がり始める。

　だが、その最後尾を走る獣じゆう人じん族の少年に、竜の顎あごが迫った。

「っ、やめろっての！」

　まさに生徒に食らいつこうとしていたその顎に、クレトが体当たりする。彼の横よこ槍やりでまたしても獲物を奪うばわれた竜は、怒いかりのこもった目で青年をにらんだ。鋭するどい爪つめが彼の頭めがけて繰くり出される。

「ちょ、そう怒るな！」

「クレト、早く上に！」

「っつっても……俺が逃げたらやばいだろ……」

　地上には、大勢の生徒たちが集まっているのだ。それだけでなく、今の校内は、二日目の競技祭の真っ最中だ。突然の中止で終わった一日目に続き、二日目も大だい惨さん事じではいくら彼らでも落胆してしまう。

　──ならばここで竜を食い止め続けた方がいいのではないか。

　竜りゆう爪そうが土砂を撒き散らす下を駆かけ抜けながら、クレトはジリアにそう返そうとする。

　けれど少女は振り返って彼を見ると、登りかけていた坂を転げ落ちるようにして戻ってきた。竜の牙きばを避よけて転びかけた彼の腕を、ジリアは遠えん慮りよなくつかむ。

「行きますよ！　早く！」

「いやでも……」

「行きます！　私たちを信じてください！」

　力に満ちた断言。

　自分を、この学校の生徒を、信じて託せとの言葉に、クレトは息を吞のむ。

　──まっすぐな青い瞳ひとみが、今まで何度自分の背を押したか。

　クレトは一秒の間に想起すると、頷うなずく。

「わかった。行く」

　ジリアの手を逆に取って、クレトは走り出す。

　坂を駆かけ上がりながら少女は、振り向きざまにまた氷の壁を出現させた。二人の背に向かって吐はかれた焰ほのおが、空高く熱湯の飛沫しぶきを上げる。その幾いく許ばくかを背に浴びながら、クレトはようやく穴の縁ふちに達した。反動をつけて、ジリアの体を穴の外へ押し出す。

　それをしながらクレトは、周囲にまだいる生徒たちへ叫さけんだ。

「原種竜りゆうが上がってくる！　戦えないやつは逃げろ！　ここで食い止めるぞ！」

　その声に、びくりと飛び上がったのは、ごく一部の生徒たちだ。競技を見物に来ていたと思おぼしき少女たち、そして出張露ろ店てんを開いていた生徒たちが、あわてて退避し始める。

　そして、彼らに反して大半の生徒たちは──好戦的な意思を見せて、穴に向かい身構えた。

　まもなく地下にあけられた大きな穴の中から、ドラゴンの五ご爪そうが現れる。土を抉えぐりながら縁をつかむそれに、生徒たちの魔法が再び集中した。何色もの火花が弾はじけて宙に跳はね返る。

　けれど振りかかる攻撃は硬こう鱗りんに傷一つつけられない。ついには、爛らん々らんと燃え盛る両目が穴から覗のぞいた。

　振り返ったジリアが怒鳴る。

「魔法使いは後衛に回って防御と治ち癒ゆを！　前衛は深追い厳禁で動いてください！」

　その声を聞きながら、クレトは迫る竜の頭を見み据すえた。

　赤い原種竜は、地上に出るなり空に向けて重い咆ほう哮こうを上げる。学校中に響き渡るほどの轟ごう音おんに、地面がびりびりと震え、女子生徒が悲鳴を上げて耳を押さえた。大戦以前から生き続けているのであろう原種竜の威圧に、放たれる魔法もまたぴたりとやむ。

　そして竜は、悠ゆう然ぜんと頭を下ろし、正面に立つクレトを見据えた。金の瞳ひとみが彼の姿を捉とらえる。

　門番の青年は青空の下、影を差す巨体を見上げてぼやいた。

「まさか本当に原種竜とまみえることがあるとはな……」

　七十年前に、仲間たちと探したこともある原種竜だが、眉まゆ唾つばものの噂うわさの数々は、全てただのでたらめや見間違いだったのだ。その時は皆で残念がったものだが、なにも一人になってから本物を引き当てなくてもいいと思う。

「……いや、一人じゃないか」

　彼の後ろには、ジリアが緊張の面おも持もちで構えている。

　それだけではない。周囲には三十人近い生徒が戦う気をみなぎらせて臨戦態勢を取っているのだ。七十年前にも、ここまでの人数の混成部隊と共に戦ったことはなかった。

　クレトはふっと笑って、頭を引く原種竜を見上げる。

「──よし、来い」




　言った瞬しゆん間かん、ごう、と風が動いた。




　開かれた顎あごが、構えるクレトに襲いかかる。

　巨体に似合わぬ速度は、この学校の生徒であっても虚を突かれるものであったが、クレトはやすやすとそれをかわした。左に跳とんでいた彼は、地面に激突した竜りゆうの横顔を蹴けりつける。金色の右目が、ぎょろりと動いて彼をにらんだ。

　──まずい、と思った直後、クレトの体は横に薙なぎ払われる。

　竜の首振りの直撃を受け、彼の体はまるで玩具のように生徒の只ただ中なかへと突っこんだ。咄とつ嗟さに彼を受け止めようとした巨きよ人じん族の少年ごと、クレトは地面をバウンドして転がる。衝撃に全身の糸が震え、腹部に激痛が走った。その間に竜は、彼を狙ねらって深く息を吸いこむ。だがそれが終わるより先に、ジリアが横合いから白い光線をぶつけた。

　ぎょろりと振り返る竜に、少女は臆することなく叫さけぶ。

「こちらに来なさい！」

　その言葉を嚆矢こうしとして、十人近い生徒たちが一斉に駆かけ出す。前から左右から向かってくる少年たちに、竜はすばやく息を吸いきると、白はく焰えんの濁だく流りゆうを吐はき出した。瞬しゆん時じに何枚もの防御壁が張られ、しかしその全てが次々砕くだけ散る。

　だが竜の攻撃は、それだけでは終わらなかった。炎を牽けん制せいとして、赤い竜は巨体を揺ゆるがし、走り出す。低く下げた鼻先が、まず向かってこようとしていた最初の少年を宙へと撥はね上げた。

　空を舞う体にそれ以上見向きもせず、更に竜は生徒たちの中へと突っこむ。

　いくつかの悲鳴が上がり──だが生徒たちは無言の連携で動いた。前衛を担になう生徒たちが、すばやく左右から竜の後ろに回りこむ。彼らは迷わず、巨体を動かす後ろ足二本に攻撃を集中させた。竜の体が揺れ、思うように進めなくなったことで、また怒いかりの咆ほう哮こうが上がる。

　騒さわぎが広がる中、生徒ともども地面に叩たたきつけられたクレトは、血の混じる唾を吐はいて起き上がった。彼は隣に倒れている巨きよ人じん族の少年に気づいて、その肩を揺する。

「おい、大丈夫か」

　問いかけに、小さな呻うめき声が上がったものの、少年が起き上がる様子はない。その様子に気づいて、魔法使いらしき少女が駆かけ寄ってきた。治療を始める彼女に少年を任せて、クレトは腹を押さえながら立ち上がる。

　──そこで彼が見たものは、竜と生徒たちの激しい衝突だ。

　暴れ狂う巨体に、次々生徒たちが飛びかかっていく。肉のぶつかりあう音に時折、骨の砕ける鈍にぶい音と悲鳴が混じった。いくつかあった露ろ店てんは半数以上が残ざん骸がいと化し、昨日の競技場を思い出させるありさまとなっている。

「……これは」

　まるで無残な光景。だが踏ふみとどまって戦う生徒たちは誰一人諦あきらめる様子を見せていない。

　ある者は好戦的な喜びを見せて、ある者は必死の面おも持もちで、強大な原種竜りゆうに向かっていく。

　そんな中、騒さわぎを聞きつけてか、門の方から新たな生徒たちがぱらぱらと現れた。

　ぎょっとする彼らに、原種竜は気づくと軽く頭を引く。次の瞬しゆん間かん、戦う生徒たちの頭上を越えて白い炎球が吐はき出された。狙ねらわれた生徒たちはあわてて左右に逃げ出したものの、地面に着弾した炎が、一いつ瞬しゆんで辺りに熱気を生み出す。

「うひゃっ！」

「なんだよこれ、穴掘り組なにやらかした！」

「あの竜って本物？」

「おい、こっち来てみろよ！」

　更に生徒の増えそうな気配に、竜はいきりたって門前へと進み出す。足に組みつこうとする生徒が蹴けり飛ばされ、振り下ろされる爪つめが女子生徒の背中を掠かすり、鮮血を撒まき散らした。

　彼らに混ざって指揮を執っているジリアが、細い声を張り上げる。

「進ませないでください！　穴に押し戻して！　私たちで封印壁を組みます！」

　羽う人じん族と純人間の少女たち何人かが、既に触媒の剣を抜いて詠えい唱しようを始めている。あけられた穴に強固な蓋ふたをするその魔法は、数人がかりで組まれているものとあって、たちまち可視化できるほどに白く輝く大きな光球となっていった。

　その存在に気づいた竜が、ぴたりと進むのをやめ、金の目を剝むく。

　──強力な魔法封印から逃れる手段の一つは、術者自身を殺してしまうことだ。

　竜の意図を察した数人の生徒が、少女たちをかばってすばやく立ちふさがる。──その時にはクレトもまた走り出していた。

　先ほど痛めた腹部はまだずきずきと悲鳴を上げているが、今のこの体は、セーネの技術の粋すいが詰まった最高傑作だ。どのような怪け我がも、時間が経てば自然治ち癒ゆする。さすがに精神核が壊れれば自力修復は不可能だが、余程のことでもない限りそこまでにはならない。

　ジリアたちの方へ進み出した竜に向かい、生徒たちが次々に突撃していく。彼らの攻撃はわずかに巨体をよろめかせ、けれどほとんどが竜首の一振りで薙なぎ払われた。

　そしてついに障害を取り払い、ほんの十数歩の距離から金の双そう眸ぼうがジリアを捉とらえる。

　彼女は輝きを増していく封印球を背に立つと、震える背を伸ばし、覚悟の表情で竜を見上げた。十を越える防御壁が、他の生徒たちの手によってジリアの眼前に現出する。

　──だがそれも、竜にとっては硝子ガラスと大差ないものだ。

「ジリア！」

　クレトは壊れかけた体をドラゴンの後ろ足に体当たりさせる。己を顧かえりみない衝撃に、竜の巨体は軽く揺ゆれ、けれど竜は彼にまったく拘こう泥でいしなかった。

　それをしながら、クレトは叫さけぶ。

「セーネ！　来い！」

　──迷っていられる時間はない。

　クレトは地下牢ろう番ばんへと、己の全身召喚を口にしようとした。──しかし、その呼び声に魔女の返答は訪れない。クレトは怪け訝げんに思う前に、再びセーネの名を呼ぼうとした。

　その目が、戦う生徒たちの中にいつのまにか佇たたずんでいる少女を捉とらえる。

「あいつ……」

　一人だけ、なにもせずに立ったままの女子生徒。

　否いな、彼女は生徒ではなく、学園の制服を着ただけの部外者だ。外からの侵入者であるルルゥ・エンシズは、クレトと目が合うと笑ってひらひら手を振った。その手の中で、大きな銀のネジが揺ゆれる。クレトの頭の中で全てが繫つながった。

「っ、竜りゆうを解き放ったのはお前か！」

　穴の底から聞こえた、カチャリ、という金属音。鎖くさりの先端から飛び散ったネジは、彼女の持っているものと同じものだ。いきり立つクレトに、少女は屈託ない笑え顔がおを向ける。柔らかな声が、数十歩の距離を越えて耳元で聞こえた。

「大変そうだね。わたしも手伝ってあげる」

「お前、どういうつもりで……」

　それには答えず、ルルゥは黒い腕輪をつけた手で、腰の短剣を抜いた。二振り提さげているうちの一本、その先端を竜の頭へと向ける。

「眠れ……」

　ささやくような詠えい唱しよう。

　目に見えぬ波が竜へと届き──直後、その体がぐらりと揺れた。

　巨体の変化を見逃さない生徒たちが、穴に向けて猛然と竜を押し戻し始める。激しい攻勢に加わったのはクレトも同様で、彼は視界の端にルルゥを捉えながら、竜の足を蹴けりつけた。

　先ほどまでと違い、原種竜は緩慢な動作で後退していく。その後ろ足がついに穴の縁ふちにかかると、ジリアが叫んだ。

「離れてください！　穴へ封じます！」

　言われて、竜の間近で攻撃していた生徒が次々飛び退のく。

　最後に残ったクレトは、右腕を体にひきつけて引いた。

「起こしといて悪いけどな。──地下で寝なおせ」

　竜の腹を、包帯が巻かれた右掌てのひらが突き上げる。

　内臓を揺らす震動に、赤い巨体はぐらり、と傾いた。

　そして竜は──まるで夢の中にでもいるように、穴の中へと落ちていく。すかさずジリアが短剣を空へと上げた。

「凍りつけ！」

　その詠えい唱しようを皮切りに、何人かの少女の声が重なる。

　そして白い光球は宙を滑ると、穴の上、中央付近でぴたりと止まり──

　次の瞬しゆん間かん、強固な封印魔法陣となって、竜りゆうの上に蓋ふたをした。







「──くそ、もういないか」

　なんとか竜を穴に封じてすぐに、クレトはルルゥの姿を探したものの、騒そう然ぜんとする周囲にもはや彼女の姿はなかった。穴の縁ふちに立ってきょろきょろと辺りを見回していた彼に、まだびしょ濡ぬれのジリアが駆かけよってくる。

「大丈夫ですか、クレト」

「お。ってか、そっちが大丈夫か？」

　穴掘り競技から始まって竜討とう伐ばつと続き、残ったものは達成感よりも疲労感だ。

　中には飛び上がって喜んでいる生徒もいるが、ぐったりとしゃがみこんでいる生徒も多く、怪け我がをして手当を受けている者も少なくない。門の方からやってきたなにも知らない生徒たちが、ぼろぼろになった露ろ店てんを怪け訝げんそうに眺ながめながら、他の生徒を質問攻めにしている。その中にはミャーの姿もあり、彼女は潰つぶれた露店から散らばった蛙かえる飴あめを残念そうに眺めていた。

　ジリアは濡れてずっしりと重くなったブレザーを脱ぎながら言う。

「大丈夫です。幸い死者は出なかったようですし……。私も今回は珍しく濡れただけです。実はそろそろ制服の替えがなくて困ってます」

「昨日は破けちまったしな」

　その点、今日は乾かせばいいだけだ。クレトは濡れた前髪をかき上げながら彼女を見下ろし──一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、指摘した。

「うん、ジリア。ブレザーは着とけ」

「ええ？　なんでですか。重たいんですけど……」

　言いながら自分の姿を見下ろしたジリアは、やはり無言になった。

　びっしょりと濡れたシャツの下、なめらかな肌と下着までもがすっかり透すけて見えてしまっている。いつも首にかけている銀のペンダントがくっきりと浮き立って見え、ジリアは畳みかけていたブレザーを胸に、わなわなと震え出した。

「ク、クレト……見て……」

「見てない。見てないと思えば見てない」

「見たから指摘したんでしょう！　じ、自分ばっかり黒い服着て！」

「八つ当たりすんな！　ブレザー着とけばわからないだろ！　あと風か邪ぜ引くな！」

　背を向けたままクレトが返すと、ジリアはぐすぐすと文句を言いながらもブレザーを着たようだ。彼女は唇くちびるをとがらせてプリーツのスカートの裾すそを絞しぼり出す。

「はぁ……もう……。ああ、そうだ。竜りゆうが目覚める前にちゃんとした封印を施ほどこしたいですね。封印の魔法陣も、上側からの衝撃には弱いですから。先生たちに手配をお願いして、あとは、直前の会場変更の理由について確認を──」

　ジリアは、しかしそこでなにかに気づいたように穴の底を振り返った。

　つられてクレトもそちらを覗のぞきこむ。

　蜘く蛛もの巣のように張り巡らされた魔法陣の下、原種竜が穴の底に横たわっている──だが、見間違えでなければその巨体の下が、なにやらぼやけて歪ゆがんでいた。よく見るとそこからは、黒い霧きりのようなものがうっすらと染み出し始めている。

「……なんだあれ」

「クレト、床に亀き裂れつが……」

　言われて注意してみると、巨体が落ちてきた衝撃によって生まれたのか、石床には深い亀裂が入っている。暗くて不鮮明ではあるが、亀裂の中からはどうやら得体の知れない靄もやがゆっくりと染み出しつつあるようだ。

　どこかでよく知っている気もする気配。ひしひしと身に迫って感じられる異様な気に、クレトは息をつめる。

「なんかまずそうだな。教師呼んでくるか」

「はい……」

　クレトは振り返って校舎の方を見る。

「っと、呼びに行く必要はなさそうだ」

　校舎の昇降口から三人の教師が現れる。彼らと共にいるのは王女であるニアで──彼女はクレトとジリアに気づくと、重々しい表情で頷うなずいた。ミャーが友人に気づいて駆かけていく。

　ミャーとすれ違いで歩いてきた男の教師が、渾こん然ぜんとした状況に対し大きく手を振った。

「お前ら、穴掘り競技はどうした！　なんで関係ない場所に穴あけてる！」

「え、だって、場所変更って……」

「聞いてないぞ、そんな話！　会場には五、六人しかいないし、どういうことだ！　ちょっと話聞かせてもらうから全員別室来い！」

「ええー！」

　それを聞くなり、獣じゆう人じん族の生徒たちがばらばらと逃げ出す。門前から流れてきた生徒も、巻き添えを嫌いやがってそそくさと戻っていった。残りの生徒は観念してか、逃げた生徒を恨うらめしそうに見送りつつ列を作る。もう一人の教師も合流して生徒たちの誘導が行われ始めると、ニアとミャーの二人が老齢の教育主任と連れだってクレトたちの方に歩いてきた。

　ニアが背伸びして手を振る。

「も、門番さん！　大丈夫ですか！」

「おーう」

　教育主任に一礼すると、クレトは事情の説明を始めた。もっとも、その大半をジリアが受け持ったのは当然の結果だ。一通りの話を聞いた教育主任は、苦い顔で溜ため息いきをつく。

「大体の事情はわかりました。色々注意したいこともありますが、今は後始末が先決です。原種竜りゆうについては早急に封印処理を手配します。床の亀き裂れつについては──」

　ぴたりと、教師の動きが止まる。

　言いかけた口のまま、突然宙を見て止まってしまった教育主任に、三人の視線が集中した。

　ジリアが形のよい眉まゆを顰しかめて問う。

「先生？　どうかしました？」

「…………」

「先生」

「──そこから先は、わたしが代わるね」

　生徒たちの姿もまばらになった外庭の只ただ中なか、いつの間にか銀髪の少女が立っている。

　悠ゆう然ぜんと、当然のように監獄学校に佇たたずむルルゥ・エンシズは、そうして少し首を傾かしげると、またくすりと、棘とげのある笑え顔がおを見せた。
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　ジリアの幼おさな馴な染じみで、羽う人じん族首席であった少女。

　美しく、自信に満ちて、だがどこか不穏さが拭ぬぐえない彼女は、腰の左右に二振りの短剣を収めたまま、腕輪を嵌はめた右手を大きく払った。

　途端、動かなくなった教育主任を始め、まだその場に残っていた生徒たちが校舎の方へと帰っていく。脇わき目めもふらず進んでいくその様子は、昨日の狂乱とはまったく異なって──だが明らかに人為的な操作を思わせた。ルルゥの顔を知らないミャーが首を傾かしげる。

「誰あれ？　友だち？」

「うん、そうだよ。はじめまして、ミャー・ゼニス」

　事もなげに人払いをやってのけたルルゥは、そう答えると四人に向かって微ほほ笑えんでみせた。

「秘術はね、決して万能じゃないの。繊細で、下準備もいるし、できることにも限界がある。──でもその分、成功した時の喜びはなににも代えがたい。人を思いのままに操あやつることができるって、わたしたち羽人族だけが得られる悦びだよ」

「……そのような言い方は、不ふ愉ゆ快かいです」

　苦い顔で両断して、ジリアは自分の突剣を抜く。

「ルルゥ……今の原種竜りゆうの一件、仕組んだのはあなたですね」

　言いきるジリアに、クレトは驚いて彼女を見下ろした。

「え、なんでお前、気づいて……」

　あの時ネジを持って立っていたルルゥを、彼女も見ていたのだろうか。

　ジリアはけれど彼に対し、小さく首を横に振った。

「竜のいる地下に穴が通じた時、『竜退治だ』と生徒を煽あおった声があったでしょう。あれはルルゥの声です。それだけじゃなく、私たちが穴の中にいた時、彼女の気配がしたんです。その後、竜の拘束が外れましたし……そもそも穴掘り競技の会場が直前で変更されたことも、彼女の仕業かもしれません。教師たちは会場の変更を知らなかったでしょう？」

「──全部正解」

　ぱちん、とルルゥは指を鳴らして笑う。見破られたことを喜んでいるようにも思えるその姿に、クレトたちは警戒を募つのらせた。ジリアが突剣の切っ先を彼女へ向ける。

「ルルゥ、なにを企たくらんでいるかはわかりませんが、あなたが好きにできるのもここまでです。拘束させてもらいます」

「あなたには無理じゃないかな、ジリア。ちょっと竜を相手にしただけで、そんなびしょびしょになってるでしょ？」

「……怒りますよ」

　濡ぬれたままのジリアが低い声で返した。綺き麗れいな顔を子供のような怒いかりに染める彼女に、ミャーがのん気な感想を口にする。

「えー、いいじゃん。ミャーは水浴び好きだよ！」

「あなたもついでに怒りますよ！」

「あ、あの、ミャーに悪気はないんです……」

　いつものように集まって騒さわぎ出す三人に、クレトは呆あきれた目を注ぎ、ルルゥは楽しそうに笑った。彼女はひとしきり笑うと、クレトではなく三人の少女に向きなおり口を開く。

「みんな仲がよさそうでいいな。昔はジリアってほとんど友達がいなかったから心配してたの。せっかくこの学校に入れても、ずっとまた一人なんじゃないかって」

「…………」

「でも、ちゃんと友達がいるみたいだし。この学校に騙だまされてるって知らないみたいだけど。いいんじゃないかな。楽しくやれてるなら」

「……どういう意味です？」

　あからさまな挑発の言葉をジリアが無視しなかったのは、「騙されていると知らない」という言葉がひっかかったためだろう。ニアが二人の少女に見えない角度で眉まゆを顰しかめる。

　ルルゥは、そんな彼女たちの反応をも楽しんでいるように、芝居がかった仕草で首しゆ肯こうした。

「そうだよ。ほら、この学校って『ディアテの平和のため』とか『五種族融和のため』とか綺麗事を謳うたっているでしょう？　でも実際は戦闘能力をすごく重視して生徒たちを鍛きたえてる。昨日のトーナメント戦なんか特にそうじゃない？　この学校は生徒に戦い方を教えてる。──いつか来る、戦争の日のために」

「それは……」

　クレトは思わず言葉を失う。

　──ディアテルリア学園は、大戦後に作られた教育機関だ。

　その創設の理由は多くの仕方ない理由を抱かかえた上で、それでも「平和のため」だとクレトは思っている。血と炎に彩いろどられた時代を、二度と子供たちに味わわせないための場所だと。

　だが、今ルルゥが言った言葉はまるで逆だ。彼女はこの学校を「未来の戦争のために在ある」と言っている。まるで学校理念を嘲あざ笑わらうかのような発言に、ニアが厳しい顔で割って入った。

「言いがかりにも程があります。この学校の戦闘訓練は、他種族と協力し正しく力を振るうためのものです。戦争を視野に入れているなどということは、決してありません」

「そうかなあ」

　威圧漂う王女の反論を受けても、ルルゥはどこ吹く風だ。

「理想を学ばせるだけにしては実戦的だと思わない？　わたしの言ってることは本当のことだよ。将来、他国と諍いさかいがあった時のために、あるいは国内の政敵との争いのために、あなたたちはいつでも戦えるように訓練されてる。……あ、でも安心してね。ちゃんと平和のためって理由もあるんだから」

　少女の言葉は、耳から入りこんで精神の奥底に溜たまる毒のようだ。

　優しく、穏やかに、愛情を持ってささやかれる言葉のように、するりと心に染み入ってきて中を侵していく。まるで単なる声音自体が秘術の力を持ちあわせているようだ。

　誰もなにも言わない中、ルルゥ・エンシズは語り続ける。

「確かにここは平和を大事にしてるよ。そのために、生徒に帰省どころか外出も許さないんだもん。ね、これって異常だと思わなかった？」

　試すような問いかけに、ジリアが答える。

「異常ではありますが、理由はあります。生徒を表に出せばいらぬ騒そう動どうが起きるのは事実ですし……。ここは不死の人間を地下に封じていると、あなたも言っていたでしょう」

　監獄学校の生徒たちは、この学校において他種族と共に生きることと、平和を尊重する姿勢を教えられる。それがわからない生徒は卒業できない。未だ戦後の禍か根こんが残るディアテでは、強者を隔離しそのような教育を行うことは、やむをえない措置とされている。

　──それと同時に監獄学校の生徒はまた、地下牢ろう獄ごくを守る看守でもあるのだ。

　そのような事情はお互い知っているはずだ、と返すジリアに、ルルゥは美しい笑え顔がおを見せた。

「違うよ、ジリア。監獄学校の生徒は、確かに自分たちの力を割さいて地下の牢獄を封じてる。でも──生徒の役目はそれだけじゃないんだよ」




「……え？」

　ジリアが眉まゆを寄せる。

　ミャーは相変わらずなにもわかっていない顔で、ただニアもまた怪け訝げんそうに顔を顰しかめていた。

　クレト自身、なにを言われているのかわからず困惑する。

　そんな彼らの反応に、ルルゥは満足そうに頷うなずいて続けた。

「だって、ちょっと考えればおかしいよね？　本当にそれだけの理由で生徒を拘束してるなら、なんで門の外に守護獣を置いたりしてるのかな？　門外に出ると生気を吸い取られるなら、それだけで充分じゃない。でも守護獣は、不当に逃げた生徒を殺してもいい、って命令されてる」

「そ、それは……」

「ね、おかしいよね、ジリア」

　ルルゥ・エンシズは、触媒の剣を抜くと軽く振る。それと同時に、彼女の前に小さな学園の幻影が浮かび上がった。見覚えのある寮の建物と門、そして地下に広がる深い牢ろう獄ごくと、地上の外周を回っている守護獣。魔法で描えがかれた精巧な模型を、ルルゥは楽しげに見つめる。

　彼女がふっと息を吹きかけると、開いた門の奥に行き交かう生徒たちの幻影が現れた。

「ほら、あなたたちとっても楽しそう。──でもディアテにとって、この学校の生徒は単なる駒こまなの。だから逃げ出さないようにしてるんだ。肝心な時に駒がいなかったら困るから」

　ルルゥ・エンシズはなにを言うつもりなのか。

　全員が困惑しながらも、続きを待って沈ちん黙もくする。それを暗あん黙もくの歓迎ととって、少女はまたふっと幻影に息を吹きかけた。

　──それと同時に、地下牢獄が赤い色に染まる。

　開かれていた寮門がたちまち閉ざされ、その前に巨大なワニの守護獣が座りこんだ。

　地下を染め上げた赤は、見る間に地上へと染み出していく。

　それは次々生徒たちをも飲みこみ……小さな幻影が一人また一人と倒れていくのが見えた。

　やがて学園全体が炎に包まれる。

　動くものは、もはやなにもない。

　ルルゥ・エンシズは、幻の戦火に照らされた顔で微ほほ笑えんだ。




「監獄学校の生徒はね、地下牢獄の封印が破られた時、不死の狂人たちをここで食い止めるために配されているの。その時が来たら、ここは外から封じられて誰も助けには来ない……。つまりあなたたちは敵かなうはずのない相手と戦って、時間を稼いで死ぬことが決まってるの。最初から捨て駒同然の看守ってことだよね。──ほら、平和のためでしょ？」







　──クレトが門番としてこの学校に来た最初の日のこと。

　確かにジリアの口から聞いたことがある。「校内で収められない騒そう乱らんが起こった場合、寮門を含めて全部の門が強制閉門される。そうなればおそらく生徒たちは死ぬまで校内に閉じ込められるだろう」と。

　だがその事実に隠された意味が、このようなものだとクレトは思いもしていなかった。

　自分たち地下の大戦遺物が、生徒たちに窮きゆう屈くつな生活を強しいているとは知っていた。だが万が一封印が解かれた時、彼らの命までもが犠牲として折込済みだとは考えもしなかったのだ。

　セーネがこの場にいたなら「真上で暮らしているんだから、そうなることくらいわかるでしょう？」と呆あきれるかもしれない。この学校で、生徒と触れあって暮らすうちに、穏やかな理想に慣れてしまったのだろうと。

　それでもクレトに、そんな発想はなかった。

　愚おろかだといわれても──自分が生徒たちを殺して回る可能性など考えたくもなかったのだ。




　学園の幻影がふっとかき消える。

　ルルゥは己の投げこんだ火種の効果に、満足そうに微ほほ笑えんでいた。

　事実、全員があまりのことに、言葉を奪うばわれた状態でその場に立ちつくしている。

　ジリアは啞あ然ぜんとして硬直し、ニアは驚きよう愕がくに大きな目を見開いている。ミャーだけは頭の後ろで腕を組んで暢のん気きそうにしていたが、それは場の空白を解くには作用しなかった。

　ルルゥ・エンシズは、ジリアと──クレトに向けて手を差し出す。

「ジリア、こんなところにあなたを置いとけないよ。わたしたちはもう子供じゃない。ディアテと戦えるほど大きくなったんだよ。だから、一いつ緒しよに始めよう。わたしたちの未来を、わたしたちで作りなおすの」

　学園の欺ぎ瞞まんを暴き、別のものを築き上げようと、少女は謳うたう。

　そうして子供の頃と同様に差しのべられた手を、ジリアはじっと見つめた。

　──青い瞳ひとみに、深い寂せき寥りようが溢あふれる。

「……それでも、あなたは間違ってます」

「間違ってないよ。形式に拘こう泥でいして大事なことを見抜けないのは、いつもあなたの方」

「違う……！　この学校が生徒を犠牲にするのだと言うなら、あなたはなんで生徒を傷つけるようなやり方をするんです！　それでどうして自分を正しいと言えるんですか！　──ルルゥ、あなたは、この学校の生徒をどうしたいんです！」

　監獄学校のやり方を批判しながら、昨日も今日も、死者が出かねない騒さわぎを引き起こしているのはルルゥの方だ。学校に入りこんで、なにをしたいのか。そう問うてくる同族の少女に、ルルゥ・エンシズは無言になる。

　緑の目から、美しい顔から、そして笑え顔がおが消えた。




「──たとえばこの間の種族間会議では、異種族婚について議論されていたでしょう？」

　ルルゥの指が、ついとニアを指す。

「種族融和ってすごく聞こえがいい言葉だよね。でも、本当に異種族婚が認められるようになれば、羽う人じん族は絶滅しちゃうんじゃないかな。違う種族同士で結婚しても子供は産めない。でも羽人族を欲しがる男はいっぱいいる。悪気はなくてもね──種が、塗ぬり潰つぶされてしまう」

　少女の声には、からかうようなところが一切ない。

　ただ淡たん々たんと穏やかに、自分たちの行く末を憂うれいている──そんな声だ。

「だからね、本当は違う種族同士、別々に生きていくのがやっぱりいいんだよ。なまじ混ざりあって生きるから犠牲になる種族が生まれちゃう。でもそんなのおかしいでしょ？　だからわたしは、時代を変える」

「どうやってそんなことを？」

　息を詰めるジリアに、ルルゥは背後に居並ぶ建物を仰あおぎ見た。

「簡単だよ──まずは、この学校に大混乱をもたらして、監獄学校って制度自体を解体する。それには生徒たちからたくさん犠牲者が出るくらいじゃないとね。獣じゆう人じん族や純人間はいっぱいいるんだし、ちょっとくらい減ってもいいんじゃないかな。そうやって、やっぱり違う種族同士一いつ緒しよに暮らすのは無理なんだって、誰の目にもわかるようにする」

　玩具の城を突き崩すように、築かれたものを壊してしまうのだと、少女は言う。

　平和で、だが欺ぎ瞞まんの檻おりを破壊すると言う。

「それが終われば、あとは早いよ。外の世界は、あなたたちが思うよりずっと危あやういから。この学校の崩壊が引き金になって、ディアテは分裂する。その後のいざこざが終われば五種族は、またお互いの様子をうかがいあいながら、自分たちの領地に戻って別れて暮らすようになる。……それだけのことだよ」

　そう語るルルゥの表情に、自じ嘲ちようが混ざって見えるのは自みずからも欺瞞を有していると知っているからか。彼女は、五種族が共に暮らす世界を既に切り捨てている。だから、壊すことからしか始められない。その愚おろかさをわかっているかのように、少女は一いつ瞬しゆん目を伏せた。緑の瞳ひとみにジリアとよく似た寂せき寥りようがよぎる。

　けれど彼女は自らの感情を飲みこむと、顔を上げて笑った。

「一度作られちゃったものを変えるのは大変だよ。でも大変でも、変えないといけない。誰かが動かないと、誰かが犠牲になってるままで変わらない。──贅ぜい沢たくに暮らしたいなんて言わないよ。わたしは、羽う人じん族が他に脅おびやかされず、一生を穏やかに暮らせるようにしたいだけ。わたしたちが、緑の揺ゆり籠かごで幸せに育ったように」

「……あの頃のあなたは、原集落から出たがってばかりいましたね」

「なにも知らなかったから。でも楽しかったよ。ジリアと二人、バスケットにお菓子をいっぱいつめて、木の陰でお茶をして、最後には大人に見つかって怒られたよね……ジリアはいつも、それ以上はつきあってくれなかったけど」

　かつての景色を思い出すように、ルルゥの目が細められる。そこにまた傷ついたような感情が浮かび──だが少女はなにごともないように堂々と笑った。

「あなたが望めば、また一いつ緒しよにいられるよ。──だから行こう、ジリア。今のディアテが焼けた城都から始まったように、わたしたちの時代は、焼けたこの学校から始まるんだ」




　未来を謳うたう声。

　──クレトは服を引かれる感触に、ふっと自分を見下ろした。

　見るとジリアの指が彼のシャツの裾すそをつかんでいる。幼子が、駆かけていってしまう友達を見送るように、青い双そう眸ぼうに喪そう失しつ感が広がった。

「そんなの……全然いい未来じゃないです」

　かつて共に育ち、同じ夢を語った少女たち。

　だが二人は、似て異なる。違う理想と現実を抱いだいている。

「ルルゥ……羽う人じん族は決して羽人族だけで生きてるわけじゃない。他の種族から離れて生きたとして、それで平穏が得られるわけじゃないでしょう。大戦以前のように、外からの侵略を恐れながら、身を寄せあって──それでも外に憧あこがれて生きるだけです。私の曾そう祖母が、そうして原集落を出て、ディアテに身を寄せたように」

「あなたの曾祖母は、ディアテに与くみしたせいで両羽を失ったんでしょう？」

「曾祖母は、羽を失ったことを悔くいてはいませんでした。悔いていたのは、大戦が起きてしまったこと、そして、友達や仲間と散り散りになってしまったこと」

　クレトは胸を突かれて、少女の横顔を見つめる。

　テレシアに似て、だが違う彼女は、自分の友人に怯ひるむことも拒むこともせず向きあった。

「ルルゥ、あなたがこの学校を壊そうというのなら、私はここを守る。あなたがディアテを壊そうというなら、私はそれを止める。私はもうあなたの後をついてまわる子供じゃない。何度でも、いつまでも、あなたに向かいあう。私たち二人が納なつ得とくできるまで──一生をかけてでも」

　三度目の誘いと、三度目の拒絶。

　それを聞いて──ルルゥは、差し伸べた自分の手を見下ろす。その仕草にかつての子供の姿が重なった。緑の幹みきに隠れて嬉うれしそうに、そしてどこか淋さびしそうに手を伸ばす幼い少女の姿が。

　ルルゥは長い沈ちん黙もくの後、息を吐はく。

「……そっか。そうだよね。ジリアはいつも、わたしがどんなに『行こう』って誘っても、決められた境界より外にはついてきてくれなかったよね」

　ジリアの名を呼んで差し出された記憶の中の手。

　その手を彼女が取ったのか否いなか──クレトはその先を知らない。痺しびれを切らして歩き出したルルゥが、頑かたくなに動かないままのジリアを、どんな顔で何度、振り返っていたのかも。

　ルルゥ・エンシズは過去から今へと、失望をこめて吐と露ろする。

「長老たちなんかよりわたしの方がずっと正しいのに、そう言ってもジリアは絶対聞かなかったよね。わたしの陰に隠れてばっかりだったのに、それだけは譲ゆずらなくて……」

「ルルゥ、私は──」

「どんなところなら一いつ緒しよに来る気になるかなって考えて、今度こそって思ったんだけど」

　緑の目に走る傷。落胆に眉まゆを寄せて、少女は吐はき捨てる。

「悔くやしいよ、ジリア。──まだ足りてないんだね」







　ルルゥ・エンシズは校舎の方を振り返る。その時、ちょうど現れた三人を見て、今まで退屈そうにしていたミャーがたちまち嫌いやな顔になった。

「ぶー！　やなやつらまで来たー！」

　赤茶色の髪と耳、少年二人と少女一人という組みあわせは、先日も会った腕輪生たちだ。

　ロドやミャーとは血縁関係にあるというノワイス兄妹は、既にいる面々を見て訝いぶかしげな顔になった。三つ子のうち、少年の一人が彼女に問う。

「こんな時間にわざわざ外へ呼び出して、見せたいものがあるとはそいつらのことか？」

「ううん。違うよ」

　好意的とは言えないやりとりだが、どうやら彼らには面識があるらしい。

　だが少年の態度から言って、彼はルルゥがここの生徒でないとは知らないようだ。彼女は秘術のみならず、人を惹ひきつける魅力をもってこの学校に溶けこんでいる。その優しさが、ジリアにとっても救いだったのだろう。クレトは横目で、唇くちびるを嚙かむ少女の顔を見やった。

　ジリアは意を決したように顔を上げると、幼おさな馴な染じみの少女に抜いた突剣の先を向ける。

「ルルゥ……どういうつもりです。いくらあなたでも腕輪生を支配はできないでしょう」

「そうね。私の三代前の『傀かい儡らい遣い』も、種族英雄は支配できなかったわ」

「なら──」

「でもね、違う体に精神を渡らせるって、繫つながりが多ければ不可能なことじゃないの。わたしはちょっとその橋渡しをしてあげるだけ」

「……何を言っているんです？」

　回りくどい言い方は、しかしクレトに「最近似た言葉を聞いた」ことを思い出させた。あれは確か、セーネが彼を元の体に戻した時のことだ。精神核と、そして眼球を移しながら彼女は「精神を移動させる媒介として眼球を使う」と言っていた。

　だが、目の前の少女はセーネではない。「人形遣い」ではなく「傀儡遣い」だ。

　すなわち、彼女が操あやつるものは生きた人間で──

　ルルゥは自みずからの剣を上げる。その切っ先を、彼女は地面にあいた穴の底へ向けた。

　短剣の先からまるで見えない操あやつり糸が出ているかのように、あいたままの穴の縁ふちから、夜の闇やみよりも黒い靄もやが這はい出してくる。地下の床に入った亀き裂れつから染み出してきていたもの、クレト自身、どこかで知っているような気もするそれは──次第に人の形を取り出した。

　地下に押しこめられた狂気と怨えん嗟さ。七十年前から変わらぬ感情を湛たたえた精神。

　牢ろう獄ごくの綻ほころびから外へと洩もれ出したその気は、クレトもよく知っている人間ものだ。

　──むしろ彼しか知らない。

　その人物は、大戦の終わりと共に地下へ封じられた獣人族の種族英雄なのだから。




　黒い人の形をした靄──それを見たクレトは、我知らず呟つぶやく。

「おいおい、まさかの事態すぎんだろ……」

「あなたたち囚しゆう人じんを外に出せるのは、人形遣いの牢ろう番ばんだけって思ってた？　でもね、空間さえ繫つながっていれば、これくらいの秘術は使えるんだ。腕輪生も、わたしが支配できなくても、血の繫がりがある相手ならどうかしら。ほら」

　影に向けていた剣先を、ルルゥは弧こを描えがいて三人の腕輪生へと向ける。

　それと同時に、人の形を取った靄が四散した。散り散りになった靄は、矢のごとき速度で三人の腕輪生へと取りつく。

「な……なんだこれは！」

「やだ……！」

　もがいて振り払おうとする動きを無視して、靄はするすると三人の体内へ染み入った。

　直後、彼らの顔から表情が失われる。まるで傀かい儡らいのように棒立ちになる腕輪生を見て、ルルゥ・エンシズは笑った。ミャーが怪け訝げんそうに声を上げる。

「なになに？　どうしちゃったの？　殴なぐってもいい？　頭ぱーん、ってやっていい？」

「やめろ動くな大人しくしてろ！」

　ぴょんぴょんと飛び跳はね出す彼女を、クレトは一いつ喝かつして押しとどめる。それに対しミャーは頰ほほを膨ふくらませたが、とりあえずは大人しくしていてくれるようだ。ぺたりと頭上の耳を伏せると、彼女は「つまんなーい」と嘯うそぶいた。

　ルルゥは悪戯いたずらっぽく触媒の剣を振る。

「遊んでもいいよ。これから楽しくなるから。……ね、地下への道を作ってくれてありがとう。門番さんには誘いを断られちゃったけど、代わりに不死の種族英雄を復活できたよ。──わたしの、人形として」

　そう言ってルルゥは、子孫の体を得て地上に出現した種族英雄を、手を叩たたいて歓迎した。

　──地下に囚とらわれた狂人の精神のみを呼び出して、子孫の体に取りつかせる。

　まるでたちの悪い冗談のようだが、否定しようにも実物が目の前にいる状況ではなにも言えない。セーネなどは確かに、狂人の体から正気の精神だけを選えり分けて人形の体に埋めこんでいる。それと似たことだと言われれば、クレトも頭を抱かかえるしかなかった。

　ジリアが強こわ張ばった声音で彼に確認してくる。

「種族英雄って……本当ですか？」

「本当だとしたらかなりやばいぞ……俺、二対二で勝てなかった記憶がある」

　あの時とは相手の体が違っているとはいえ、新しい体も腕輪生だ。楽観的にはなれない。

　クレトは三人の様子をうかがいながら、さりげなく重心を移動し立ちなおす。幸い、今は体のどこも壊れていない。子供のままで相対しなくて済んだのは重ちよう畳じようだ。

　緊張を面おもてに乗せる彼に対し、三人の腕輪生は夢の中にいるような茫ぼう洋ようとした表情からようやく抜け出す。彼らはそうして──同じ愉ゆ悦えつの微笑を浮かべた。

「あ、やばい。あいつ本物だ」

「どこでわかるんですか、そんなの」

「気配。あとあの気持ち悪い笑え顔がお」

「あなたも好き放題言いますね……」

　ジリアは白い目でクレトを見たが、その分気がほぐれたのか、顔色の悪さが緩和されている。

　ルルゥにも彼らのやりとりが聞こえたのか、彼女は三人を掌てのひらで示した。

「門番さんには既知のことだと思うけれど、獣じゆう人じん族の種族英雄は、双ふた子ごの連携こそが恐ろしいと言われてたの。わたしたち別種族の人間には不思議なことだけど、双子ってきっと暗あん黙もくのうちに繫つながるなにかがあったのね。でもそれが、同じ人間三人だったらどうかな？」

「…………」

　ジリアが息を吞のんで剣を構え、ニアが防壁を張ろうと詠えい唱しようを始める。

　そんな中、感情の不変に囚とらわれた三人は──狂喜の目でクレトを捉とらえると、地面を蹴けった。

「──っ」

　十数歩の距離を、ほんの一いつ瞬しゆんで詰めてきた三人。

　逃げ場なく三方から襲いかかる爪つめを、クレトは後ろに跳とび下がって避よける。

　にもかかわらず左腕に走る鋭するどい痛みに、彼は思わず舌打ちした。

「相変わらず速すぎだろ……」

　三人が、同時に自分を狙ねらってくるだろうとは予想していた。

　予想していて、だからこそ回避行動が取れた。

　──取れたと思ったのだ。だがクレトの左腕には、ざっくりと深い爪つめ痕あとがついている。

　セーネの包帯を切り裂いて肉を抉えぐってきた威力に、彼は背筋の寒くなる思いを味わった。

「こりゃ厳しい……！」

「門番さん！　避けてください！」

　ニアの声が背後から飛ぶ。クレトが横に跳んだ直後、炎の濁だく流りゆうが三人目がけて押し寄せた。

　渦うず巻まいて宙を焼く巨大な炎線は、魔法使いの操あやつる暴力的な力そのものだ。

　危あやうく巻き添えになるところだったクレトは、枝分かれする炎から、あわてて更に飛び退のく。むき出しの顔と左腕の傷がひりひりと痛み、けれどそれは、別の衝撃に取って代わられた。

「く……っ！」

　炎を避よけて踏ふみこんできた少年が、横合いからクレトの腹を蹴けりつける。

　けれどそれは、ほんの牽けん制せいに過ぎない。間をおかず、凄すさまじい速度で繰り出されようとする二撃目に、彼は咄とつ嗟さに受けることを選んだ。両腕を揃そろえて腹を防御する。

「クレト！」

　ジリアの声が聞こえる。

　けれどそれも間に合わない。腕の感覚が失われるほどの痛撃が彼の全身を襲った。

　その場から弾はじき飛ばされそうになる体を、だがかろうじて柔らかな空気の壁が支える。ジリアが張ってくれた防御壁だろう。しかし体勢を取り戻そうとする間にも、息つく暇もなく鋭するどい爪つめが突きこまれてくる。

　──獣じゆう人じん族と戦う上で、もっとも恐ろしいものは連携よりもその速度だ。

　巨きよ人じん族や竜りゆう人じん族ほど一撃が重いわけではない。だが彼らの攻撃は、速すぎて避けることも難しい。そうやって逃げられぬうちに、多くの者は間断ない攻撃で陥落させられてしまうのだ。

「元の体だったらちっとはマシだったんだろうけどな……」

　異形と呼ばれた巨人の体であれば、彼らの攻撃をあえて食らった上で、叩たたき潰つぶすという手段も取れる。だが今の体はセーネの守護があってもそこまで頑丈ではない。むしろ強度としては人並みなのだ。ただ自然治ち癒ゆしていくというだけで。

　クレトは肩口を狙ねらって飛びかかる少女を、左肘ひじで打ち払う。地面の上を転がる彼女に、クレトの背後から光の矢が大量に降り注いだ。だが少女はそれら全てを難なく避けて起き上がる。

　一方クレトは、彼女を払った代償として、少年の一人に右腕を食らいつかれていた。肉を突き破り骨にまで届く牙きばに、鈍にぶい痛みが走る。

「もー！　門番、おそいよー！　なんでそんなもたもたしてんの！」

　魔法の援護を受けつつ、だが三人に押されているクレトに、後方からミャーが苛いら立だった声を投げた。相変わらず頭の後ろで腕を組み傍ぼう観かんしている少女に、クレトは前を見たまま叫さけび返す。

「うっさい！　追いきれないんだよ！」

「えー、そんなことないよー。ちょい速くらいだよー」

「なんだ、ちょい速って！　文句あるならお前も手伝え！」

　腕輪生でないとはいえ種族英雄の血を引くミャーには、クレトが見えない体捌さばきも見えているようだ。だがだからと言って、獣人族と同じ反射神経をクレトに求められても困る。

　繰くり出される攻撃に少しずつ削られながら彼が返すのを聞いて──だがミャーはきょとんと目を丸くした。

「え？　手伝っていいの？」

「お前は本当マイペースだな！」

「だって門番、動くな大人しくしてろ、って言ったじゃーん」

「言ったけど今はもういいっていうか、俺が悪かった！」

　──そもそもミャーに空気を読むことを期待したことが悪かった。

　本当はあまり真剣な戦闘に生徒を巻きこみたくはないのだが、ここで負ければ被害は三人の少女たちにも降りかかる。そうなる前に種族英雄を押さえ、ルルゥ・エンシズを確保したい。

　投げやりにも聞こえるクレトの助力要請に、ミャーは組んでいた腕をほどくと飛び上がった。

「ほんと？　頭パーンってしちゃうよ。怒らない？」

「そのパーンが原型なくなるほど破裂させるって意味じゃなきゃ怒らない！　好きにしろ！」

　同時に二方向から襲いかかる爪つめを避よけて、クレトは叫さけび返す。

　頭ず蓋がい骨を変形させる状況にも言及した方がよかったか、と一いつ瞬しゆん思ったが、そこまで口にする余裕はないし、ミャー相手に全てを網もう羅らした注意をすること自体不可能だ。

　獣じゆう人じん族の少女は、一つの生き物のように動く三人を見て──愉たのしそうに笑う。

「じゃー、ミャーも参加だ！」

　履はきこまれたスニーカーが、軽く地面を蹴けった。

　その音をクレトが聞いた時、既にミャーは彼の隣にいた。

　軽く陽ひに焼けた脚が腕輪生の少女を蹴り上げる。相手のスカートを引っかけて跳はね上がった足は、敵の視界を奪うばい──次の瞬しゆん間かん、彼女の顎あごにはミャーの拳こぶしが食いこんでいた。

　小柄な少女の体は、そのまま空中へと軽々打ち上げられる。それを予想していたのか、ニアの放った金色の網が、少女の身体からだにまとわりついた。ミャーは自慢げにクレトを振り返る。

「ほら、パーン！」

「お前結構すごい！」

「門番はとろいよー」

　間の伸びた受け答えながら、ミャーは既に次の相手へと向かっている。

　彼女は、クレトに打ちこまれようとする少年の肘ひじを横から軽く叩たたいた。同時にジリアの生み出した防壁がクレトの前に出現し──そのわずかな隙すきに、クレトは少年の腕をつかむ。

「──よっと」

　そして彼は、初対面の時にミャーをそうしたのと同じく、少年の体を穴の方へと投げた。ルルゥが反射的に剣を上げかけるのを、ジリアが火線を撃うって妨害する。

「クレト！　今のうちに！」

　敵の少女はまだ金の網と格闘している。穴に落ちかけた少年は、ようやく起き上がろうとしているところだ。

　そうして残る一人を正面に、クレトは軽く腕を引いた。

　ほんの一歩、距離を詰める。

　握った指と体内の糸を意識し──ただまっすぐに、最短で拳こぶしを打ち出す。

「シ──ッ」

　腹から背までを貫つらぬく衝撃。

　内臓を揺ゆらし弾はじける拳けん打だに、少年は息を詰まらせて体を折った。

　だがそれだけでは倒れない。クレトが間をおかず彼に追撃をかけようとした時──二人の間には透すき通る防壁が現れた。ジリアが張ったものではないそれは、少年の襟えりをつかもうとしたクレトの手に触れて、白い火花を上げる。

「うおっ、あちっ」

　指先を焼かれたクレトは咄とつ嗟さに手を引いた。防壁は役目を果たして消え去るが、その間によろめいた少年は彼から距離を取る。少年の向こうから、ルルゥの溜ため息いきが聞こえた。

「困るなあ、いくらあなたが相手でも、簡単にやられるようじゃ期待外れなんだけど。種族英雄も長い地下暮らしでなまっちゃったのかな？」

「だとしたら好都合だな」

　クレトは軽口で返したが、「おそらくはそのとおりだろう」と内心同意する。

　かつて双ふた子ごの彼らと戦った時と今では、速度も繰くり出される攻撃自体も違う。もっと言ってしまうなら底知れなさが違うのだ。

　いくら種族英雄といっても、突然地下から召喚され、新しい体を得たということで動きが鈍にぶっているのかもしれない。あるいは単に腕輪生たちの身体能力が彼に追いつけていないか。

　けれどそんな可能性をも考えた上で、クレトは相手が「様子を見ている」のだと判断した。

　──自分が三人の生徒となって戦うこと、そして新しい相手に対していること。

　この二つを主な原因として、きっと種族英雄の少年は様子を見ている。

　もっと言えば「遊んでいる」のと変わらないのかもしれない。敵がどのように防ぎ、どのように攻めるのか、攻撃をしかけては相手の反応を楽しむ。それは強者の余裕で、戦闘狂たる彼の性さがだ。七十年前にテレシアと二人で戦った時も、彼ら双子ははじめ遊んでいるようだった。

「まったく、不変って言っても、そんなところまで変わらなくもいいだろうによ……」

　だが、少年がまだ本気ではないことををルルゥ・エンシズに悟らせたくない。

　ひとしきりクレトたちの反応を見て満足したのか、距離を取って下がる三人の獣じゆう人じん族を見て、青年はあえて投げやりに言い放った。

「種族英雄なんて言っても、所しよ詮せん大したことないってことだろ。単なる伝説の一人歩きだ。わかったら、術を解いてそこの三人戻すんだな。多分そいつら、普通に戦った方が強いぞ」

　懐柔策ともいえる誘いは、駄だ目め元で口にはしてみたが、やはりルルゥは薄く笑ったままだ。

　ジリアを欺あざむいていたやり方からも察しがつくが、傀かい儡らい遣いの血を引く少女は、人の心を操あやつることに長たけている。それは裏返せば、甘言に操られにくいということだ。

「そうね。大したことがないなら困っちゃうな。あなたにはきっとまだ奥の手があるだろうし……打てる手は余裕があるうちに打つべきだよね」

「ずっと温存しておいた方がいいぞ」

　心からそう言いつつ、クレトは駆かけ出そうとするミャーの襟えり首くびをつかんだ。獣じゆう人じん族の少女はばたばたと暴れながら「好きにしろって言ったのにー！」と抗議する。

　後方で援護に徹していたジリアが口を開いた。

「ルルゥ、余計なことはやめなさい。人払いをしていても、度が過ぎれば別の人間が来ますよ」

「そう？　別に来てもわたしはいいけど。最終的には校内全部が戦場になるんだから」

　ルルゥ・エンシズは傲ごう然ぜんと言い放つと、今まで腰に佩はいたままのもう一振りの短剣を抜いた。なにをするのかと身構えるクレトの前で、ルルゥは新たな短剣を穴に向かい投とう擲てきする。短剣は、少女の細い腕で投げたとは思えぬほど正確に飛ぶと、穴に張られた封印の中央へと突き刺さった。

　硝子ガラスの割れるような音がして、あっけなく魔法陣が砕くだけ散る。──短剣はそのまま、まっすぐに穴の下へと落ちていった。

　少女の声が謳うたう。

「──古いにしえの竜りゆうよ。反転して、わたしたちを助けなさい」

「まじか」

　穴の底に落ちた竜は、さっき見た時はまだ気絶していた。

　だがそれは、よく思い返せば──ルルゥが秘術によって眠らせていただけだ。そのことを証明するように穴の底からは、確かに重い地響きが聞こえてくる。瓦が礫れきを踏ふむがらがらとした音も聞こえ、それらは少しずつ地上に向かって近づいてくるようだった。

　啞あ然ぜんとするクレトたちを見て、ルルゥ・エンシズは顔の前でひらひらと手を振る。

「大戦でも名高い原種の血の戦士には、これぐらいの手応えがないと物足りないでしょう？」

「……ああ、そうかよ」

　薄々わかってはいたが、どうやら彼女はクレトの素す性じようをも知っているらしい。彼は緊張をもって、近づく気配の主を待った。

　──穴の中を這はい上がってくる足音。

　それがやむと同時に、赤い原種竜が地上へと顔を出した。先ほどまで金色に輝いていた瞳ひとみは、けれど今は濁にごって黄色く沈んでいる。ジリアが怒いかりを漲みなぎらせ、幼おさな馴な染じみをにらんだ。

「なんということを……他の生物はあなたの玩具ではないんですよ」

「玩具だなんて、失礼だな」

　穴の縁ふちに竜の五ご爪そうがかかる。そうして長い首が、鎖くさりの巻きついた胴が、ゆっくりと穴の中から現れた。赤く輝く巨体が、ついに陽ひの光の下、全ぜん貌ぼうをあらわす。

　竜は淀よどんだ目で辺りを睥へい睨げいすると、ルルゥの前に頭こうべを垂れた。その首元には、ルルゥが投げた短剣がどうやってか根元まで刺さっている。少女は竜の鼻先を愛いとしげに撫なでた。

「この竜りゆうを玩具のように扱っていたのは、監獄学校の方だよ。誇り高い生き物を捕まえて地下に封じて……その理由が『もしもの時には生徒たちと一いつ緒しよに、地下の囚しゆう人じんと戦わせる』っていうものなんだから。本当にディアテは、種の尊厳を奪うばうのが得意だよね。羽う人じん族も秘術がなかったなら、とうに種としての尊厳を奪われていた。──そうだってわかるでしょ？」

　ジリアは無言で答えない。ただその顔には深い苦く渋じゆうが浮かんでおり……クレトは我が身を振り返って強い焦しよう燥そうを覚えた。

　──本当であれば、この羽人族の煩はん悶もんは、七十年前に取り除かれてしかるべきだったのだ。

　テレシアという羽人族の少女を始め、他種族の仲間を擁ようしていたディアテの王おう太たい子しは、五種族それぞれにまとわりつく偏見をなんとかしたいと思っていた。

　そうして、だが彼の描えがく理想の平和は、あの日焼けた街と共に消えてしまったままだ。今ある平和はそれに似通って、けれどやはり足りていない。テレシアの血を継ぐ少女は、あいかわらず苦悩し続けている。

　クレトは立ちつくすジリアに言った。

「悪い、ジリア。お前たちが今こんな思いしてるのは、俺ら大人のせいだ」

「……そんなこと思ったことないです」

「思ってないなら思ってくれて構わない。でも、今は忘れろ」

「どっちなんですか」

「忘れろ。自分を守ることに集中しろ。それ以外のことは、後で俺が一いつ緒しよに考えてやる」

　そのための時間は、彼には十分に残されている。だが全ては、今この場で彼女を守りきれればの話だ。クレトはゆっくりと頭こうべを上げる竜りゆうと、再び歩み出す獣じゆう人じん族三人を視界に入れた。

　──以前のセウルとの一件の時は、自分のこだわりのせいでジリアに大怪け我がをさせた。

　だが今度は同じ轍てつを踏ふまないつもりだ。クレトは他の人間に聞こえぬよう、魔女の名を呼ぶ。

「セーネ、聞こえてるか？　来い」

　種族英雄三人に原種竜では、さすがに彼だけでは相手にしきれない。

　いくら三人の少女たちがそれぞれ優れた力を持っていても無理だ。彼女たちには、まだ過去を凌りよう駕がするほどの力はない。クレトはだから、同じ過去の領域に在ある魔女を呼んだ。

「セーネ、来い。俺の体を召喚したい」

　──今度は迷わずに最初から全力を叩たたきこむ。

　そうして強引にでもこの状況を打破しようと考えたクレトは、けれど呼んだはずの魔女が一向に現れないことを不審に思った。

　聞こえてないのかとも思ったが、そんなはずはない。この体は彼女が作ったもので、セーネが彼の声を聞きのがすはずがないのだ。──だが、さっき呼んだ時も彼女は現れなかった。

「セーネ……？」

「準備はいいかしら？　そろそろ始めるね」

　ぽん、と少女は手を叩たたく。

　それが戦闘開始の合図になった。獣じゆう人じん族の三人がクレト目がけて駆かけ出す。

　三つ子である三人。だがその体を操あやつる者はただ一人の種族英雄だ。だから彼らはまったく同じうっすらと笑えんだ顔で走り──不意に、地を蹴けってかき消えた。

「っ、ミャー！」

　クレトの目では速すぎて捉とらえきれない。

　だが同じ獣人族の少女であれば、彼らの攻撃に対することもできるはずだ。

　そう思って彼は少女の名を呼び──けれど次の瞬しゆん間かん見たものは、腹を蹴られ吹き飛ぶミャーの姿だった。ボールのように地面をバウンドして倒れた彼女は、そのままぐったりと動かなくなる。離れた場所にいるニアが顔色を変えた。

「──よくも、ミャーを……！」

「あ、怒った？」

　ルルゥの隣で原種竜りゆうが口を開く。骨までを焼く白はく焰えんが今まさに吐はき出されようとしていた。

　倒れたミャーに気を取られていたニアは、一いつ瞬しゆん反応が遅れる。

　そうして竜の火の直撃を浴びようとしていたニアを、だがジリアの防壁が救った。透すき通る防壁は、角度を変え白焰を空に打ち上げる、散らかった地面が一いつ瞬しゆん、鮮烈に照らし出された。

　一方、獣じゆう人じん族二人に、同時に襲いかかられたクレトは、左肩に食いこむ牙きばに苦痛をこらえていた。顔中に彼の血を飛び散らせた獣人族の少女は、顔を上げ耳元で笑う。

「ひ、さしぶり、だ、異形の、巨人よ」

「お前、しゃべれたのかよ……」

　言いながらクレトは、左肘ひじを外へと打ちこむ。少女の腹に突き刺さった肘は、小柄な彼女の体を撥はね飛ばしたが、代わりに食らいついていた顎あごは、クレトの肩の肉を抉えぐり取っていった。

　痛みが糸を伝って動きを鈍にぶらせる。まるで生きた人間のように傷を訴える体を無視して、クレトは右足を軸に回転した。振り下ろされる少年の爪つめを手で外に払う。

　だが少年は彼の動きを予測していたかのように、空中で軽々と身をひねった。四つ這ばいで着地した彼は、目に見えぬ速度で跳はねるとクレトのふくらはぎに食いつく。

「……っ、痛ぇよ！」

　取りついた少年を彼は蹴り上げたが、ダメージを与えることはできない。少年は自みずから後ろに飛び下がると、くるくると回って着地した。彼は血に汚れた顎あごで、また愉ゆ悦えつの笑みを見せる。

「なにも、変わらぬままだ。なにも」

「んなわけねえだろ！　よく見ろ！　俺小さくなってるだろうが！」

「変わらぬのだ。おまえは、あの時とおなじ轍てつを、踏ふむのだから」

「──っ」




　一人、足りない。




　クレトはすばやく後方を振り返る。

　血が流れてしまったせいか、やけに鈍どん重じゆうな体を動かしながら、記憶に甦よみがえったものは七十年前に見た景色だ。食らいついてくる獣じゆう人じん族の少女と戦っていた──その間に、テレシアの前にはもう一人の少年が立っていたのだ。

　明らかにあの時のことを揶や揄ゆしている言葉に、クレトは背が冷える思いを味わう。

　そうしてジリアの姿を探した彼は──剣を手に瞠どう目もくしている彼女と目が合った。

　その前には、誰もいない。

　彼女はクレトを見て、叫さけぶ形に口を開く。

「あぶない！　後ろ──」

　衝撃が、クレトの脳天をまっすぐに打ち下ろす。

　右から、左から脇わき腹ばらに食らいついてくる牙きば。臓器にまで達する傷から、血が溢あふれ出す。

　──そして彼の意識は、ほんの束の間、断絶した。













「──大人しくしてて欲しいな。そうすれば殺さないから」

　少女の声が聞こえる。

　クレトはそれを、ひどく遠くから響いてくるものとして聞いていた。

　体中が冷えきっている。自分の体がどこまであるのかわからない。無残に打ち捨てられた肉片と変わらぬようにさえ思える。

「そんな顔しないで、ジリア。ちゃんと一いつ緒しよにいて守るから。あ、他の羽う人じん族は最初のうちは原集落にいてもらうつもりだよ。わたしたちは数も多くないんだから、できるだけ守らないと」

　少女の声は、年下の妹に諭さとすかのようだ。

　ゆっくりと、優しく、染みわたらせるように言い聞かせていく。

「心配しないで。わたしがちゃんと全部やるから。不死の体はきっと、そのためにあるんだよ。無理ならアンデッドでも構わない。わたしはそれらを手に入れる。きっとやりとげてみせる」

「……一人で、呪のろいを得て、それを成すと？　そんなことをして生まれるものは、新たな憎にくしみと偏見だけです」

　別の少女の声が、彼のすぐ傍そばから言う。

　傷つき、疲労しながらも、己の意志を失わない声は、クレトがよく知るものだ。

　彼はその声を聞いて安あん堵どする。まだ無事でいるのだと、嬉うれしく思う。

「構わないよ。わたしを憎むなら好きにすればいい。ジリアが知らないだけで、そんなものはいつだって生まれてる。あなたがここで暮らしている間、わたしはそれを自分の目で見てきた。全て焼いてしまった方がずっといいって思うような光景を、いくつも」

　淡たん々たんと謳うたう少女は溜ため息いきをつく。

　そこには、語られない多くの思いが含まれているようだ。

　別の少女が静かにそれへと返す。

「だとしても……それでも私は、真っ当に生きることを、諦あきらめたくはないです」

　痛ましい祈りに似た願い。自みずからに架すための言葉。

　頭上にそれを聞く彼の手を、少女がぎゅっと握る。

　──そしてクレトは、目を覚ました。







　目を開けて真っ先に見えたものは、彼の上で揺ゆれる水色の髪だ。

　緊張と決意の色濃い、美しい少女の貌かお。それを真下から見上げる形になっているクレトは、自分が少女の膝ひざに頭を乗せているのだと気づいた。彼が倒れた後も抗戦をやめなかったらしいジリアは、血と汗に汚れた顔で唇くちびるを嚙かんでいる。ひどく傷ついた、己の無力さを呪う顔──そんな顔を彼女にさせてしまったことを、クレトは悔くやんだ。

　彼はあらためて自分の体がどうなっているかを意識する。

　全身の傷は、少しずつ癒いえつつある。折れている骨はない。ただ頭を打たれた衝撃はまだ残っていた。どこかで糸がずれているような気がする。

　けれどそれでも、再び立ち上がるには十分すぎるくらいだ。クレトは少女の名を呼んだ。

「ジリア」

「……っ」

　少女の体が、びくりと震える。

　だがジリアは彼を見ず、名を呼ぶこともしなかった。クレトの意識が戻ったことを、相手に気け取どらせまいとしてだろう。ただ死角になる場所で細い指だけが、彼の手をきつく握る。

　そのような少女の健けな気げさに、クレトは温かな思いを味わった。今この時代に生きていることを嬉うれしく思う。

　彼は細く吐はく息に混ぜて問うた。

「他の二人は無事か？」

　頷うなずく代わりに、ジリアは彼の手を握る指に力をこめる。答を得てクレトは頷うなずいた。

「わかった。じゃあ俺が起きたら、お前は二人連れて逃げろ。──あとはなんとかする」

　少女の返事を待たずに、彼は上体を起こす。

　倒れていたのは、先ほど戦っていたところから遠くない場所だ。

　脳天を打ち抜かれた時に頭が割れたのか、辺りの地面には血が染み渡っている。彼の頭を乗せていたジリアの膝ひざも同様で、彼女は突然立ち上がったクレトを愕がく然ぜんと見上げていた。

「クレト、なんで」

「いいから、言ったとおりにしろ」

　短く言い捨てて、クレトは残る二人の方を見やる。ニアとミャーは彼らよりも後方にいて、ジリアと同じく満まん身しん創そう痍いであった。足を痛めたのか膝をついているニアを、ミャーがかばうようにして立っている。獣じゆう人じん族の少女は立ち上がったクレトを見ると、無む邪じや気きに飛び跳はねた。

「門番すごい！　生き返れるんじゃん！　あれ絶対死んでた！」

「おー、多分死んでたんだろうな」

　だとしても、精神核が壊れない限り、首を捥もがれでもしなければ復帰できる。相手にしてみれば迷惑だろうが、今回は敵も同じ不死の囚しゆう人じんだ。本来の体でない者同士お互い様だろう。

　クレトは三人となった種族英雄と──羽う人じん族の少女に向きなおる。

　赤い原種竜りゆうを隣に従えるルルゥ・エンシズは、少しだけ驚いた顔で彼を見た。

「あれ、もう回復したの？　不死の力ってすごいのね」

「これは呪のろいの力じゃなくて、セーネの力だよ」

　痛む足首をクレトは軽く振る。少しずつ減じていく違和感は、セーネ・ビエラの技術の凄すさまじさを物語っていた。いつでも飄ひよう々ひようとして、けれど、なんだかんだで面倒見がいい魔女を思い出し、彼はふっと微ほほ笑えむ。

　そのようなクレトの表情を見て、ルルゥは理解できないといったようにかぶりを振った。

「人形遣いをまるで味方のように言うのね。彼女はあなたたちを見張る牢ろう番ばんじゃないのかしら」

「そうだけど、それだけじゃない。あいつは七十年前を戦い抜いた友人だよ。あいつ自身の意見はどうだか知らないけど、俺はそう思ってる」

「友人、ね。わたしがジリアの友達であるようにかな？」

「ああ、そうだ」

　即答に、ルルゥは目を瞠みはる。クレトはそのことに苦笑したく思いながら、けれど大戦を知る一人として年若い少女に忠告した。

「お前の話、寝ながら聞いてたけどな。夢じゃなかったら──お前は勘違いしてるよ」

「……どういうことかな？」

「混乱を起こして種族同士引き離そうとしたって、それが誰かの意図どおりに進むことなんてない。現実は、全員の予想を裏切ってくる。俺はそうなった日のことを知っている」




　大戦が終わり、新たな時代が始まったあの日。

　あの時起きた出来事の全てを知る人間は、もはやどこにもいないのだろう。

　最初からそんな人間はどこにもいなかった。それくらい全員がそれぞれの予想外に直面して、愕がく然ぜんとなったのだ。




「城都が焼けた時のあの光景を見た人間なら、もう一度同じことを起こそうなんて思わないはずだ。たとえお前であってもな」

「それは、あなたたちの覚悟が足りなかったからじゃないかな。最初からそうなるってわかっていれば、簡単に折れてはしまわないでしょ」

「当時は、お前より覚悟がある人間なんていっぱいいたよ。でも、そうじゃないんだ。あの日、全員が裏切られて、全員が大事なものを失った。戦後の新体制がびっくりするような速さで作られたのも、みんなそのことから目を逸そらしたかったからだ」

　彼の話を聞くルルゥ・エンシズは「理解できない」といった表情をしている。

　予想どおりの反応にクレトは苦笑いをして、だが話すことをやめなかった。

　──いざその時にならないと、わからないこともある。

　それでも、機会があるなら伝えておきたいと思うのだ。それがありふれて陳ちん腐ぷな言葉になってしまうのは、クレトにヴェーテ・サイのような才能がないからだろう。

　だから彼はただ愚ぐ直ちよくな言葉を口にした。

「ルルゥ・エンシズ、人は、人が思うより戦争が嫌いだ。嫌いじゃないやつも結局飽きて厭いやになる。あの大戦の最後はひどい戦いになっちまったけど、それも元々、みんなが戦争を終わらせたいって思って集まってたからだ。その結果、すれ違ってああなった。だからお前が意図して五種族を争わせても、いつかまたみんなはその争いに飽きる。飽きて、憎にくみあうことに疲れるよ。結局はそれだけのことだ」

「……わたしの曾そう祖母の傀かい儡らい遣いは、率先して戦闘を起こしてたって聞いたけど」

「さあ、どうだろうな。俺もそいつのことはよく知らない。ただ──俺の知ってる人形遣いの方は、あの日めちゃくちゃ苦労して狂人を捕まえては、死にかけた人間たちを助けてたよ。涼しい顔して目につく人間を誰も見捨てようとしなかった」

　──生きた人間を操あやつる少女と、人形を操る魔女。

　大戦で恐れられた二人の術者はよく似て、けれどまったく違う。

　セーネ・ビエラはあの日、もっとも果か敢かんに、誠実に戦った一人だ。

「今でも、あいつは狂っちまった俺たちを見捨ててない。地上から色々持ってきてくれたり、今の話を教えてくれたりさ……そういう平和があることが俺たちの救いになるって、あいつはよく知ってる。そういうやつだ」




　感傷は、いつもうまく言葉にならない。

　セーネが聞いていたなら「それで、何を言いたいのかしら？」とあしらわれそうだ。

　我に返ったクレトは、ばつが悪くなって言葉の先を濁にごした。年若いルルゥから視線を外すと──代わりに自みずからと同じ時代を生きた人間を見み据すえる。

「ま、こんな話しても通じるのはきっとお前の方だけだろうけどな。それとも、狂っちまってもうなにも考えられないか？」

　クレトの呼びかけに、三人の獣じゆう人じん族は同様に目を細める。最初の時から、そして七十年前から崩れない薄笑いに、クレトは忌いま々いましさを抱いだいた。

　だが、なにを考えているかわからない相手だろうと、これ以上好きにさせるわけにはいかない。クレトは底知れぬ同時代の狂人へと続ける。

「なあ、それにしても、一度に三人は動かしすぎだろ。一人じゃ不安だったのか？　あの時も二対二で勝てなかったもんな。今は妹もいないし三人ぐらいいないときついか」

「──あいつよりもおれの方が強い」

　なめらかに吐はき出された言葉。

　ルルゥの前にいる三人のうち、中央の少年が口に出した言葉は、先ほどの壊れかけた口調とはまるで違っていた。外見のままの年若い少年が話すような感情。むき出しの反論に、クレトは驚きつつも、同じ感情から抜け出せない自分たちのことを思い出す。呪のろいの言葉に狂おうとも、きっとそれぞれには、侵されぬ核たる感情があるのだということも。

　クレトは全身に痛みを感じながら、軽く両手の拳こぶしを握った。

「自分の方が強いって思ってるのか。妹と二人で戦うよりも、自分が複数いた方がいいって？」

「そうだ」

「そうかそうか。……なら、証明してみろよ」

　──ぽんとジリアの肩を叩たたいて、クレトは駆かけ出す。

　対するは三人。原種竜りゆうは、味方を巻き添えにすることを恐れて動かせないはずだ。だから、三人だけを足止めできればいい。

　クレトは違和感の残る体を振り切って、まっすぐに種族英雄たちへと向かった。相手の三人もそれを受けて、左右と正面に散開する。

　──真っ先にかかってきたのは、左から飛びこんできた少女の方だ。

　身を低くして両手を伸ばしてきた彼女に対し、クレトは逆に自分から踏ふみこむ。そうしてなんの遠えん慮りよもなく、少女の鼻を拳こぶしで突いた。骨の砕くだける音が聞こえ、彼女は顔を覆って悲鳴を上げる。のけぞる少女を無視して、クレトは二人目の少年に向きなおった。

　目に捉とらえきれないほどの速度。だが今までの衝突でどこから来るのか予想はつく。正確に目を狙ねらって突き出された爪つめを、彼はほんの半歩下がって空を切らせる。

　クレトはそして、その手を足先で蹴けり上げた。

　すかさず横から伸びてきた別の少年の手が、けれどクレトの足首をつかみ取る。

「──うおっ」

　バランスを崩しかけて、だがクレトは自みずから地面に両手をついた。つかまれた足を、体重をかけて横に倒す。自分よりも大柄な青年に引きずられ、少年は顔からつんのめった。クレトはもう一人の追撃を受ける前に、地面を蹴って跳はね起きる。

　見ると最初にやられた少女は鼻を押さえてうずくまっており、残る二人の少年は数歩引いたところで軽く構えてクレトをにらんでいた。

　その目に警戒を強く見て取って、クレトは笑う。

「どうしたよ。慣れない体ってのは調子が狂うだろ？　ましてや今は、敵の体も違うからな」

「…………」

　沈ちん黙もくする少年の目は、クレトの指摘が間違っていないことを示している。

　彼は使い慣れた自分の腕を見下ろした。

「お前が知ってる戦闘ってのは七十年前の記憶が最後だからな。リーチの違う自分にも相手にも違和感を覚えるんだろ。頭でわかってても、体が追いつかない」

　少女の体のリーチが他の二人より短いことも、七十年前の巨人が体を変え、以前よりも軽く敏びん捷しようになっていることも、わかってはいても対応にほんの少し遅れが出る。本来の彼の体に染みついた戦闘の記憶が、抜きんでたものであればあるほどささやかな齟そ齬ごを生む。

　そしてその齟齬が、クレトの敗北をすんでのところで食い止める頼みの綱だ。

　彼は、言ったとおりジリアが二人の方へ駆かけ出す気配を感じ取って内心安あん堵どした。

　ルルゥ・エンシズが剣先を彼女の背に向ける。

「逃がさないよ」

　剣先から白い光条が走る。

　ジリアの背を狙ねらい打とうとするその光は、だがニアが剣を一振りしたことでかき消された。二人の少女のもとにたどりついたジリアは、座りこんだニアの手を引く。

「行きますよ。クレトが時間を稼いでくれる間に離脱します」

「で、でも」

　ジリアの背後から重い足音が迫る。ルルゥの放った光は、攻撃のためではなく原種竜りゆうに攻撃を指示するためのものだったのだ。近づいてくる竜を見たジリアは、振り返ると突剣を目の高さに上げた。彼女は口早にミャーへと指示する。

「ニア・ディラを連れて逃げてください。できますね？」

「できるけど、なんかやだよ！　門番は？」

「クレトに近づけば足手まといになります。あの三人は私たちの方には来られませんから」

　きっぱりとした声音。聞こえてくる少女の声に、クレトは笑った。

　──なにも言わずとも彼女には既にわかっているのだ。

　一人の意識で三人を動かす秘術──だがそれにも欠点はある。複数人の視覚を得て、複数人で動く以上、主体である種族英雄にはかなりの負荷がかかっているはずだ。あまりにも多種の情報が注がれれば、許容量を越えてかえって動きを妨さまたげかねない。だから種族英雄の三人は、先ほどからつかず離れずで戦っているのだ。

　クレトは少年の爪つめに肩の包帯をかすらせながら嘯うそぶいた。

「まったく……持つべきものは以心伝心の相方だな」

「しね」

「お前も、正気を取り戻す日がくればわかるさ」

　向かってくる牙きばを、クレトは手で払いのける。視界の隅でうずくまっているニアがよろよろと立ち上がるのが見えた。背後で少女たちが竜相手に防戦を繰り広げている──その気配を感じて、クレトは気を引き締める。

「もってあと三分……か？」

　いくら有利な点があろうとも、種族英雄が動かす三人を前に、人形の体で勝利することはできない。時間稼ぎがせいぜいだ。原種竜が彼女たちの方に行ってしまったのは申し訳ないが、あの三人なら逃げるだけは可能だろう。

　そんなことを考えていたクレトはしかし、ただ一人攻撃に加わらず観戦していたルルゥ・エンシズが、持っている細身の剣を高々と頭上に上げたことに気づいた。今まで何度も感じていた無形の波を、彼は予感する。

　原種竜の五ご爪そうを跳とび下がってかわしたジリアが、ルルゥに気づいて目を瞠みはった。

　──だが止める間もない。

「舞い踊れ──」

「静止せよ！」

　二人の少女の詠えい唱しようがぶつかりあう。
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　しかし羽う人じん族首席になるはずだった少女の力は、指輪生のそれを軽く凌りよう駕がした。

　色のない波が、ルルゥの剣先より凄すさまじい速度で広がる。

　種族英雄となった腕輪生を、人形の体を持つ大戦遺物を、そして封じられていた原種竜りゆうや生徒である少女たちをも飲みこむ力。避よけることのできない濁だく流りゆうに、クレトの意識は呆あつ気けなく塗ぬり潰つぶされた。




　なにも考えることができない。

　なにも。

　穏やかな眠りに全てを委ゆだねている。

　そして自分さえも忘れる。

　自分が、体を持っていたということさえ……

　…………

　……




「人の最高傑作を勝手に忘れないでくれるかしら」

「──っ！」

　耳元でつかれた溜ため息いきに、クレトは瞬しゆん時じに意識を取り戻した。反射的に隣を見るが、そこには誰もいない。代わりに別の少女の両手が、反対側から彼を引いた。

「クレト……っ！　起きてください……！」

「お、起きてる！　大丈夫だ！」

　言いながらクレトは、目の前に迫る少年の爪つめを肘ひじで逸そらす。

　ルルゥが間をおかず、剣先を彼に向けた。

「月光よ……」

「氷壁よ！」

　重なりあう二つの声。

　空中で二種の力が衝突する。白い光が飛沫しぶきを上げるのを見ながら、クレトはジリアに突きこまれようとする拳こぶしを、半ば体当たりするようにして押し逸らしていた。

　顔の下半分を血に染めた獣じゆう人じん族の少女は、忌いま々いましげに跳とび下がる。その顔を見てクレトは、ふと嫌いやな予感に駆かられた。目にしたものを口にする。

「……まさか、治ってるのか？」

　治ち癒ゆ魔法をかけている様子はなかったはずだ。そして、単なる生徒の体に、自然回復機能がついているわけでもない。──にもかかわらずなぜ砕いたはずの鼻が治っているのか。

　クレトは一つの答に突き当たる。

「これって、ひょっとして不死の呪のろいの──」

「そうみたい。嬉うれしい誤算かな」

　ルルゥ・エンシズの同意に、クレトは目の前が暗くなる思いを味わう。

　彼女が地下の罅ひび割われから召喚したものは、単なる囚しゆう人じんの精神だけではない。そこに染みこんだ呪いの力もまた生徒の体に染み渡っているのだ。

「──これは、長引かせるとまずい」

　呪いにどれだけの派生力があるのか断言はできないが、このままの状態を続けた場合、生徒たち自身の心身に呪いが伝でん播ぱしてしまう可能性がある。

　一刻も早く彼らを解放しようと、クレトは隣のジリアに問うた。

「こういう系の秘術って、どうすれば解ける？」

「術者の自発的な解除が期待できないならば、あとは術者の死亡及び気絶。もしくは術の範囲外になるほど遠くに対象を出してしまうかです」

「なるほどわかった」

　それがあるからルルゥ・エンシズは、自分が攻撃を食らうかもしれない前に出てこないのだろう。クレトは襲いかかる少年の攻撃範囲から、詠えい唱しよう中のジリアを小こ脇わきに抱かかえると飛び下がった。ついでに後ろを振り返って確かめる。

　そこには森の前で右往左往している原種竜りゆうがおり、ニアとミャーの姿は見えなかった。

「森の中に隠れたのか」

「うまく逃げてくれるといいんですが」

　そう言った直後、原種竜は白はく焰えんを森に向かい吐はき出し始める。二人を焼き出そうというのだろう。ルルゥが困ったように笑った。

「本当なら原種竜なんて高等生物に秘術は効かないんだけどね。ここの地下に封じた人間が知能制限をかけてあったみたい。そのせいでこんな風になっちゃうなんて皮肉だね」

「お前が言うな！」

「クレト、この持ち方やめてください！」

　小脇に抱えられたままのジリアが抗議の声を上げる。だが言われてすぐに下ろせるわけではない。畳みかけてくる三人の攻撃から三度飛び退のいたクレトは、ようやくそこでジリアを下ろした。まくれ上がったスカートの裾すそを押さえる少女を見ながら、クレトは言う。

「ジリア、お前も早く──」

「クレト！」

　悲鳴まじりの警告があがる。いつの間に後ろに来ていたのか、少女の爪つめが上から下へと振り下ろされた。包帯を越えて肩の肉を抉えぐり取る鋭するどい爪に、クレトは苦痛の声を飲みこむ。

　生まれた隙すきを見逃さず、少年の一人がクレトに飛びかかった。

「……っ」

　バランスを崩して門番の青年はよろめく。間断ない攻撃に踏ふみとどまれない。仰あお向むけに倒れた自分の腹を少年が食い破る──そんな結末を、クレトはほんの一秒の間に予想した。

「……くそ」

　──はたして人形の体に味はあるのか。

　そんなことを考えかけた彼はしかし、相手方の追撃が一向に来ないことに気づく。崩れかけた体勢をかろうじて立て直したクレトは、顔を上げ、その理由を知った。

「あいつら……」

　校舎の方から二人の人物が歩いてくる。

　種族英雄を用心させるほどに、鍛きたえ上げられた体と気配を持つ生徒二人。

　竜りゆう人じん族ディサロス・シアンと、獣じゆう人じん族ロド・ゼニスは、そうしてぼろぼろのクレトに気づいて──それぞれの呆あきれ顔になった。







　ルルゥ・エンシズがここまで全てを計算どおりに運んでいたとしても、彼ら二人の登場は予想外だったのだろう。この時初めて少女の顔には動どう揺ようが走った。彼女は二人に背後を取らせないよう、大きく飛び退のく。

　だがロドは、見知らぬ少女を完全に無視してクレトに問うた。

「なにやってんだよ、門番。でかくなってるじゃねーか。成長期か」

「今真っ先に気にすることがそれか？」

　背後で竜りゆうが森を焼いている辺り、もっとつっこむことはあると思う。

　それを聞いたジリアが、青ざめた顔でクレトの肩の傷を押さえながら、少年に問い返した。

「こちらとしても、あなたが何をやっているか聞きたいです。確かあなたは隔離処分中だったのでは？　四回生ロド・ゼニス」

　言われてみれば、今け朝さミャーがそんなことを言っていた。しかし問われた当の少年は、あっけらかんとした様子で胸を張る。

「なんかうちのミャーが困ってる気がしたからな！　そりゃほっとけないだろうが！　ま、そんなわけで脱走してきた。途中で散々迷子になったけどな」

「……私は偶然会ってしまって案内をしてきた」

　隣でディサロス・シアンが疲れた顔になっているのは、相当奔ほん放ぽうな獣じゆう人じん族に引きずり回されたに違いない。付きあいがよすぎる気もするが、ロド相手なら無理もない。ルルゥをして「自由すぎる」と言わしめた当の少年は、額ひたいの上に手をかざし周囲を見回した。

「んで？　おれのかわいいかわいい妹はどこだよ。お兄ちゃんが助けに来たぞ！」

「……双ふた子ごすげえ」

　ずいぶん暑苦しい家族愛だが、今のこの状況ではありがたい。クレトは原種竜が絶賛焼いている森を後ろ手に指し示した。

「あの森の中に避難してる。ニアも一いつ緒しよだ。連れてってやってくれ」

「おー」

　これで、少女二人を助けられれば一安心だ。ロドは言われたとおり森に向かって歩き出す。

　ルルゥも自分から新手を敵に回したくないのだろう。種族英雄の三人を脇わきに避よけさせ、彼の動きを見守った。

　ロドは悠ゆう々ゆうと彼らの前を通り───唐とう突とつに、左手を振るう。




　なにが起きたか、クレトには見えなかった。

　だから彼が見たのは、頰ほおを打ち抜かれよろめく種族英雄の姿だ。すばやく割って入ろうとするもう一人の少年を、ロドは思いきり蹴けり上げる。相手はしかし、その爪つま先さきに空を切らせて後ろに下がった。

　種族英雄の血を汲くむもう一人の少年、ロド・ゼニスは、辛しん辣らつな笑え顔がおを血縁の三人に向ける。

「お前らなにやってんの？　そんなぼけっとした顔しやがって、馬ば鹿かじゃね？」

「ロド・ゼニス……」

　ルルゥが軽い失望の声を上げる。それに構わずロドは、森にまで届くほど声を張り上げた。

「おい、ミャー！　おれが来たぞ！　無事なら来いよ！　こいつらぶっ倒すぞ！」

「……ほんとあいつ自由だな」

　場の流れも空気も、おそらくまったくわかっていないにもかかわらず、ロドはお構いなしだ。

　当然のように気に入らない相手を叩たたきのめそうとしている少年に、ついてきたディサロスがますます疲労の濃い顔になる。彼は隙すきのない足取りで三人の種族英雄の方に歩み寄りながら、クレトに確認した。
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「面倒なことになっているようだが、こいつらの目的はなんだ？」

「学校の壊滅とディアテの分裂」

　孤高をよしとする竜りゆう人じん族の彼に、本当のことを教えるのはまずいかとも思ったが、クレトの知る限り、この青年は曲がったことを嫌う。ルルゥのやり方とは相あい容いれない人物のはずだ。

　現にそれを聞いたディサロス・シアンは、誰がこの状況を引き起こしたのかを一目で見抜いたらしい。不快と憤いきどおりの表情で銀髪の少女を見た。

「そうか……羽う人じん族の精神支配か。腕輪生まで掌しよう中ちゆうにするとはかなりの手腕だが……惜しむらくは思想が濁にごっている。そのようなやり方で成しうることなどなにもない」

「そうかな……あなたよりはずっと現実的に生きてると思うけど」

　厳しい批判にルルゥは目を細める。彼女はけれど、それ以上ディサロスにはなにも言わず、大きな溜ため息いきをついた。そして天を仰あおぐ。

「大丈夫。これくらいの飛び入り参加は予想の範囲内だから。どうせ今日はこれから全部が壊れるんだし──派手に楽しも？」

　少女は再び剣を空へと上げる。

　それが最後の戦闘の幕開けとなった。







「ジリア！　ニアとミャーを見ててくれ！　こっち倒したらすぐ行く！」

「それはこっちの台詞せりふです！　気をつけてください！」

　ジリアはそう言うと、竜りゆうの方へと走り出す。いつもどおりの判断の速さは、クレトの気をいくらか軽くした。折れない意思も迷いながらの眼まな差ざしも、全て彼女の生き方だ。その姿を美しいと思う。だから助けてやりたい。こんなところで終わってしまわないように。

　クレトは再び走り出す。既に三人の中に飛びこんでいるロドと、そこに加わろうとしているディサロスに叫さけんだ。

「そいつら三人だけど中身一人だ！　あと不思議な呪のろいの力で傷が自然に回復する！」

「お前と同様にか……。意味がわからん」

「え、まじかよ！　こいつらも門番みたいに伸び縮ちぢみすんのか？」

「それは多分しない！」

　妹と同じく緊張感のないロドだが、その動きは危なげなく俊しゆん敏びんだ。加えて明らかに喧けん嘩か慣れしている。彼は正面の少女に向かい、大きく踏ふみこんだ。それを受けて少女が軽く身構えるとロドは右足を軸にしてくるりと向きを変える。そのまま彼は、クレトを迎え撃うとうとしていた別の少年へ拳こぶしを振るった。

　種族英雄の少年は、鼻を掠かすめる拳に空を切らせながらよろめく。

「っ、おまえ……」

「よそみしてんからだよ」

　悪びれもなく笑うロドは、かかってくる一人目の爪つめから身を横にして避よける。それをしながら彼はついでのように、相手の脇わき腹ばらを蹴けりつけた。ロドに襲いかかろうとしていた二人目が、蹴り飛ばされた一人目とぶつかって動きを止める。その間にロドはまた彼らへと踏みこんだ。握った拳を鋭するどく打ちこむ。

「ほら、こっちむけって」

　ロドはそう言うとまた、体重のない者の動作で飛び下がる。

　爪で、牙きばで致命傷を与えようとするのではなく、ただ相手を翻ほん弄ろうしていく動き。引き際を見誤らない立ち回りは、これまで彼がどれだけ多対一で場数を踏んできたのかを物語っていた。

　心なしか、相手の種族英雄もロドの動きに戸惑っているようである。実戦経験の差か、種族英雄の操あやつる彼らは、致命的な攻撃を食らうことこそないが、次にどう出るかわからぬロドを前に攻めあぐねているようだ。対照的な獣じゆう人じん族たちの動きに、クレトは得心する。

「そうか……。種族英雄って言ったって、戦争で戦うばっかりだったろうからな。あいつ、殺す気のない戦闘に慣れてないのか……」

　いわゆる種族英雄と呼ばれる者たちは、いずれも大戦で飛び抜けた武ぶ勲くんを上げている。

　それは異形と呼ばれるクレトもそうで──だが彼にはあの当時から仲間がいた。だから、ただ戦うためだけの戦いにもある程度慣れているのだ。

　けれど血に酔いやすい性質で有名な獣人族の種族英雄二人は違う。

　彼らは常にお互いだけで行動しており、殺すための戦いの中に身を置いてきた。新たな敵を前に警戒する姿勢は見せても、鋭い牙きばや爪つめを主武器としているのがその証拠だ。彼らは同じ獣人族でありながら、ロドのように自由な人間を相手にした経験が、きっとほとんどないのだ。

　クレトは、ロドが押しては引いて相手を惑わせている様を見て、同情めいた気分を抱いだいた。

　風に吹かれる木の葉よりも好き勝手に動く少年は、血族である相手を嘲あざ笑わらう。

「お前らなんなの？　寄ってたかって門番いじめは好きにすりゃいいけどな。二人も兄貴いるのに妹だけ顔血まみれになってるってアホじゃね？　そんなのは獣人族じゃねーだろが！　なんのために一人は強く生まれると思ってんだ！　ちゃんと守れ、木で偶くが！」

「…………」

　言われてなにを思うのか、種族英雄の少年は笑えみを消した無言のままだ。反論しない相手との間合いをロドは更に詰める。

　そしてそんな少年の気ままさを埋めるようにして、ディサロス・シアンが踏ふみこんだ。

「三人で一人か。歪いびつなことだな」

　危なげのない体捌さばき。

　攻防一体を当然のものとして身に着けた竜りゆう人じん族の青年は、飛びかかってくる少年の手首を外に逸そらす。そのまま懐ふところに入りこんで距離を詰めると、ディサロス・シアンは相手の肩の付け根を掌てのひらで打った。

　激しい衝撃に、骨の外れる音が聞こえる。弾はじき飛ばされよろめいた少年の横腹に、すかさず追撃で繰くり出された回し蹴げりが叩たたきこまれた。宙を舞った少年は、そのまま地面へと激突する。すぐさま跳はね起きた彼の右腕は、けれど肩からぶらんと垂れ下がってしまっていた。

　少年は使い物にならなくなった腕に一いつ瞬しゆん苛いら立だたし気な目になる。そんな相手に対し、ディサロスはまた構えなおした。

「来い。まだ終わりではないだろう」

　他の強者たちと違って、腕輪による能力制限を受けてないディサロス・シアンは、純粋な身体能力の差だけで操あやつられた少年と比ひ肩けんすることができる。

　種族英雄の、捉とらえきれないほどの速度での跳躍。己の顔に振りかかる爪つめを前に、だがディサロス・シアンは動じることなく、それを手の甲だけで受け止めた。竜りゆう人じん族の硬こう肌きは、きん、と音を立てただけであっさり鋭するどい五ご爪そうを弾はじく。

　彼は、飛び退のく少年に告げた。

「お前たちが誰であるかは知らぬが、自みずからの手と意志によらぬ改革に、なんの意義がある？　夜や陰いんに乗じることしかできぬのならば、所しよ詮せんそこまでの器ということだ」

　言われた少年は答えない。

　傀かい儡らい遣いである彼女自身をも否定するようなディサロスの断言に、後方に控えたままのルルゥは皮肉をまぶした微笑を浮かべた。彼女は制服の懐ふところに手を入れると、取り出したガラスの小こ瓶びんを手元で開けようとする。

　──しかしその直後、小瓶は軽い音を立てて砕くだけ散った。

　正確な狙ねらいで飛来した魔法の矢。

　それを放った指輪生の少女は、苦みの混ざる声で宣告する。

「ルルゥ、これ以上、禁きん忌きに手を出すのはやめてください」

「……ジリア」

　制服に飛び散った血はルルゥのものではない。彼女の持っていた小瓶に詰められていたものだ。ジリアは形のよい眉まゆをひそめて背後を振り返った。──そこには小さな地響きを上げて倒れこむ原種竜りゆうの姿がある。

「いやっほーう！」

　竜の顎あごに取りついて口を開かせていたミャーが、身軽なしぐさで飛び降りる。焼け残った森の木に寄りかかっていたもう一人の少女、ニアは剣を下ろすと冷ややかに言った。

「魔法では倒せないと思われている原種竜ですが、口内に叩たたきこめば効果はあります。もっとも、訳あって地下に封じられていた竜ですから、手荒なことはしたくありませんでしたが……あなたのように、血まで利用しようとする輩やからがいるなら、処分も考えなければなりませんね」

　静かな怒いかりを帯びた王女の言葉。それを聞いてクレトは、ルルゥ・エンシズを見やる。

「竜の血、か……」

　原種竜の体液は強い治ち癒ゆ力を持つというが、中でも血の力は飛び抜けている。

　先日の事件では竜人族の血で作られた薬を常飲していた者が、痛みを感じぬアンデッドとなって暗あん躍やくしていたが、原料が原種竜の血となれば、それ以上の薬が作れるはずだ。

　クレトが意識を失っていた間、少女たちは竜の血が抜かれるところを見ていたのだろう。小瓶を砕くだいたジリアが後を引き取った。

「ルルゥ・エンシズ、あなたは今でも私の友人です。──ですが、私は私の正しいと思うことをします。混乱を撒まき散らそうとするあなたを止めて」

「ジリアにわたしがなんとかできる？　力のない人間に自由はないよ。わたしたち羽う人じん族はみんなそれを知ってる」

「知って、そこにとどまるかどうかは別の問題です」

　少しも己を恥はじることなく、ジリアは突剣を構える。たちまち青白い火花が剣先にまとわりついた。静かな、そして痛切な詠えい唱しようの声が響く。

「揺ゆらげ──」

　そうして彼女が放ったものはいつもの術とは違う。ルルゥ・エンシズが使う秘術と同じ、無形の波だ。三人の種族英雄へと投げかけられたそれは、戦う彼らの表情に惑いを生む。

　ロドの腹を爪つめで抉えぐり取ろうとしていた少女が、一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとその場に立ちつくした。ディサロスの蹴けりを避よけようとしていた少年が、硬直した隙すきに腹に痛烈な一撃を受けて吹き飛ぶ。

　最後の一人の少年は震える両手で己の顔を押さえた。──生まれた空くう隙げきに、クレトはジリアを振り返る。

「お前……」

「嫌いだからといって、使えないわけではありません」

　相手の精神を支配するという秘術。

　傲ごう慢まんだと否定し、主義として使わなかったそれを、ジリアは同じ秘術に対抗するために使う。

　端整な横顔は苦痛をこらえるように歪ゆがんでいたが、その目には戦う意志があった。

　術の妨害を受けたルルゥは苛いら立だたし気に歯は軋ぎしりする。

「ジリア……」

「まだ、これからです」

　ジリアは己の突剣で宙を一いつ閃せんする。それを見てルルゥもまた剣を上げた。羽う人じん族の少女二人はそうしてお互いに向かい詠唱を始める。

　指輪生の少女は、幼おさな馴な染じみを見み据すえたままクレトに言った。

「クレト……あとは頼みます」

　たとえ力で劣っていようとも、ジリアのそのような毅き然ぜんとした精神こそが安心できる。

　クレトは彼女に向かって頷うなずいた。

「わかった。任せとけ」

　──生徒たちは生徒たちで戦っている。

　だからこれ以上は、自分の仕事だ。クレトは少女たちから視線を外すと、七十年前から決着のついていない相手へ向きなおった。

　ジリアの妨害のせいか、ロドの動きに後手を取り続けている少女と、ディサロスに抑えこまれている少年。

　残る一人の前に、クレトは進み出る。

「まったくな……七十年は長いよな。色々変わっててついてけないし」

「…………」

「こんなこと言われても、呪のろわれちまったお前にはもうわからないか？　悪いな。俺なんかの巻き添えになって」

　呪われた少年は地下に捕らえられ、彼の妹であった少女は平和の中で子孫を残した。

　同じ双ふた子ごでありながら皮肉にも違う道行きに、狂ってしまった彼はどんな思いを抱いだくのだろうか。もしそれが怒いかりであるなら、恨うらまれるべきはおそらく自分だろうと、クレトは思う。

「でもほら、今の時代もなかなか面白いだろ。面白いやつらいっぱいいて飽きないだろ」

　時には、今が過去を凌りよう駕がする。

　それを悔くやしく思うことがあれど、時間は繫つながっているのだ。その実感が、いつかこの少年をも救えばいいと思う。

　度しがたい己の希望に、クレトは苦笑して頷うなずいた。

「じゃ、そろそろ俺と続きをやるか。──一人に集中しろ」

　振り返ればずいぶん長く待たせてしまった気がする。

　クレトは軽く右腕を引いて、少年へと構えた。

　背中の傷はまだ痛むが、ふさがりつつあるのだろう。戦闘の妨さまたげになるようなものはなにもない。少女たちも、そしてロドやディサロスも、それぞれ危なげなく戦っている。時折相手を変え援護を飛ばしあいながら、当然のように他の者を補って立ち回る。

　──国の真意がどこにあろうと、この学校は、生徒たちを過去の遺物と渡りあえるほどまでに鍛きたえた。だからもう、クレトはなにも迷わず、地面を踏ふむ足に力をこめるだけだ。







　七十年ぶりの戦闘再開を告げる言葉。

　それを聞いて──種族英雄の少年の、表情が変わる。

　クレトと相対する一人を除き、他の二人が糸を切られたかのようにその場へ崩れ落ちた。ジリアと戦っていたルルゥが、愕がく然ぜんとした顔で洩もらす。

「っ、なんで……自分から支配放棄するなんて……」

「そうか？　あたりまえじゃね？」

　倒れた少女を前に、顔の血を拭ぬぐいながらロドは笑う。ディサロスもまた、目前で伏した少年を見て頷いた。

「この期ごに及んでまだ意識を分散させるような愚か者では、戦う前からの敗北は見えている」

「そ、んなことは……」

「──ルルゥ、あなたの相手は私です」

　澄んだ声が、苛いら立だつルルゥ・エンシズの声を遮さえぎる。

　陽ひの光に艶つやを作る髪をたなびかせて、ジリアは宣告した。

「あなたも、私たちを見て、知ってください。共にあることの意味と、それ以外のことも。今からでも遅くはないでしょう。──私は、あなたにもここに来てほしい」

「……ジリア」

　羽う人じん族の二人は、戦意を露あらわに向かいあう。

　戦いの終わりに向けて、他の生徒たちは残る者を見やった。

　クレトはその空気を感じながら、だが今は、過去を同じくする一人だけを見つめる。

　獣じゆう人じん族の種族英雄。

　大戦で数あま多たを殺し、不死の呪のろいに囚とらわれ、更には狂気に満ちた最後の日のままの少年は──やはりどこか欠落した目で、クレトを見ていた。

　そこに業混じりの敵意を感じ取って、クレトは笑う。

「それじゃ、あの日の続きだ」

　──地面を強く蹴ける。

　そしてクレトは目の前の少年に向けて走り出す。

　体中の糸は、もはや違和感を訴えない。

　対する少年は、少しの愉ゆ悦えつも湛たたえていない。ただ怒いかりを堪こらえきれない目で、クレトをにらんでいるだけだ。

　その感情に心地よささえ覚えながら、門番の青年は少年の間合いへと踏ふみこんだ。

　力をこめた踵かかとが土に窪くぼみを穿うがつ。

　軽く引いた右手。

　そこから打ち出す掌しよう打だは囮おとりだ。

　少年は風を越える速度で、斜めに踏みこんで突きをかわす。

　だがそこで彼はわずかに硬直した。虚を突かれた顔で、クレトにつかまれた右手を見下ろす。

「きさま」

「──手首には力をかけない」

　相手の力を少し利用してやればいい。

　だからクレトはつかんだ手を勢いの向かうままに引いた。地面を離れようとする足を軽く払ってやる。それだけで、少年の体は鎖くさりのように宙に舞い上がった。

　無防備になった胴めがけて、クレトはあらためて右手を引く。

　空中で驚きよう愕がくする少年と目が合った。

　クレトは軽く微ほほ笑えむ。

「一応言っとくけどお前……妹と二人だった時の方がやっぱり強かったよ」

　打ち出された拳こぶしはそして、過去に生きる少年を、完かん膚ぷなきまでに地面へと叩たたきつけた。













　──戦場から逃げてしまった種族英雄の双ふた子ごは、どこに行ったかわからない。

　そう友人である王おう太たい子しに報告するのは、さすがのクレトも気が重かった。自分に任せられた役目をうまく果たせなかった。そんな苦く渋じゆうが彼の口を重くする。

　大規模な衝突が終わり、ディアテの本陣へと戻ってきたクレトは、気き鬱うつに肩を落としながらそれでも真っ先に友人のいる天幕を訪れた。

　ちょうど一息ついて駒こま遊びに興じていた王太子は、彼の姿を見て両手を上げる。

「おかえり！　遅かったから心配したぞ！」

「ただいま……」

　あからさまに凹へこんでいる異形の巨人に、王太子と彼の仲間たちは顔を見あわせた。種族も年齢もばらばらの彼らは、それぞれ立ち上がるとクレトに座るよう勧める。次々かけられる労いたわわりの声も、好奇心しかない問いかけも、彼らにとってはいつものことだ。

「あれー、なんか暗いよー」

「顔に似あわない。改善して欲しい」

「さては負けたか。盛大に負けたか」

「……っ、あなたたち、静かにしてくださいって！」

　見かねたテレシアが叫さけぶと、囃はやし立てていた者たちはそそくさと引き下がった。彼女はそうして、あらためて不安そうな目でクレトを見上げたが、今回の救出任務は彼に任されたもので、彼女は手伝いについてきてくれたに過ぎない。

　テレシアにこれ以上の心配はかけられないと、クレトは天幕の中央に座り、種族英雄二人との戦闘について報告し出した。噂うわさにたがわず手て強ごわい相手との衝突。その性質と速度。そして最後に、『傀かい儡らい遣い』の介入があってうやむやになってしまったことなど。

　──全てを話し終わったクレトは、王太子の前に積み上げられた駒を注視した。

　五つの種族をかたどった木製の駒たち。それぞれの種族に王・女王・戦士・聖職者・子供、の五種を擁ようして遊ぶ駒遊びは、本来純人間のもので、駒も純人間を模したものしか作られていなかった。それを王太子は、違う仲間の種族が増える度に作り足して、共に遊ぶようになったのだ。クレトは一際大きい「巨きよ人じん族の戦士」に目を止める。

「……悪い、あいつら異様に動き速かったし、やっぱ普通の戦士じゃ敵かなわんと思う。俺がなんとしてもあそこで勝っておくべきだった」

　巨体に見あう耐久力を持つクレトは、いくら鋭するどい攻撃であっても一撃や二撃食らったところで致命傷にはならない。だからこそ速度差が大きくても適任と任されたのだ。

　にもかかわらず満足な戦果を上げられなかったクレトは、友人と仲間たちにあらためて頭を下げた。

「ほんとすまん。俺、もっと強くならないと──」

　身に染み入る後悔をクレトは口にする。

　広い天幕の中には沈ちん黙もくが広がり──けれど次の瞬しゆん間かんそれは、わっと湧き起こる笑声に取って代わられた。ある者は腹を抱かかえて床に転がり、ある者は口元を押さえて肩を震わせる。

　それは正面に座る王おう太たい子しも同様で、彼は秀しゆう麗れいな顔の持ち主にもかかわらず、口を大きくあけて笑っていた。

　呆ぼう然ぜんとしているクレトを放置してひとしきり笑い終わると、王太子は目の前の駒こまから「巨きよ人じん族の戦士」を手に取る。そしてそれを、他の駒が固まっている真ん中に置いた。

「お前は十分強いよ。おそらくこの中で一番だ。別にこれ以上強くならなくてもいいさ」

「でもな、現に……」

「いいんだよ。一人で強くなる必要はない。前にも言っただろう？　違う種族の友人と共に戦う私たちは、それだけでずっと他より強いのだと。──強くなりたいというなら一いつ緒しよにだ」

　そこまで言って、王太子は立ち上がる。

　そして傍そばに置いてあった青い長剣を手に取った青年は、相そう好ごうを崩すと「じゃあ、どこに修行に行こうか」とクレトに手を差し伸べた。

　──その場にいた全員に「理由をつけて遊びに行かないでください」と止められた。
















「──結局、あの人の言ってたことって大体的を得てるんだよな」

　支配されていた三人の腕輪生を、並べて地面の上に転がしたクレトは、見事に種族がばらばらの生徒たちを振り返る。かつての仲間たちと似ているようで、けれどやはり全然違う彼らは「突然意味のわからぬことを言い出した」という目でクレトを見返していた。

　緊張を解かぬジリアが、ただ一人離れた場所に立っているルルゥ・エンシズに剣を向ける。

「これ以上、あなたに勝ち目はありませんよ。大人しく秘術を解いて投降してください」

「そうだね……これは思ったより、あなたたちに教育が行き届いてたってことなのかな」

　汗と血のにじむ美しい顔。尊大に、そして平然と笑うルルゥは、けれどやはり少しだけ悔くやしそうにも見えた。彼女は突剣の先を倒れている獣じゆう人じん族たちに向ける。

「いいよ。どうせただの実験だったし。返してあげる」

　そうして彼女は詠えい唱しようし、生まれかけた光を──突とつ如じよクレトたちの方に向けた。ぎょっとする彼の隣で、ジリアがすばやく防壁を張る。

　しかしその時には既に、ルルゥの放った光は全員の目を真白く焼いていた。人一倍鋭するどい感覚を持つ獣人族のミャーが悲鳴を上げる。

「ぎゃー！　目が痛いよー！」

「こら、妹！　大丈夫だから安心しろ！　えーと、これがミャーかな」

「わ、わたしです……獣耳ないです……」

　たちまち大混乱する年少組三人に対し、ディサロスの動きは素早かった。彼はあらかじめ閉じていた目を開くとジリアをかばって前に出る。攻撃されるなら彼女だろうと判断したのだろうが、その時にはルルゥは身を翻ひるがえしていた。

　ただ一人、クレトだけが彼女を追って駆かけ出す。

　だが彼は、ルルゥがあいたままの穴に飛びこむのを見て、ぎりぎりで踏ふみとどまった。昨日のように、地下に張り巡らされた通路を伝って逃げる気なのかもしれない。穴の縁ふちに立って中を覗のぞきこむクレトに、少女のくすくす笑いがかろうじて届く。

「また会いましょう、門番さん。──あと、なにも知らない滑こつ稽けいな王女様も」

「……え？」

　ニアのことを揶や揄ゆする意味のわからない言葉。

　その内容に首をひねったクレトが、追いついてきたジリアを振り返った時……既にルルゥ・エンシズの姿は深い穴のどこにも見えなくなっていた。
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　移り変わる時代は、いつもどこかしら似たものを次の時代へ残していく。

　そうして少しずつ動いて、新たなものへと入れ替わっていくのだ。

　たとえばこの学校においてそれは、多少の不安にも揺ゆらがない生徒たちの明るさかもしれない。原種竜りゆうが発掘されてから二日目の休み時間、なにもかも日常に戻ったかのように騒さわいでいるミャーとニアを見て、クレトはかつての友人である王おう太たい子しとその仲間たちを思い出していた。

「殿でん下かのあの前向きさはディアテ王家の性質なのか……？」

　朝の開門を終え、クレトは開いた門の角に寄りかかって休きゆう憩けいしている。

　いつもであればこの時間は、生徒たちのあけた穴を埋める日課が待っているのだが、二日前の一件以来、校則には「生徒は校内の敷地に、意図的に人が入れる大きさ以上の穴をあけてはいけない」という一文が追加されたのだ。

　これを聞いた生徒の間からは不満の声が上がったが、クレトにすれば大助かりだ。毎日の穴埋め作業で「いずれ辺りから土がなくなるんじゃないか」という意味不明な不安を抱いだかないで済む。この点に限ってみれば、おおむね結果オーライだ。

「といっても、まだ色々終わってないし、後始末があるんだろうけどな……」

　──あの後の調査でわかったことは、やはり穴掘り競技の場所を当日変えるよう仕向けたのは、ルルゥ・エンシズだということだ。

　彼女は大会の主催者に声をかけ、「トーナメント中止の一件に関連して、教師から場所を変更するよう指示が出た」と噓うそをつき、原種竜を目覚めさせた。そうして竜を殺すよう生徒たちを煽あおったのは、有事に生徒の味方に回るであろう竜を始末してしまいたかったのと、あわよくば竜の血を手に入れておきたかったからという理由だろう。床の亀き裂れつが地下牢ろう獄ごくに繫つながったのは、彼女からしてみれば単なる幸運だったに違いない。

　──だが結局のところ、彼女の思惑は全て外れた。

　血の小こ瓶びんはジリアに破壊され、ニアによって打ち倒された原種竜は地下へと再封印されることになった。地下牢獄に繫がる罅ひび割われも補修されることになり、事件の爪つめ痕あとは少しずつではあるがふさがれようとしている。

「……けど実際、竜が発掘されちまったのって半分くらいはお前のせいじゃないか？」

「何の話かしら」

　クレトの隣で壁に寄りかかって座り、怪談本を開いている魔女は嘯うそぶく。

　どれだけ熱心に読みこんでいるのか、ジリアの書いた第二版はあちこちから付ふ箋せんが飛び出ており、既に全体がくたびれてしまっていた。これだけ読まれれば作者も本望だろうと思うが、怪談で盛り上がられても鬱うつ陶とうしいだけなのでジリアには言わない。この二人には一生結託しないでもらいたいと、クレトは思っている。

　ページをめくるセーネに、クレトはふと思い出して問う。

「そういや、お前なんで呼んでも来なかったんだよ。要いらん時はいるくせに。いじめか」

「別にいつもあなたの面倒を見ているわけじゃないから。あれくらい自分で何とかしなさい」

「なんとかしたいのはやまやまだけど、かなり厳しかったからな」

　正直なところ、あれだけの連携を取る敵が複数いた場合、一人では耐えきることも難しい。ディサロスとロドが来なかったらルルゥの思うままに蹂じゆう躙りんされていたであろう。

　クレトはいつかの過去と同じように、力の足りない自分の掌てのひらを見つめた。

「一人で強くなる必要はない、か……。難しいな」

　頭ではわかっていても、生徒たちに迷惑をかけたくないと思ってしまうのは、「自分は大人だから」という意識があるせいだろうか。当の生徒たちが聞いたなら一笑に付すだろう。それでもクレトは、矢や面おもてに立つなら自分だと決めていた。

「今のディアテに色々思うやつは、そりゃいるんだろう。でも俺は──大戦の二の舞は起こさせない。生徒たちに、俺たちみたいな思いはさせたくない。ジリアや……他のやつらだけじゃなくてニアも、ちゃんとここから送り出してやるつもりだ」

　それが容易たやすい道でないことはわかっている。それでも本当に地下の呪のろいが解ける日が来るなら、叶かなえられない願いではないはずだ。

　怪談本を読んでいたセーネが、ぱたりとそれを閉じた。
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「生徒たちを送り出してやりたい、ね。まるでずっとここで門番をしているような口ぶりだわ」

「まるで俺がクビになる日が来るように言うな」

「そういう意味ではないのだけれど」

　真しん紅くの瞳ひとみが、じっと彼を見上げる。

　血よりも深く、闇やみにも似て美しい双そう眸ぼう。小さな唇くちびるが棘とげを孕はらんで歪ゆがむ。

「……あなたは私の最高傑作のはずなのに、どうして変わっていかないのかしら」

「セーネ？」

　意味のつかめぬぼやきにクレトが首をひねると、セーネはそれには答えず立ち上がった。彼女は黒いドレスについた土つち埃ぼこりを払う。隣に立つ魔女に、クレトはその時軽い違和感を覚えた。

「あれ、セーネ、ひょっとして少し背伸びたか？」

「七十年も一いつ緒しよにいて、今更何を言ってるのかしら」

「ぐ……やっぱ気のせいか」

　以前よりも、彼女との身長差が縮ちぢまった気がしたのだが、本当に気がしただけだったらしい。あるいは修理された際にクレトの背が削られたか。どちらにしても雑談の範はん疇ちゆうを出ない話で、ヒールばかりを履はくセーネには、きっとどうでもいいことだ。

　冷たい反応の彼女は、口の中でぽつりとなにかを呟つぶやく。

「──え？　なんだって？」

「何でもないわ」

　聞き取れなかったクレトが身を屈かがめて問うと、セーネはそっけなく首を横に振った。彼女はそのまま第二版を手に門番小屋の向こうへと歩き去っていく。相変わらず気まぐれこの上ない魔女だが、なんだかんだで毎日が充実しているようなので、放っておいてもいいだろう。小さな姿が遠くなっていくのをクレトは見送った。




　まもなく中休みの終わりを知らせる鐘かねが鳴る。

　ぱらぱらと校舎の中に帰っていく生徒たちに混ざって、ニアとミャーが彼の方に駆かけてきた。今まで綿菓子の露ろ店てんに夢中になっていた二人は、でき上がった一本をクレトに差し出してくる。

「はい、門番あげるー！」

「おお……俺の胃痛キャンペーンはまだ続いてるのか……ありがとな……」

「す、すみません、門番さん。よかったらわたしの分の臓物煮も……」

「うん、それは自分で食べていいからな」

　綿菓子を受け取り臓物煮を断ると、二人の少女は対照的な表情になった。だが、結局は二人とも同じ笑え顔がおになる。ミャーがまずクレトの肩をぽんと叩たたいた。

「門番、あんま気にしなくてていーよ。なにが来たってパーンってすればいいんだから」

「おう」

「わ、わたしたちを信じてください！」

　両手を胸の前で握るニアは、とろくさい必死さの中に芯のある誠実さを秘めている。彼女の目を見てそのことに気づいたクレトは、苦笑して頷うなずいた。

「わかってる。心配かけて悪いな」

　彼女たちは、二日前の一件をクレトが気にしていると思ったのだろう。確かに、監獄学校のもう一つの狙ねらいは彼に衝撃を与えたが、もし本当にそうだとしてもクレトのやることは変わらない。生徒を守って戦う。ミャーではないがそれにつきる。

　クレトの返事に、少女たちは安心したのか手を振って授業に戻っていった。

　入れ違いに石段を下りてきた最後の少女が、クレトの持つ白い綿菓子を見て目を丸くする。

　門前まで歩いてきたジリアは、ほっそりした首を軽く傾けた。

「それ、どうしたんです？」

「ミャーにもらった。食べるか？」

　綿菓子の先を少女の口元に差し出すと、ジリアは真っ赤になってかぶりを振った。

　行き場の見つからない綿菓子をクレトが食べ出すと、彼女は隣に並んで壁に寄りかかる。そして、先の二人と似たようなことを言った。

「あの、あまり気にしないでください。羽う人じん族のことは、私たちが取り組んでいかなければならない問題ですから」

「ん、いや、気持ちはありがたいけど俺の方は大丈夫だからな。自分こそあんまり気にしすぎんなよ。愚ぐ痴ちならいつで聞くぞ」

　ルルゥとの再会以来、ジリアは彼女なりに感情を消化しているようだが、それでもふとした時、物もの憂うげに考えこんでいるようなのだ。「気にするな」と言っても無む駄だなのだろうが、全てを一人で負う必要はない。なんでも抱かかえこんでしまいがちな彼女だからこそ心配になる。

　ジリアは彼にそう言われて微苦笑した。

「私も大丈夫です。よくよく思い返してみれば、小さい頃からルルゥとはしょっちゅう意見が違ってましたし……あの頃は私が押し切られてばかりいましたけど」

　青い瞳ひとみに、懐かしさを含んだ傷が走る。

　子供だった頃、ルルゥの後をついてまわって……それでも肝心なところでは、ジリアは己の意見を曲げなかったのだ。彼女らしいそのまっすぐさが、けれどルルゥに孤独と不満を生んでいたことを、彼女は知らなかったのだろう。

　だが、ジリアはもう目を逸そらさない。

　クレトは頷いて、少女の肩を叩たたいた。

「でもま、適度に気を抜けよ。空回りの合間にでも」

　──今、彼女たちが決裂していようとも。

　子供時代には、偽りのない幸福もあったはずだ。多くを知らないクレトもそうだとわかる。地上に出た竜りゆうが生徒たちと戦っていたあの時、ルルゥが竜を眠らせたのは、後で操あやつるためでもあったのだろうが──きっとジリアを守るためでもあったのだろうから。

　指輪生の少女は目を丸くすると、ぎこちなくはにかんだ。

「羽う人じん族については異種族婚の話が出た時、こういう問題が提起される可能性はうすうす予想できてたんです。……あ、でもクレト、この話嫌いやじゃないですか？」

「へ？　なんでだ？」

　理由がわからず聞き返したクレトは、けれどすぐその答に思い当たった。七十年前の悲劇の引き金となった、ディアテの王おう太たい子しにまつわる異種族婚。その記憶に触れて嫌な思いをしないかと、彼女は聞いているのだ。

　肝心なところで細やかな気遣いが身に染みついている少女に、クレトはだがむしろおかしくなってしまった。笑い出した彼に、ジリアはむっと頰ほおを膨ふくらませる。

「なんですか、もう」

「わ、悪い……ありがとな。気にしてないよ」

「ならいいんですけど……」

　釈然としていないらしい少女は、踵かかとで軽く背後の壁を蹴けった。陽ひに透すける水色の髪が反動で軽く揺ゆれる。

「あなたは当時、王太子から異種族婚をしたいって話を聞いて反対しなかったんですか？」

「んー、反対はしなかったな。あの頃は俺たちの周りって、色んな種族のやつらが集まってたから。特に変わったことだとは感じなかったし、種族関係なく気の合う相手を選ぶことは当然だと思ってたよ。さすがに相手が姫だって聞いて、ちょっとは吃驚びつくりしたけどな」

「そうなんですか」

　彼を見上げてくるジリアは、なぜかほっと嬉うれしそうな顔をしている。

　そこまで喜ばれるような話だったかとクレトが目を丸くすると、彼女はまたむっと真ま面じ目めな顔になった。花弁に似た唇くちびるをきつく引きしめて、ジリアは壁に寄りかかりなおす。

「そういえば、あの地下室の床補修、人手がいないのであなたが担当に決まりました。閉門と準備をお願いします」

「ちょっと待て。あの部屋って原種竜戻されてるだろ。平然と無茶振りすんな」

「眠らせてあるそうですから、その間に。……あ、急がないと魔法が切れて目が覚めるかもしれないそうです」

「それは早く言え！」

　あわててクレトは閂かんぬきと鉄てつ鎖さを取ってくると、門もん扉ぴを閉め出す。反対側の門に向かったジリアが、なにかを思い出したように振り返った。

「そういえばクレト、あの地下室のことですが──」

「竜りゆうが寝てるんだろ！　今聞いたよ！」

「いえ、そちらではなく。巨大な魔法陣があった方の部屋です」

「ああ……」

　ここ数日があまりにも忙しかったので忘れかけていたが、そういえば地下室はもう一つあったのだ。片側の門もん扉ぴを閉めながらクレトは続きを促うながした。

「で、あっちの地下室がなんだって？」

「いえ、ただ……二つあった足跡のうち、片方はルルゥですよね」

「あー、多分そうだな」

「あれ、もう一つは誰のなんだろうって思いまして。今、女子生徒かを一回生から当たってみてます」

「おお、大変そうだな」

　以前もジリアは欠席した生徒をしらみ潰つぶしに調べたりしていたが、総当たりはなかなか作業量があるはずだ。そこまで考えたクレトは、けれど彼女のつけている見当に疑問を抱いだく。

「なんで一回生の女子生徒からなんだ？　まだ小さいやつらだろ」

「あの足跡、ルルゥのものより小さかったですよ。覚えてないんですか？」

　門扉を閉め終わったジリアが呆あきれ顔になる。そのまま閂かんぬきを差しこみ出す少女に、クレトはあわてて問いなおした。

「小さかったからって、男子生徒かもしれないだろ。なんでそう限定してんだ」

　食い下がって聞いたのは、クレト自身、引っかかるものがあったからかもしれない。

　ジリアは手を止めて彼を見上げた。形のよい眉まゆが軽く上がる。

「本当にちゃんと見てないんですから。クレト、あの足跡の形はヒールのある靴です」

　少女は閂を差しこんで、鉄てつ鎖さの端を拾い上げる。呆ぼう然ぜんとしているクレトに気づかないまま、ジリアはてきぱきと長い鎖くさりを巻き出した。

　真剣な横顔、まっすぐに伸びた姿勢に、偽りや欺ぎ瞞まんは感じられない。彼女はいつも本当のことを言う。そうクレトは信じている。けれど彼の傍そばには噓うそをつく友人もいて──ついさっきの去り際、セーネが呟つぶやいたことを彼は思い出す。




『変わらないなら──代わりに全てを変えてしまうしかないのかしら』




「……まさかな」

　きっとただの聞き間違いだ。聞き返したクレトに、彼女はなにも答えなかったのだから。

　生まれかけた疑念を青年はかぶりを振って崩す。門を閉め終わったジリアが彼を見上げた。

「どうしたんですか？　ほらクレト、行きますよ」

「おう」

　秘された真実がどうであろうとも、彼のやることに変わりはない。

　この学校の門番を務め、生徒を守って戦うだけだ。そこに迷いはない。──たとえ、誰がどう動こうとも。

「ほらクレト、急がないと」

　遥はるか上空に広がる青は澄んでいる。

　門前に立つ少女は、彼と目があうと、空を映す瞳ひとみで微ほほ笑えんだ。

「行きましょう」

「ああ」

　そしてクレトは差し出された手を取ると、新たな時代が生んだ学校へと入っていった。







　あとがき




　ご無ぶ沙さ汰たしております、古ふる宮みや九く時じです。

　この度は『監獄学校にて門番を』の二巻をお手に取ってくださりありがとうございました。

　大分間があいてしまい、一巻の内容をお忘れの方も多いかと思いますが申し訳ありません。

　一巻にて、長い地下での隠いん遁とん生活を終え、無事就職できた主人公ですが、二巻では表紙にもある通り、無事小さくなりました。五歳児大です。何な故ぜ小さくなったかは本文を読んで頂くとして、今巻も相も変わらず労災な毎日です。




　ところで、全然関係ない話で恐縮ですが、私は割とスマホを落っことす人間です。勿もち論ろん高価な機械なんで気をつけてはいますが、一日に二回くらいは床に落とします。一週間に一回くらいは地面に落とします。それでも、ケースに嵌はめてるせいか、意外に丈夫で壊れもしないので気にしてなかったのですが──ある日、こんな記事を見ました。

「スマホはケースに嵌めていると十分な放熱がされずに寿じゆ命みようが縮ちぢむ」……と。

　ええー、と思い、急いでケースを外しました。翌日職場で「寿命縮むんだってよ！」と勇んで広めたくらいです。確かにスマホで電子書籍読んでたりゲームやってたりすると、めちゃくちゃ熱くなりますからね……。処理速度も落ちてく気がします。危なかった……。

　そんな感じで「スマホってこんなに薄かったんだ！　すごい！」って思いながら、むき出して使っていたら、半月くらいで落として割りました。ケースって大事。

　今はその後買い換えたスマホを、手帳型のケースに入れて使ってます。相変わらず一日四回くらい落としてますが、時々謎なぞのドット絵画面が出るくらいで全然平気です。このドット絵画面、子供の頃、ファミコンを蹴けってしまった時のバグ画面によく似ています。




　そんな感じで、今回も謝辞を。

　イラストのやすも様、いきなり主人公のデザイン変わってすみません。どっちゃりとキャラ多いにもかかわらず、今回も素敵な挿絵ありがとうございます！　女の子たち本当可愛かわいい！

　そして二巻からより一層お手数をおかけしております担当編集様、毎度挙動不審で恐縮です。今年は明るく派手にいきたいと思います。

　また同年デビュー同士として、他愛もない相談・雑談に乗ってくださる長なが田た信のぶ織おり先生、みかみてれん先生には、いつもながら感謝を。

　校こう閲えつや営業の皆様方には、今回も大変お世話になりました。ありがとうございます。

　最後に、この本を手に取って下さった読者様方、今巻も楽しんで頂ければ幸いです。

　願わくばまた次巻でお会いできますよう、本当にありがとうございました。


古宮　九時
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古ふる宮みや九く時じ

静岡県在住。デビューしてから色んな店のラーメンを食べる機会が増えた。
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イラスト／やすも

ネトゲやＦＰＳに溺れつつ絵も描いてます。新米ですが、もりもり頑張っていきます。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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